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「郡山市いのち支える行動計画」 

令和７(2025)年度評価報告 

                             令和８(2026)年９月 

 

郡山市自殺対策基本条例(平成 29 年郡山市条例第 36 号)第 21 条により、本市におけ

る自殺の概要及び「郡山市いのち支える行動計画」(平成 31(2019)年３月策定、令和６ 

(2024)年３月改訂)に基づく、施策の「令和７(2025)年度実施状況」及び「評価」につ

いて報告します。 

 

 

１ 本計画の目指すもの 

「誰一人自殺に追い込まれることのない社会」の実現に向け、令和４(2022)年 10

月 14 日に閣議決定した｢自殺総合対策大綱※｣において、国は、令和８(2026)年ま

でに人口 10万人当たりの自殺者数(以下「自殺死亡率」という。)を平成 27(2015)

年と比較して、30％以上減少させることを目標にしています。 

これを踏まえ、本市では国や県の方向性と同様に、「平成 27(2015)年の自殺死亡

率：19.1」を令和７(2025)年までに、30％以上減少させることを目指しています。 

※自殺対策基本法・自殺総合対策大網については、厚生労働省ＨＰを参照 

 

 

 

 

【計画の目標である自殺死亡率】 

 平成 17年 

(2005年) 

平成 27年 

(2015年) 

令和７年 

(2025年) 

令和７年 

(2025年) 

自殺死亡率 

(人口１０万人 

当たりの自殺者数)  

29.8 19.1 
暫定値 

19.5 
 

目標値 

13.4 
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【郡山市の自殺死亡率の推移】 

 

          ※出典:2016 年～2024 年 厚生労働省「人口動態統計」を基に郡山市作成 

                      2025 年 厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」を基に郡山市作成 

                                  ※各年の値は、１月から 12 月までの集計結果 

 

   

 

 

 

２ 令和７(2025)年度の主な実施内容 
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・計画の目標となる自殺死亡率は、令和２(2020)年まで減少傾向にありましたが、 

コロナ禍となった令和３(2021)年に増加に転じた以降は増減を繰り返し、令和７(2025)年

は高い水準となっています。 

(１)郡山市自殺対策推進庁内委員会 

自殺対策を総合的かつ計画的に推進するため、５月１６日に第１回委員会を対面形式で

開催し、「郡山市いのち支える行動計画(改訂版)」の年度評価及び「第二次郡山市いのち支

える行動計画」の策定について協議を行いました。その後、７月１６日に第２回、９月２

６日に第３回、１０月２６日に第４回、１月１９日に第５回の各委員会を書面にて開催し、

第二次計画の策定に向けて継続して協議を行いました。 

５
月 

(２)こころの健康教室・ゲートキーパー養成講座の開催 

 こども・若者の自殺対策をさらに推進するため、市内の高等学校・大学・専修学校を

対象に「こころの健康教室」を開催し、合計７校で生徒・学生 1,459 人、教員 68 人が

受講しました。 

 また、一般市民を対象とした「ゲートキーパー養成講座」を合計９か所で開催し、延

べ 348 名が参加しました。 

８

月 

６
月 
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９
月 

(５)自殺予防街頭キャンペーン(官民協奏) 

9 月８日の午前 7 時から郡山駅西口駅前広場で、郡山駅を利用する通勤・通学者を対

象に、自殺対策の啓発グッズ 2,500部を配布しました。 

このキャンペーンは、郡山市セーフコミュニティ推進協議会自殺予防対策委員会をは

じめ、福島県理容生活衛生同業組合郡山支部、JT(日本たばこ産業株式会社)、人権擁護

委員、福島いのちの電話、日本大学工学部、郡山市ダイバーシティ推進課から総勢 41

名の協力を得て、官民協働により実施しました。 

 

(４)自殺予防パネル展 

 ８月 27 日から９月 30 日まで、国の「自殺予防週

間」及び県の「自殺対策強化月間」に合わせ、郡山市

中央公民館と市役所本庁舎１階ホールのセーフコミュ

ニティコーナーにおいて、自殺予防パネル展を開催し

ました。 

９
月 

(６)支援者向け自殺予防講演会の開催 

10月30日に郡山市総合福祉センターで、医

療・福祉・教育など支援者を対象とした「自殺未

遂者支援に関する研修会」を開催しました。日本

医科大学付属病院精神神経科の精神保健福祉士で

ある大髙靖史氏を講師に迎え、42名が参加しま

した。 
自殺未遂者支援に関する講演会の様子 

自殺予防街頭キャンペーンの様子 自殺予防街頭キャンペーンの様子 

月 

10 

  

 

中央公民館での展示の様子 

７
月 

（３）若年者の自殺予防に関する講演会 

７月18日に郡山市保健所大ホールで、医療・福祉・教育などの支援者を対象とした

「若年層の自殺予防に関する講演会」を開催しました。福島県精神保健福祉センター 

所長 前田 正治氏を講師に迎え、28名が参加しました。 
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２
月
・
３
月 

12月4日から12月10日まで、郡山市男女共同参画センターが企画する「人権擁護月間

普及啓発事業」に合わせ、同センター１階ロビーにおいてパネル展を開催しました。 

(７)市民向け自殺予防講演会の開催 

11 月７日に郡山市保健所で、市民を対象とした市民向け自殺予防講演会を開催しまし

た。あさかストレスケアセンターの公認心理師である大堀千晶氏を講師に迎え、２２名が

参加しました。 

２月 27 日から３月 10 日まで、国及び県の「自

殺対策強化月間」に合わせて、郡山市中央公民館、

ヨークパーク郡山店、市役所本庁舎１階ホールのセ

ーフコミュニティコーナー、郡山市保健所の４か所

で自殺予防パネル展を開催しました。 

12 
月 

 

(８)労災保険実務講習会での講演 

1月26日に郡山市中央公民館で、中小企業向けの自

殺対策を推進するため、労災の観点から、企業におけ

るメンタルヘルス対策の必要性について理解を深める

ことを目的とした講演を開催しました。あさかストレ

スケアセンターの公認心理師である大堀千晶氏を講師

に迎え、５６名が参加しました。 

 

 

 

ヨークパーク郡山店での展示の様子 

１
月 

11 

月 

労災保険実務講習会の様子 
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３ 本市の自殺の現状  

(１)自殺者数・男女別自殺者数の推移 

 (平成 28(2016)年～令和 7(2025)年の 10 年間の推移) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)自殺死亡率の推移 

  (平成 28(2016)年～令和 7(2025)年の 10 年間の推移) 
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2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

郡山市 14.6 17.3 17.7 14.5 15.0 19.3 15.7 19.6 16.3 19.5

福島県 18.4 20.2 19.7 18.2 19.6 18.7 19.4 20.2 19.5 18.6

全国 16.8 16.4 16.1 15.7 16.4 16.5 17.4 17.4 16.3 15.3
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出典：2016年～2024年 厚生労働省「人口動態統計」を基に郡山市作成 

2025年 厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」を基に郡山市作成 

 
・本市における自殺者数は、平成 28（2016）年から令和 2 (2020)年まで減少傾向

にありましたが、令和３（2021）年に増加に転じて以降は、増減を繰り返してい

ます。 

・男女別の内訳では、男性の自殺者数が女性の自殺者数を上回る状況が続いていま

す。 

・本市の自殺死亡率は、令和２（2020）年には全国及び県を下回っていましたが、

令和３(2021)年にはいずれも上回りました。その後は、県を下回っている状況が続

いていましたが、令和 7（2025）年には再び全国と県をともに上回っています。 

出典：2016年～2024年 厚生労働省「人口動態統計」を基に郡山市作成 

2025年 厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」を基に郡山市作成 
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(３)自殺者数における若年者（20 歳未満）の割合の推移 

  (平成 28(2016)年～令和 7(2025)年の 10年間の推移) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.0% 1.7% 1.7% 2.1% 2.0%

6.3%

11.8%

3.2%

1.9%

3.3%2.9%
3.7% 3.6% 3.6% 3.6% 4.5%

4.9%

2.9%
1.5%

2.7%
2.4% 2.7% 3.0% 3.4%

3.8% 3.8% 3.7%

3.7%
3.9% 4.5%

0.0%
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郡山市 福島県 全国

・本市の自殺者数における若年者の割合は平成 28（2016）年以降減少傾向にあ

り、全国・県を下回っていましたが、令和 3(2021)年に増加に転じ、全国・県を

大きく上回りました。 

・令和４(2022)年にピークを迎えた後は減少に転じ、令和５(2023)年以降は全国を

下回っていましたが、令和 7(2025)年は国・県と同様に、対前年比で増加してい

ます。 

出典：2016年～2024年 厚生労働省「人口動態統計」を基に郡山市作成 

2025年 厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」を基に郡山市作成 
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４ 本市の自殺の特徴    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 本市の主な自殺の特徴 

 

 

身体疾患→病苦→うつ状態→自殺

18 6.0%

女性60歳以上

無職同居
28 9.3%

7.9%

失業(退職)→生活苦＋介護の悩み

(疲れ)＋身体疾患→自殺

職場の人間関係/仕事の悩み(ブ

ラック企業)→パワハラ＋過労→う

つ状態→自殺

男性60歳以上

無職同居

上位５区分
自殺者数

5年計

1位

2位

失業（退職）＋死別・離別→うつ

状態→将来生活への悲観→自殺
5位

男性60歳以上

無職独居

背景にある主な自殺の

危機経路

配置転換→過労→職場の人間関係

の悩み＋仕事の失敗→うつ状態→

自殺

自殺者数

5年計
割合

32 10.6%

32 10.6%

3位

4位

男性40～59歳

有職同居

男性20～39歳

有職同居
24

本市における「自殺の現状」に関する各種データは、人口動態統計、自殺統計

(警察庁自殺統計原票データに基づき厚生労働省自殺対策推進室から公表されてい

る「地域における自殺の基礎資料」)及び厚生労働省の調査研究法人である、「い

のち支える自殺対策推進センター」による「地域自殺実態プロファイル 2025」の

３種類の資料に基づき作成しました。 

また、「郡山市重点パッケージ」については、「地域自殺実態プロファイル

2025」に基づき記載しております。     

現 状 郡山市の自殺者数 

⇒令和２(2020)年から令和 6(2024)年までの５年間合計：302 人 

(内訳：男性 209 人、女性 93 人) 

高齢者、生活困窮者、勤務・経営 
 ～いのち支える自殺対策推進センター「地域自殺実態プロファイル 2025」より～  

 

 

 

郡山市重点 

パッケージ 

出典：いのち支える自殺対策推進センター「地域自殺実態プロファイル 2025」を基に郡山市作成 
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(２)本市の主な自殺の特徴上位５区分の比較 

 (過去３年の地域自殺実態プロファイルでの比較) 

自殺者数 

5年計 

プロファイル 2023 

（2018～2022 年） 

プロファイル 2024 

（2019～2023 年） 

プロファイル 2025 

（2020～2024 年） 

1 位 男性 60歳以上無職同居 男性 60歳以上無職同居 男性 60歳以上無職同居 
 

2 位 男性 40～59 歳有職同居 男性 40～59 歳有職同居 男性 40～59 歳有職同居 

 

 

3 位 男性 20～39 歳有職同居 女性 60歳以上無職同居 女性 60歳以上無職同居 

 

 

4 位 女性 60歳以上無職同居 男性 20～39 歳有職同居 男性 20～39 歳有職同居 

 

 

5 位 男性 60歳以上無職独居 男性 60歳以上無職独居 男性 60歳以上無職独居 

 

 

  出典：いのち支える自殺対策推進センター「地域自殺実態プロファイル 2023～2025」を基に郡山市作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本市の主な自殺の特徴として、「背景にある主な自殺の危険経路(上位 5区

分)」では、失業・配置転換・人間関係等「仕事に関わる事案」から「うつ状

態」に陥る経路が多く見られます。 

・「男性 60歳以上無職同居」と「男性 40～59歳有職同居」の区分が高い水準で推

移（高止まり）しており、男性に対する重点的な自殺対策が求められています。 

・また、「女性 60歳以上無職同居」も継続して３位に位置しており、女性への支援

について必要性が高まっています。 
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・上位５区分の自殺者数は、減少もしくは横ばい傾向にあります。 

・上位 5 区分の自殺者数の割合は、減少もしくは横ばい傾向にありますが、「女性

60歳以上無職同居」については増加しています。 

① 自殺者数の推移（５年ごとの推移） 

 
出典：いのち支える自殺対策推進センター「地域自殺実態プロファイル 2023～2025」を基に郡山市作成 

 

 

 

② 自殺者数の割合（５年ごとの推移）    属性区分の自殺者数/自殺者合計人数×100 

 

出典：いのち支える自殺対策推進センター「地域自殺実態プロファイル 2023～2025」を基に郡山市作成 

 

 

40

34

27
30

25

36
32

27
24

20

32 32
28

24

18

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

男性60歳以上

無職同居

男性40～59歳

有職同居

女性60歳以上

無職同居

男性20～39歳

有職同居

男性60歳以上

無職独居

1位 2位 ３位 4位 5位

2023(2018-2022) 2024(2019-2023) 2025(2020-2024)

13.3 

11.3

9.0
10.0 

8.3

12.2 
10.8

9.1

8.1 
6.8

10.6 10.6
9.3

7.9

6.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

男性60歳以上

無職同居

男性40～59歳

有職同居

女性60歳以上

無職同居

男性20～39歳

有職同居

男性60歳以上

無職独居

1位 2位 ３位 4位 5位

2023(2018-2022) 2024(2019-2023) 2025(2020-2024)

(年) 

(年) 



10 

 

・「男性 60歳以上無職独居」の区分は、本市における主な自殺の特徴５位にとどまる

ものの、自殺死亡率（人口 10 万対）でみると、他のすべての世代と比較して顕著

に高い数値を示しており、独居高齢者に対する支援の必要性が高まっています。 

 

③ 自殺死亡率(人口 10 万対)の推移 
属性区分の自殺者数/属性区分の合計人数×100,000 

 

出典：いのち支える自殺対策推進センター「地域自殺実態プロファイル 2023～2025」を基に郡山市作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.5

20.3 
14.5 

26.7 

126.9 

33.8

19.1 
14.5 

21.4 

101.5 

30.0
19.1 15.0 21.4

91.4

0
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140

男性60歳以上

無職同居

男性40～59歳

有職同居

女性60歳以上

無職同居

男性20～39歳

有職同居

男性60歳以上

無職独居

1位 2位 ３位 4位 5位

2023(2018-2022) 2024(2019-2023) 2025(2020-2024) (年) 
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(３)自殺者の性・年代別自殺死亡率(人口 10万対) 

(令和２(2020)年～令和６(2024)年の５年間の平均) 

 

出典：いのち支える自殺対策推進センター「地域自殺実態プロファイル 2023～2025」を基に郡山市作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.6 

33.7 

32.0 

33.5 

38.3 

23.6 

29.3 

30.2 

6.8 

17.1 

5.5 

14.4 

11.3 

9.1 

14.8 

15.1 

4.1 

24.7 

24.8 

27.4 

30.3 

24.3 

25.0 

33.6 

3.5 

14.1 

10.6 

11.3 

13.4 

11.2 

11.9 

11.9 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

男
性

女
性

全国 郡山市

・全国・郡山市ともに、20歳未満を除くすべての年代で女性に比べて男性の方

が、自殺死亡率が高い状況にあります。 

・全国との比較では、郡山市の男性の自殺死亡率は、20歳未満・60歳代・80歳

以上を除く大半の年代で全国を上回っています。 

・同様に本市の女性についても、30歳代・50歳代・60歳代を除く年代で、全国

より高い水準にあります。 

・年代別の推移をみると、男性では 50歳代が最も高く、次いで 20歳代、40歳

代、30歳代の順となっています。一方、女性では、20歳代が最も高く、次いで

80歳以上、70歳代、40歳代の順に高くなっています。  

・特に若年層においては、20 歳未満の女性の自殺死亡率が全国の２倍近い高い数値

を示しています。 

男

性 

女

性 
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(４)自殺者における未遂歴の有無 

(令和２(2020)年～令和６(2024)年の５年間の平均) 

 

出典：いのち支える自殺対策推進センター「地域自殺実態プロファイル 2023～2025」を基に郡山市作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.5%

56.6%

22.8%
19.7%

63.2%

17.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

未遂歴あり 未遂歴なし 不詳

郡山市 全国

・本市の自殺者における「未遂歴あり」の割合は、20.5％であり、全国の 19.7％を

0.8ポイント上回っています。 

また、郡山市の「未遂歴あり」の割合は、「未遂歴なし」の割合の約 3分の 1に

相当します。 
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(５)本市の年代別死因順位(全死因から疾病・その他の不慮の事故を除く) 

  (令和２(2020)年～令和６(2024)年の５年間の累計) 

年齢層 1 位 2 位 3 位 

10代 自殺 14 人 交通事故 ３人     

20代 自殺 35 人 交通事故 ４人 窒息 ３人 

30代 自殺 31 人 交通事故 ３人 中毒 ２人 
 

40代 自殺 53 人 交通事故 ４人 
転倒・転落 

３人 
 

窒息  

50代 自殺 48 人 転倒・転落 ６人 窒息 ５人 

 

 

60代 自殺 35 人 溺死・溺水 11 人 
交通事故 

８人 

 

転倒・転落  

70代 自殺 35 人 溺死・溺水 23 人 窒息 21人 

 

 

80代 転倒・転落 47 人 溺死・溺水 45 人 窒息 41人  

90代以上 転倒・転落 54 人 窒息 28 人 溺死・溺水 ６人  

全年齢 自殺 278 人 転倒・転落 137 人 窒息 110 人  

  

 

 

 

 

 

 

 

出典：2020～2024 厚生労働省「人口動態統計」を基に郡山市作成 

・本市の年代別死因順位を見ると、病死や不慮の事故などを除いた「外的要因による

死因」において、10 代から 70代までの幅広い年齢層で自殺が第 1位を占めていま

す。 

・また、10代・20代の若年層における自殺者数は、自殺者数総数の 17.6％を占めて

います。 
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５ 評価 

(１)年度評価の考え方 

「郡山市いのち支える行動計画」(改訂版)において、実施事業を適正に評価・検証す

るため、施策ごとに評価指標を設定し、取組事業の成果を定量的に評価することとしま

した。 

また、令和６(2024)年度から基本及び重点施策に位置付けられた各事業が「郡山市い

のち支える行動計画」の基本理念及び目標実現の一翼を担っていることを再認識するた

めに、定性的に評価を実施しました。 

(２)定量的評価の評価方法 

 定量的に評価可能な評価指標 15 項目について、目標値令和７(2025)年度と比較し

て達成割合を「S」～「D」の５段階で評価しました。 

 

【基本施策・重点施策 評価指標による定量的評価】 

施策 目標項目 

中間評価・ 

計画改訂時 
2022 

年度 

2023 

年度 

2024 

年度 

2025 

年度 

目標値 
2025 

年度 

進捗状況 
目標値に 

対する 

達成度 

判

定 

【基本施策１】  

地域におけるネ

ットワークの 

強化 

セーフコミュニテ

ィの認知度 

43.20 

% 

43.20 

% 

46.70 

% 

46.70 

% 

45.00 

% 

103.8

％ 
S 

民生委員の訪問・ 

連絡活動件数 

74,490 

件 

75,638

件 

76,208 

件 

72,997 

件 

71,500

件 

102.1 

％ 
S 

【基本施策２】  

自殺対策を支え

る人材の育成 

ゲートキーパー養

成研修参加者数 

1,222 

人 

867 

人 

538 

人 

1,875 

人 

400 

人 

468.8 

％ 
S 

【基本施策３】 

市民への啓発と

周知 

自殺に対する相談 

窓口の認知率 

68.30 

% 

68.30 

% 

72.60 

% 

72.60 

% 

70 

% 

103.7

％ 
S 

【基本施策４】  

生きることの促

進要因への支援 

精神科医、精神保

健福祉士等による

電話、来所相談件

数 

387 

人 

363 

人 

351 

人 

358 

人 

300 

人  

119.3

％ 
S 

市民の文化・スポ

ーツ活動団体数 

210 

団体 

184 

団体 

181 

団体 

173 

団体 

227 

団体 

76.2 

％ 
C 

音楽・文化イベン

ト参加者数 

186,229 

人 

(2018 年) 

44,549

人 

52,754 

人 

56,677 

人 

187,000

人 

30.3 

％ 
D 

《評価・達成度》 

S 
100％ 

以上 
A 

100％未満

～90％ 
B 

90％未満

～80％ 
C 

80％未満

～50％ 
D 50％未満 
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施策 目標項目 

中間評価・ 

計画改訂時 
2022

年度 

2023

年度 

2024

年度 

2025

年度 

目標値 

2025

年度 

進捗状況 
目標値に対

する達成度 

判

定 

【重点施策１】  

勤務・経営問題

に対する自殺対

策の推進 

市内有効求人倍率 1.73 1.67 1.46 1.44 
※目標値

の設定無 ー － 

新規高等学校卒業

就職者の県内企業

への就職率 

99.60 

% 

99.40 

% 

99.50 

% 

99.80 

% 

100 

% 

99.8 

% 
A 

【重点施策２】  

高齢者支援の充

実 

通いの場の登録者

数 

2,500

人 

2,360

人 

2,315

人 

2,499

人 

3,962

人 

63.1 

% 
C 

介護サービス提供

事業所数 

156 ヶ

所 

173 ヶ

所 

174 ヶ

所 

171 ヶ

所 

211 ヶ

所 

81.0 

% 
B 

認知症高齢者ＳＯ

Ｓ見守りネットワ

ーク連絡会参加団

体数 

119 

団体 

124 

団体 

126 

団体 

127 

団体 

135 

団体 

94.1 

% 
A 

郡山市の健康寿命 

男性：

79.84 歳 

女性：

84.37 歳 

(2020) 

男性：

79.51 歳 

女性：

84.11 歳 

(2021) 

男性：

79.41 歳 

女性：

84.20 歳 

(2022) 

男性：

79.55 歳 

女性：

84.01 歳 

(2023) 

平均寿命

の増加を

上回る健

康寿命の

増加 

ー － 

65 歳以上で要支

援以上の認定を受

けていない方の割

合 

81.70 

% 

81.80 

% 

81.49 

% 

81.23 

% 

76.30 

% 

106.5 

% 
S 

【重点施策３】  

生活困窮者支援

の充実 

生活保護世帯の割

合 

1.98 

% 

1.98 

% 

2.03 

% 

2.04 

% 

※目標値

の設定無 
ー － 

借金問題相談者数 
215 

件 

266 

件 

293 

件 

265 

件 

※目標値

の設定無 
ー － 

生活保護受給者等

の一体的就労支援

事業における就職

率 

78.5 

% 

67.2 

% 

69.0 

% 

65.30 

% 

※目標値

の設定無 
ー － 

自立相談支援事業

における相談者の

プラン作成件数 

75件 51件 72件 56件 131 件 
42.7 

% 
D 

【重点施策４】  

子ども・若者支

援の充実 

市立学校いじめ認

知件数 

2,027 

件 

1,986

件 

1,605   

  件 

1,345

件 

※目標値

の設定無 
ー － 

自分にはよいとこ

ろがあると思う市

内児童生徒の割合 

小学校

76.1％ 

学校

74.4％ 

小学校

82.2％ 

中学校

78.6％ 

小学校

83.5％ 

中学校

83.4％ 

小学校

85.6％ 

中学校

85.4％ 

全国学力

状況調査

の全国平

均を上回

る 

ー － 

将来の夢や目標を

持っている市内児

童生徒の割合 

小学校

81.1％ 

中学校

69.3％ 

小学校

84.7％ 

中学校

69.8％ 

小学校

83.3 

中学校

68.7％ 

小学校

84.7％ 

中学校

68.9％ 

全国学力

状況調査

の全国平

均を上回

る 

ー － 
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施策 目標項目 

中間評価・ 

計画改訂時 
2022

年度 

2023

年度 

2024

年度 

2025

年度 

目標値 
2025

年度 

進捗状況 
目標値に対

する達成度 

 

判

定 

【重点施策５】  

女性支援の充実 

民間企業における

女性管理職の割合 
12% 

労働基本

調査実施

なし 

労働基本

調査実施

なし 

労働基本

調査実施

なし 

30% ー － 

社会全体における

男女の地位が平均

だと思う人の割合 

17.40 

% 

アンケー

ト実施 

なし 

16.70

％ 

アンケー

ト実施な

し 

30% ― ― 

20～40代の女性

の就業割合 

71.90 

% 

労働基本

調査実施

なし 

労働基本

調査実施

なし 

労働基本

調査実施

なし 

80% ー － 

女性相談窓口への

相談件数 

829 

件 

1,055

件 

903 

件 

1,033

件 

※目標値

の設定無

し 

ー － 

【重点施策６】  

自殺未遂者・自

死遺族支援の充

実 

自損行為の市内救

急搬送件数 
105 件 127 件 146 件 151 件 

※目標値

の設定無

し 

ー － 

自殺未遂者支援研

修の参加人数 

78人 

(2023) 
78人 43人 42人 80人 

52.5 

% 
C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.9 14.3 7.1 21.4 14.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2025

2027(令和7）年度定量的評価

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

【評価指標：全 27項目】目標値(2025年度)と比較して達成割合を区分 

・Ｓ(100％以上)    ：６項目 

・Ａ(100％未満～90％) ：２項目 

・Ｂ(90％未満～80％)  ：１項目    合計 14項目 

・Ｃ(80％未満～50％)  ：３項目 

・Ｄ(50％未満)     ：２項目 

・評価できず(目標値の設定無し等)：13項目 

【定量的評価のまとめ】 

・令和７(2025)年度時点で目標値を 90％以上達成した指標は、全体の約 57％(14

項目中８項目)でした。 

・一方で、目標達成度が 50％未満となった指標(14項目中２項目)については、集

計方法の見直・変更が影響したことによるものです。 
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(３) 定性的評価の評価方法 

 「郡山市いのち支える行動計画」の各施策(基本施策４項目、重点施策６項目)につい

て、「各事業の実施状況」及び「実施状況に関する担当課評価」より、５段階で定性的

に評価を行いました。 

 基本施策及び重点施策の達成状況をレーダーチャートを用いて可視化することで、今

後取り組みを強化すべき施策の明確化を図りました。 

【基本施策・重点施策 定性的評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4

4

3

4

基本施策１

基本施策２

基本施策３

基本施策４

【定性的評価のまとめ】 

・基本施策３「市民への啓発と周知」については、関係する各種自殺対策事業と

の連携強化を密にし、周知啓発体制のさらなる充実を図るが必要があります。 

・重点施策１「勤務・経営問題に対する自殺対策の推進」については、官民連携に 

よる包括的な自殺対策の推進体制の強化を図る必要があります。 

 

重点施策では、重点施策１「勤労・経営問題に対する自殺対策の推進」、重点施策

４「子ども・若者支援の充実」、重点施策５「女性支援の充実」への取組の強化

を図っていく必要性があります。 

(４) 総括 

・ゲートキーパー養成研修と支援者向け研修の充実により、人材育成が強化され

ています。また、高齢者支援の相談体制の充実をはじめ、生活困窮者への包括的

支援、妊娠期から子育て期にわたる女性支援など、ライフステージに応じた切

れ目のない支援体制が構築されつつあります。 

・今後は、国が掲げる「生きることの包括的な支援」のさらなる実現に向け、庁内

すべての部署が自殺予防対策の重要性を改めて共有し、さらなる連携を深めて

いくことが重要です。 

・さらに、本市における自殺の現状及び特徴については、「自殺対策推進庁内委員

会」や「セーフコミュニティ推進協議会自殺予防対策委員会」において多角的な

分析を重ね、ＥＢＰＭ（エビデンスに基づく政策立案）の観点から、効果的な自

殺対策を継続して推進していく必要があります。 

3
4

4

4

4

4

重点施策１

重点施策２

重点施策３

重点施策４

重点施策５

重点施策６
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６ 今後の課題について  

令和７(2025)年度の定量的評価・定性的評価の結果を踏まえ、今後重点的に取り組む

べき課題を以下の４点に整理しました。 

これらの課題への対応にあたっては、「第二次郡山市いのち支える行動計画（2026年

度～2030年度）」において、引き続き「生きることの包括的な支援」として各種施策を

推進していきます。 

 

課題 令和７(2025)年度の実施状況と今後の課題 

課題１ 

「市民への啓発・周知の

推進」 

・各課において、自殺予防の視点を取り入れた事業実施が

進められている。 

・今後は、これら各事業と自殺対策との連携を一層明確に

するとともに、関連施策を有機的に連動させることで、

「生きることの包括的支援」に向けた体制整備を加速さ

せる必要がある。 

課題２ 

「勤務・経営問題への 

対策強化」 

・各課において、就労支援事業や中小企業向け融資制度事

業などが展開されている。 

・今後は、商工会議所・商工会、をはじめとする民間機関

との協働をさらに進め、職場におけるゲートキーパー養

成研修の拡大やメンタルヘルス対策の推進を図る必要が

ある。 

課題３ 

「子ども・若者への自殺

対策の推進」 

・保護者向け支援や学校での「SOSの出し方教室」、児童虐

待防止対策を継続的に実施している。 

・今後は、学校・福祉・保健等の関係機関との連携体制を

一層充実させるとともに、若年層が相談しやすいよう、

SNS 等を活用した相談体制の整備を推進する必要があ

る。 

課題４ 

「ライフステージに対応

した女性支援の充実」 

・産前産後ケア事業や子育て世代包括支援センター事業な

どを通じ、母子保健・子育て期における各種支援が展開

されている。 

・今後は、これらに加え、独身女性や働く女性、高齢女性

を含むすべてのライフステージにある女性に対し、相談

支援体制の充実を図るとともに、孤立防止に向けた各種

施策を推進する必要がある。 



基
本
方
針

施
策
の
目
標

具
体
的
な
取
組

(1
)セ

ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は
じ
め

と
し
た
庁
内
・
地
域
に
お
け
る
連
携
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

○
○

○
 ●

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

(3
)D
Xを

活
用
し
た
自
殺
の
情
報
収

集
・
分
析

○
●

●

２
自
殺
対
策
を
支
え
る

　
人
材
の
育
成

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修
参
加
者

数
市
民
・
保
健
福
祉
分
野
専
門
職
等
を
対

象
と
す
る
研
修
の
実
施

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

●
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

３
市
民
へ
の
啓
発
と
周
知

自
殺
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
認
知
率

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
・
生
き
る
こ
と

の
支
援
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
の
普
及

啓
発

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

(1
)居

場
所
・
生
き
が
い
づ
く
り

○
●

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

●
○

○
○

音
楽
・
文
化
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
数

市
内
有
効
求
人
倍
率

新
規
高
等
学
校
卒
業
就
職
者
の
県
内

企
業
へ
の
就
職
率

通
い
の
場
の
登
録
者
数

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
数

認
知
症
高
齢
者
SO
S見

守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
連
絡
会
参
加
団
体
数

郡
山
市
の
健
康
寿
命

生
活
保
護
世
帯
の
割
合

借
金
問
題
相
談
者
数

生
活
保
護
受
給
者
等
の
一
体
的
就
労

支
援
事
業
に
お
け
る
就
職
率

自
立
相
談
プ
ラ
ン
作
成
件
数

市
立
学
校
い
じ
め
認
知
件
数

将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
る
市

内
児
童
生
徒
の
割
合

民
間
企
業
に
お
け
る
女
性
管
理
職
の

割
合

社
会
全
体
に
お
け
る
男
女
の
地
位
が

平
等
だ
と
思
う
人
の
割
合

20
～
40
代
の
女
性
の
就
業
割
合

女
性
相
談
窓
口
へ
の
相
談
件
数

(1
)医

療
機
関
・
警
察
・
消
防
等
関
係
機

関
・
庁
内
各
課
と
の
連
携

●
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

(3
)誹

謗
中
傷
防
止

○
○

●
自
殺
未
遂
者
支
援
研
修
の
参
加
人
数

●
○

６
自
殺
未
遂
者
・
自
死

　
遺
族
支
援
の
充
実

自
損
行
為
の
市
内
救
急
搬
送
件
数

(2
)自

死
遺
族
等
に
対
す
る
相
談
・
支

援
の
充
実

●
○

○
○

○
○

○
○

〇
●

○

○
○

●

５
女
性
支
援
の
充
実

女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た

支
援
の
充
実

○
●

○

○
●

●
○

○
○

●
●

○
○

○
○

○
○

○

●
●

○
●

●
●

●
●

○
●

●

４
子
ど
も
・
若
者
支
援

　
の
充
実

(1
)子

ど
も
・
若
者
の
悩
み
解
消
支

援
、
居
場
所
づ
く
り
の
推
進

○
●

●
○

○
○

○

自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

う
市
内
児
童
生
徒
の
割
合

(2
)S

OS
の
出
し
方
に
関
す
る
教
育
の
実
施

と
教
育
推
進
の
た
め
の
連
携
強
化

●
●

●

３
生
活
困
窮
者
支
援
の

　
充
実

生
活
困
窮
に
陥
っ
た
方
へ
の
「
生
き
る

こ
と
の
包
括
的
な
支
援
」
の
強
化

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
●

○
○

○

●
○

●
●

１
勤
務
・
経
営
問
題
に
対

　
す
る
自
殺
対
策
の
推
進

勤
務
・
経
営
問
題
に
よ
る
自
殺
リ
ス
ク

の
低
減
に
向
け
た
支
援
・
連
携
の
強
化

○
○

○

●
○

○
●

○
●

●
○

○
●

○
●

○

民
生
委
員
の
訪
問
・
連
絡
活
動
件
数

○

○
市
民
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
団
体

数
(3

)感
染
症
・
自
然
災
害
（
東
日
本
大
震

災
及
び
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
を
含
む
）
等
に
よ
り
精
神
的
負
担

を
抱
え
て
い
る
方
へ
の
支
援

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
●

○

○
○

○
●

○
○

保 健 ・ 感 染 症

課

健 康 づ く り 課

こ ど も 総 務 企

画 課

保 健 福 祉

総 務 課

生 活 支 援 課

障 が い 福 祉 課

健 康 長 寿 課

地 域 包 括

ケ ア 推 進 課

誰 一 人 自 殺 に 追 い 込 ま れ る こ と の な い ま ち 　 こ お り や ま

１
地
域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
の
強
化

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
認
知
度

(2
)特

定
の
問
題
に
対
す
る
連
携
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

２
高
齢
者
支
援
の
充
実

高
齢
者
の
包
括
的
支
援
の
た
め
の
連
携

の
推
進

４
生
き
る
こ
と
の

　
促
進
要
因
へ
の
支
援

精
神
科
医
、
精
神
保
健
福
祉
士
等
に

よ
る
電
話
・
来
所
相
談
数

(2
)相

談
体
制
の
充
実
及
び
生
活
等
に

係
る
包
括
的
な
支
援

○

●

７
　
体
系
に
基
づ
く
取
組
一
覧
と
担
当
所
属

具
体
的
な
取
組
に
係
る
担
当
所
属
 (
●
：
事
業
担
当
課
、
〇
：
関
係
課
）

　
体
系
図

総 務 法 務 課

収 納 課

市 民 ・ Ｎ Ｐ Ｏ

活 動 推 進 課

ダ イ バ ー シ

テ ィ 推 進 課

国 民 健 康

保 険 課

セ ー フ コ ミ ュ

ニ テ ィ 課

文 化 振 興 課

中 央 公 民 館

学 校 教 育

推 進 課

教 育 研 修

セ ン タ ー

総 合 教 育 支 援

セ ン タ ー
施
策

子 育 て 給 付 課

こ ど も 家 庭 課

保 育 課

産 業 雇 用

政 策 課

住 宅 政 策 課

生 涯 学 習 課

介 護 保 険 課

保 健 所 総 務 課

健 康 政 策 課

基 本 施 策 重 点 施 策

関
連
施
策
と
の
連
携
に

よ
る
総
合
的
な
対
策
の

展
開

対
応
の
段
階
に
応
じ
た

レ
ベ
ル
ご
と
の
対
策
の

効
果
的
な
連
動

実
践
と
啓
発
を
両
輪
と

し
て
推
進

関
係
者
の
役
割
の
明
確

化
と
関
係
者
に
よ
る
連

携
・
協
働
の
推
進

生
き
る
こ
と
の
包
括
的

な
支
援
の
推
進

19



　
郡

山
市

い
の

ち
支

え
る

行
動

計
画

　
進

捗
状

況
確

認
表

 【
４

つ
の

基
本

施
策

 　
1

～
4

】

1
セ

ー
フ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

推
進

事
業

セ
ー

フ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

中
心

的
概

念
と

し
た

協
働

に
よ

る
安

全
で

安
心

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。
ま

た
、

庁
内

の
推

進
体

制
の

充
実

を
図

り
、

全
庁

横
断

的
な

セ
ー

フ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
を

推
進

し
ま

す
。

さ
ら

に
、

企
業

と
の

連
携

や
対

策
委

員
会

間
の

連
携

、
S

N
S

に
よ

る
情

報
発

信
等

、
再

認
証

後
の

活
動

や
啓

発
の

充
実

を
図

り
ま

す

 市
民

部
セ

ー
フ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

課

・
セ

ー
フ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

推
進

協
議

会
自

殺
予

防
対

策
委

員
会

は
、

自
殺

対
策

に
つ

い
て

の
会

議
を

年
６

回
開

催
す

る
。

・
自

殺
予

防
の

普
及

啓
発

の
た

め
9

月
の

自
殺

対
策

週
間

（
国

）
、

３
月

の
自

殺
予

防
月

間
（

県
）

に
合

わ
せ

て
街

頭
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
や

パ
ネ

ル
展

示
を

一
緒

に
行

う
。

・
自

殺
予

防
対

策
委

員
会

:年
４

回
開

催
【

委
員

会
の

活
動

内
容

】
・

自
殺

予
防

の
普

及
啓

発
の

た
め

9
月

の
自

殺
対

策
週

間
（

国
）

、
３

月
の

自
殺

予
防

月
間

（
県

）
に

合
わ

せ
て

街
頭

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

や
パ

ネ
ル

展
示

を
一

緒
に

行
っ

た
。

・
若

者
向

け
自

殺
予

防
の

取
り

組
み

と
し

て
ワ

ー
ク

ブ
ッ

ク
を

作
成

し
、

対
象

者
や

配
布

先
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

・
自

殺
予

防
対

策
委

員
会

の
開

催
お

よ
び

活
動

内
容

は
、

セ
ー

フ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

は
じ

め
と

し
た

庁
内

、
地

域
の

お
け

る
連

携
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
に

直
結

し
て

い
る

も
の

で
あ

る
。

・
委

員
会

の
開

催
回

数
は

予
定

数
を

下
回

っ
た

が
、

年
々

委
員

会
活

動
が

定
着

し
て

お
り

、
委

員
間

で
メ

ー
ル

を
活

用
し

情
報

共
有

を
は

か
る

こ
と

も
で

き
て

い
る

。
若

者
向

け
自

殺
予

防
の

取
り

組
み

と
し

て
ワ

ー
ク

ブ
ッ

ク
を

作
成

配
布

し
、

市
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
も

掲
載

し
て

お
り

、
自

殺
予

防
対

策
に

有
効

で
あ

る
。

2

自
殺

対
策

推
進

事
業 （

庁
内

委
員

会
・

セ
ー

フ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
推

進
協

議
会

自
殺

予
防

対
策

委
員

会
）

自
殺

予
防

を
図

る
た

め
、

「
生

き
る

こ
と

の
包

括
的

支
援

」
に

係
る

庁
内

外
関

係
機

関
、

セ
ー

フ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
推

進
協

議
会

自
殺

予
防

対
策

委
員

会
と

の
連

携
に

よ
り

総
合

的
な

自
殺

対
策

の
推

進
を

図
り

ま
す

。

保
健

福
祉

部
保

健
所

保
健

・
感

染
症

課

・
セ

ー
フ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

推
進

協
議

会
自

殺
予

防
対

策
委

員
会

は
、

自
殺

対
策

に
つ

い
て

の
会

議
を

年
６

回
開

催
す

る
。

・
自

殺
予

防
の

普
及

啓
発

の
た

め
9

月
の

自
殺

対
策

週
間

（
国

）
、

３
月

の
自

殺
予

防
月

間
（

県
）

に
合

わ
せ

て
街

頭
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
や

パ
ネ

ル
展

示
を

一
緒

に
行

う
。

・
若

者
向

け
自

殺
予

防
の

取
り

組
み

と
し

て
ワ

ー
ク

ブ
ッ

ク
の

活
用

方
法

を
検

討
す

る
。

・
自

殺
予

防
対

策
委

員
会

:年
４

回
開

催
【

委
員

会
の

活
動

内
容

】
・

自
殺

予
防

の
普

及
啓

発
の

た
め

9
月

の
自

殺
対

策
週

間
（

国
）

、
３

月
の

自
殺

予
防

月
間

（
県

）
に

合
わ

せ
て

街
頭

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

や
パ

ネ
ル

展
示

を
一

緒
に

行
っ

た
。

・
若

者
向

け
自

殺
予

防
の

取
り

組
み

と
し

て
ワ

ー
ク

ブ
ッ

ク
を

作
成

し
、

対
象

者
や

配
布

先
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

・
自

殺
予

防
対

策
委

員
会

の
開

催
お

よ
び

活
動

内
容

は
、

セ
ー

フ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

は
じ

め
と

し
た

庁
内

、
地

域
の

お
け

る
連

携
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
に

直
結

し
て

い
る

も
の

で
あ

る
。

・
委

員
会

の
開

催
回

数
は

予
定

数
を

下
回

っ
た

が
、

年
々

委
員

会
活

動
が

定
着

し
て

お
り

、
委

員
間

で
メ

ー
ル

を
活

用
し

情
報

共
有

を
は

か
る

こ
と

も
で

き
て

い
る

。
若

者
向

け
自

殺
予

防
の

取
り

組
み

と
し

て
ワ

ー
ク

ブ
ッ

ク
を

作
成

配
布

し
、

市
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
も

掲
載

し
て

お
り

、
自

殺
予

防
対

策
に

有
効

で
あ

る
。

3
多
文
化
共
生
推
進

事
業

国
際

化
及

び
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

推
進

か
ら

、
外

国
人

住
民

等
の

利
便

性
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

観
光

誘
客

及
び

交
流

人
口

の
増

加
を

図
る

た
め

、
情

報
媒

体
の

多
言

語
化

の
ほ

か
、

外
国

人
住

民
等

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

を
推

進
し

ま
す

。

市
民

部
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

推
進

課

・
リ

ビ
ン

グ
ガ

イ
ド

こ
お

り
や

ま
内

容
改

定
・

多
言

語
生

活
情

報
動

画
作

成
・

外
国

人
住

民
参

加
防

災
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
開

催
（

市
国

際
交

流
協

会
と

の
共

催
）

・
窓

口
対

応
向

上
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

・
リ

ビ
ン

グ
ガ

イ
ド

こ
お

り
や

ま
言

語
：

７
言

語
（

日
本

語
、

英
語

、
中

国
語

簡
体

字
、

韓
国

語
、

ベ
ト

ナ
ム

語
、

タ
ガ

ロ
グ

語
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

語
）

内
容

：
生

活
に

必
要

な
情

報
を

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

上
に

多
言

語
で

掲
載

し
た

。
・

多
言

語
生

活
情

報
動

画
作

成
（

R
８

.２
月

公
開

）
内

容
：

「
外

国
人

の
た

め
の

日
本

で
の

ク
リ

ニ
ッ

ク
へ

の
か

か
り

方
」

言
語

：
６

言
語

（
日

本
語

、
英

語
、

中
国

・
ベ

ト
ナ

ム
語

、
タ

ガ
ロ

グ
語

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
語

）
・

外
国

人
住

民
参

加
防

災
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
郡

山
市

国
際

交
流

協
会

主
催

）
開

催
日

：
令

和
７

年
６

月
2

２
日

（
日

）
内

容
：

「
避

難
所

を
知

ろ
う

」
を

テ
ー

マ
に

、
橘

地
域

公
民

館
に

て
、

外
国

人
と

日
本

人
が

災
害

及
び

防
災

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
た

。
参

加
者

：
7

4
名

（
外

国
人

2
5

人
、

日
本

人
4

9
人

）
・

外
国

人
住

民
窓

口
対

応
向

上
セ

ミ
ナ

ー
開

催
日

：
令

和
８

年
2

月
2

7
日

（
金

）
内

容
：

「
や

さ
し

い
日

本
語

」
に

つ
い

て
学

ぶ
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
し

た
。

参
加

者
：

こ
お

り
や

ま
広

域
圏

自
治

体
職

員
　

1
5

人

　
生

活
に

必
要

な
各

情
報

を
「

リ
ビ

ン
グ

ガ
イ

ド
こ

お
り

や
ま

」
と

し
て

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
上

に
掲

載
し

て
お

り
、

新
た

に
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
語

を
加

え
た

７
言

語
で

周
知

を
図

る
こ

と
で

、
外

国
人

住
民

の
生

活
に

お
け

る
安

全
安

心
に

寄
与

し
た

。
　

多
言

語
生

活
情

報
動

画
は

、
市

国
際

交
流

協
会

や
地

域
の

外
国

人
関

係
団

体
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
令

和
７

年
度

は
病

院
・

ク
リ

ニ
ッ

ク
へ

の
か

か
り

方
に

つ
い

て
作

成
し

、
郡

山
市

公
式

Y
o

u
T

u
b

e
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
通

し
、

外
国

人
住

民
に

対
す

る
生

活
情

報
及

び
ル

ー
ル

の
周

知
に

寄
与

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
　

外
国

人
住

民
参

加
防

災
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
は

、
橘

地
域

公
民

館
に

て
、

外
国

人
と

日
本

人
が

災
害

及
び

防
災

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
、

地
域

の
連

携
強

化
及

び
外

国
人

住
民

に
と

っ
て

安
心

・
安

全
な

地
域

づ
く

り
に

寄
与

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
　

窓
口

対
応

向
上

セ
ミ

ナ
ー

で
は

、
窓

口
を

所
管

す
る

広
域

圏
職

員
が

、
外

国
人

を
め

ぐ
る

広
域

圏
の

現
状

と
や

さ
し

い
日

本
語

に
つ

い
て

学
び

、
外

国
人

に
対

す
る

行
政

窓
口

に
お

け
る

サ
ー

ビ
ス

向
上

及
び

広
域

圏
内

職
員

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
に

寄
与

し
た

。

4
精
神
保
健
福
祉
事

業 （
家
族
教
室
）

こ
こ

ろ
の

健
康

の
保

持
増

進
や

精
神

疾
患

の
早

期
発

見
・

治
療

、
正

し
い

知
識

の
普

及
啓

発
を

図
る

た
め

、
家

族
教

室
・

家
族

相
談

等
を

行
い

ま
す

。
保

健
福

祉
部

保
健

所
保

健
・

感
染

症
課

家
族

教
室

を
開

催
す

る
・

ひ
き

こ
も

り
家

族
教

室
：

年
８

回
・

ア
ル

コ
ー

ル
、

ギ
ャ

ン
ブ

ル
等

家
族

教
室

：
年

1
0

回

令
和

7
年

度
　

開
催

状
況

と
参

加
人

数
②

ひ
き

こ
も

り
家

族
教

室
　

8
回

（
延

9
0

人
）

③
ア

ル
コ

ー
ル

等
家

族
教

室
6

回
（

延
3

0
人

）

・
家

族
教

室
は

、
特

定
の

問
題

に
対

す
る

連
携

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

に
寄

与
し

、
地

域
に

お
け

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

に
有

効
な

事
業

で
あ

る
。

(1
)セ

ー
フ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
は

じ
め

と
し

た
庁

内
・

地
域

に
お

け
る

連
携

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

(2
)特

定
の

問
題

に
対

す
る

連
携

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

参
考

番
号

事
業

名
事

業
概

要
担

当
部

署
担

当
課

令
和

７
年

度
の

実
施

計
画

令
和

７
年

度
実

施
状

況
（

内
容

や
実

績
な

ど
）

令
和

７
年

度
　

実
施

状
況

に
関

す
る

担
当

課
の

評
価

基
本

施
策

１
　

地
域

に
お

け
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
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参
考

番
号

事
業

名
事

業
概

要
担

当
部

署
担

当
課

令
和

７
年

度
の

実
施

計
画

令
和

７
年

度
実

施
状

況
（

内
容

や
実

績
な

ど
）

令
和

７
年

度
　

実
施

状
況

に
関

す
る

担
当

課
の

評
価

5
精
神
障
が
い
者
相

談
支
援
事
業

障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、
相

談
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
指
導
や
助
言
を
行
う
と
と
も

に
、
福
祉
制
度
が
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
人
材
の

育
成
・
確
保
や
社
会
資
源
の
活
用
等
の
体
制
整
備
を
図
り

ま
す
。

保
健

福
祉

部
保

健
所

保
健

・
感

染
症

課
・

事
務

局
会

議
及

び
運

営
会

議
に

参
加

し
、

議
題

の
検

討
を

行
う

。
・

事
務

局
会

議
（

６
回

）
及

び
運

営
会

議
（

６
回

）
に

参
加

し
、

議
題

の
検

討
を

行
っ

た
。

・
自

立
支

援
連

絡
協

議
会

の
事

務
局

会
議

及
び

運
営

会
議

に
参

加
す

る
こ

と
は

、
精

神
障

が
い

者
が

抱
え

る
問

題
の

把
握

、
地

域
課

題
解

決
の

検
討

の
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

・
精

神
障

が
い

者
だ

け
に

限
ら

ず
、

社
会

的
弱

者
や

要
配

慮
者

の
支

援
を

検
討

す
る

場
と

な
り

、
自

殺
対

策
に

も
有

効
な

機
会

と
な

っ
て

い
る

。

6

難
病
患
者
等
地
域

支
援
対
策
推
進
事

業
（
難
病
医
療
相

談
会
）

難
病
患
者
や
そ
の
家
族
の
疾
病
等
に
対
す
る
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
相
談
会
や
研
修
会
等
を
行
い
ま
す
。

保
健

福
祉

部
保

健
所

保
健

・
感

染
症

課

①
難

病
医

療
相

談
会

療
養

生
活

上
の

不
安

を
軽

減
し

、
安

心
し

て
日

常
生

活
が

送
れ

る
よ

う
支

援
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

指
定

難
病

3
4

8
疾

患
の

う
ち

テ
ー

マ
別

に
2

回
実

施
。

②
訪

問
看

護
師

等
研

修
会

の
実

施
難

病
に

対
す

る
訪

問
看

護
に

必
要

な
知

識
や

技
術

の
普

及
を

目
的

に
実

施
予

定
。

・
難

病
医

療
相

談
会

：
2

回
開

催
（

延
べ

5
4

人
参

加
）

・
訪

問
看

護
師

等
研

修
会

：
１

回
（

2
7

名
参

加
）

・
保

健
師

等
に

よ
る

相
談

指
導

・
訪

問
指

導
等

　
相

談
、

機
能

訓
練

、
訪

問
指

導
実

人
数

：
8

0
1

人
　

電
話

相
談

：
延

べ
 1

2
3

2
人

・
当

該
事

業
は

、
専

門
職

の
講

話
を

聞
き

、
難

病
患

者
や

そ
の

家
族

が
交

流
を

図
る

機
会

と
な

り
、

不
安

の
軽

減
に

つ
な

が
る

も
の

で
あ

る
。

・
今

後
も

難
病

患
者

の
療

養
生

活
を

支
援

す
る

た
め

に
、

相
談

支
援

の
充

実
を

図
り

、
難

病
医

療
相

談
会

及
び

難
病

訪
問

看
護

師
等

研
修

会
を

継
続

し
て

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

7
避
難
行
動
要
支
援

者
避
難
支
援
体
制

管
理
事
業

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の
災
害
時
の
安
全
確
保
を
図
る
た

め
、
避
難
支
援
体
制
の
管
理
を
行
い
ま
す
。

　
○
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用

保
健

福
祉

部
保

健
福

祉
総

務
課

引
き

続
き

、
避

難
行

動
要

支
援

者
を

民
生

委
員

等
に

よ
る

調
査

及
び

本
人

等
か

ら
の

申
請

に
よ

り
、

避
難

支
援

に
必

要
な

情
報

を
台

帳
に

登
載

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
情

報
を

支
援

す
る

町
内

会
や

自
主

防
災

組
織

、
消

防
本

部
等

関
係

機
関

を
共

有
し

、
避

難
所

ま
で

の
避

難
支

援
及

び
避

難
所

で
の

生
活

の
支

援
体

制
を

整
備

す
る

。

地
域

の
互

助
に

よ
る

力
で

避
難

支
援

を
求

め
て

い
る

も
の

の
、

地
域

全
体

の
高

齢
化

や
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
希

薄
化

等
に

よ
り

、
隣

近
所

の
近

隣
協

力
者

に
対

し
て

助
け

を
求

め
に

く
い

と
い

う
課

題
を

抱
え

て
い

る
。

今
年

度
も

「
要

支
援

者
一

覧
表

配
布

数
」

は
、

毎
年

配
布

し
て

い
る

団
体

協
力

も
あ

り
、

支
援

者
側

の
高

齢
者

化
等

が
進

む
中

で
も

概
ね

横
ば

い
を

維
持

し
て

い
る

。

毎
年

配
布

し
て

い
る

団
体

の
協

力
も

あ
り

、
「

要
支

援
者

一
覧

表
配

布
数

」
は

、
概

ね
横

ば
い

を
維

持
し

て
お

り
、

要
支

援
者

の
支

援
体

制
維

持
に

繋
が

る
と

考
え

る
。

8
人
権
啓
発
活
動
推

進
事
業

お
互
い
を
認
め
合
い
、
す
べ
て
の
市
民
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
守
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
人
権
擁

護
思
想
の
普
及
を
目
指
し
ま
す
。

市
民

部
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

推
進

課
・

Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ

Ｑ
講

座
の

実
施

・
Ｌ

Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ

＋
研

修
の

実
施

１
回

（
の

べ
２

７
名

）
開

催
日

　
令

和
７

年
１

１
月

２
９

日
（

土
）

参
加

者
　

第
１

部
講

演
会

１
８

名
、

第
２

部
座

談
会

９
名

「
Ｌ

Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ

＋
」

に
つ

い
て

の
基

礎
知

識
や

職
場

・
学

校
等

に
お

け
る

合
理

的
配

慮
の

必
要

性
、

災
害

時
の

対
応

に
つ

い
て

学
ん

だ
。

ま
た

、
座

談
会

で
は

参
加

者
そ

れ
ぞ

れ
が

抱
え

て
い

る
事

情
や

そ
の

対
応

方
法

、
海

外
の

事
例

の
紹

介
な

ど
を

と
お

し
て

、
意

見
公

開
を

実
施

し
、

「
L

G
B

T
Q

＋
」

に
対

す
る

理
解

を
深

め
た

。

9
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
全

世
代
健
康
都
市
圏

事
業

健
康

を
キ

ー
ワ

ー
ド

に
、

連
携

中
枢

都
市

圏
に

お
け

る
、

医
療

・
介

護
情

報
等

を
多

角
的

に
分

析
し

、
Ｅ

Ｂ
Ｈ

Ｐ
（

エ
ビ

デ
ン

ス
・

ベ
ー

ス
ド

・
ヘ

ル
ス

・
ポ

リ
シ

ー
：

根
拠

に
基

づ
く

健
康

政
策

）
の

実
施

や
疾

病
構

造
や

介
護

認
定

状
況

、
そ

れ
に

至
る

原
因

等
を

把
握

す
る

こ
と

で
、

各
種

保
健

事
業

・
介

護
予

防
事

業
等

を
広

域
中

枢
連

携
都

市
圏

で
一

体
的

に
実

施
し

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
健

康
寿

命
の

延
伸

対
策

な
ど

、
Ｅ

Ｂ
Ｍ

（
エ

ビ
デ

ン
ス

・
ベ

ー
ス

ド
・

メ
デ

ィ
ス

ン
：

根
拠

に
基

づ
く

医
療

）
を

進
め

る
こ

と
に

よ
り

、
す

べ
て

の
世

代
の

方
た

ち
が

健
康

で
生

き
い

き
と

暮
ら

せ
る

ま
ち

づ
く

り
を

目
指

し
ま

す
。

　
〇

医
療

・
介

護
情

報
等

の
分

析
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
健

康
づ

く
り

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
実

施
　

〇
経

営
者

向
け

健
康

づ
く

り
研

修
会

の
実

施

保
健

福
祉

部
保

健
所

健
康

政
策

課
〇

健
康

・
医

療
・

介
護

情
報

等
の

分
析

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

健
康

づ
く

り
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

実
施

・
郡

山
市

健
康

づ
く

り
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

実
施

（
2

0
2

5
.1

0
～

）
・

「
心

と
体

の
健

康
応

援
サ

イ
ト

 コ
コ

カ
ラ

こ
お

り
や

ま
！

」
の

「
郡

山
市

の
統

計
情

報
（

人
口

動
態

調
査

）
に

つ
い

て
」

の
デ

ー
タ

を
更

新
（

ペ
ー

ジ
ア

ク
セ

ス
数

 5
8

5
回

/
年

）

「
心

と
体

の
健

康
応

援
サ

イ
ト

 コ
コ

カ
ラ

こ
お

り
や

ま
！

」
の

コ
ン

テ
ン

ツ
「

こ
こ

ろ
の

健
康

」
に

お
い

て
、

自
殺

対
策

に
関

す
る

情
報

の
掲

載
を

行
い

、
多

く
の

方
に

啓
発

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

(３
)D

X
を

活
用

し
た

自
殺

の
情

報
収

集
・

分
析
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参
考

番
号

事
業

名
事

業
概

要
担

当
部

署
担

当
課

令
和

７
年

度
の

実
施

計
画

令
和

７
年

度
実

施
状

況
（

内
容

や
実

績
な

ど
）

令
和

７
年

度
　

実
施

状
況

に
関

す
る

担
当

課
の

評
価

1
0

自
殺
対
策
推
進
事

業
（
オ
ン
ラ
イ
ン

相
談
K
OK
OR
O
BO
)

国
立

精
神

・
神

経
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
が

運
営

す
る

オ
ン

ラ
イ

ン
相

談
K

O
K

O
R

O
B

O
の

利
用

実
績

デ
ー

タ
ー

を
分

析
し

、
自

殺
予

防
対

策
の

推
進

を
図

る
。

保
健

福
祉

部
保

健
所

保
健

・
感

染
症

課
N

C
N

P
と

連
携

し
な

が
ら

継
続

的
に

K
O

K
O

R
O

B
O

の
啓

発
を

行
っ

て
い

く
。

郡
山

市
で

K
O

K
O

R
O

B
O

を
導

入
し

た
2

0
2

5
年

4
月

1
日

か
ら

2
0

2
6

年
3

月
3

1
日

ま
で

の
利

用
者

数
。

ア
ク

セ
ス

者
数

4
4

人
内

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

を
行

っ
た

方
が

4
0

名
内

A
Iチ

ャ
ッ

ト
ボ

ッ
ト

の
利

用
は

0
名

※
チ

ャ
ッ

ト
ボ

ッ
ト

に
つ

い
て

は
2

0
2

5
年

後
半

か
ら

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

で
使

用
不

可
内

オ
ン

ラ
イ

ン
の

臨
床

心
理

士
に

よ
る

相
談

は
0

名
の

利
用

が
あ

っ
た

。

K
O

K
O

R
O

B
O

を
啓

発
す

る
た

め
に

相
談

窓
口

い
ろ

い
ろ

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
や

啓
発

用
テ

ィ
ッ

シ
ュ

に
K

O
K

O
R

O
B

O
の

Q
R

コ
ー

ド
を

載
せ

る
な

ど
よ

り
繋

が
り

や
す

い
啓

発
を

行
っ

た
。

1
2

介
護

人
材

確
保

育
成

支
援

事
業

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
に

従
事

す
る

者
や

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

の
運

営
者

を
対

象
に

、
職

員
個

々
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

及
び

事
業

運
営

者
の

管
理

能
力

の
向

上
に

つ
な

げ
る

セ
ミ

ナ
ー

等
を

、
対

面
型

と
オ

ン
ラ

イ
ン

（
オ

ン
デ

マ
ン

ド
）

型
を

可
能

な
限

り
併

用
し

て
実

施
し

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

の
環

境
改

善
と

介
護

人
材

の
定

着
率

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

介
護

未
経

験
者

が
介

護
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
等

を
身

に
つ

け
る

「
介

護
に

関
す

る
入

門
的

研
修

」
を

開
催

す
る

こ
と

に
よ

り
、

介
護

分
野

へ
の

参
入

の
き

っ
か

け
を

つ
く

り
、

人
材

確
保

を
支

援
し

ま
す

。

保
健

福
祉

部
介

護
保

険
課

・
介

護
未

経
験

者
を

対
象

と
し

た
入

門
的

研
修

を
年

１
回

開
催

す
る

。
・

介
護

保
険

事
業

所
職

員
や

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

の
運

営
者

に
対

す
る

人
材

育
成

セ
ミ

ナ
ー

を
年

5
回

開
催

す
る

。
・

介
護

事
業

所
管

理
職

員
向

け
人

材
育

成
研

修
会

を
年

２
回

開
催

す
る

。
・

介
護

資
格

取
得

の
た

め
の

費
用

の
1

/
2

（
上

限
5

万
円

）
を

助
成

す
る

。

・
入

門
的

研
修

：
年

１
回

開
催

・
人

材
育

成
セ

ミ
ナ

ー
：

年
5

回
開

催
・

管
理

職
向

け
人

材
育

成
研

修
会

：
年

２
回

開
催

【
研

修
・

セ
ミ

ナ
ー

の
活

動
内

容
】

・
入

門
的

研
修

は
計

画
値

以
上

の
参

加
と

な
り

、
併

せ
て

就
労

支
援

も
実

施
し

た
。

・
人

材
育

成
セ

ミ
ナ

ー
は

、
対

面
開

催
に

よ
り

実
施

し
て

、
令

和
7

年
度

の
参

加
者

数
は

9
6

人
と

な
っ

た
。

・
管

理
職

向
け

人
材

育
成

研
修

会
は

、
対

面
開

催
に

よ
り

実
施

し
て

、
令

和
７

年
度

の
参

加
者

は
3

4
人

と
な

っ
た

。

入
門

的
研

修
の

参
加

者
数

は
予

定
数

を
上

回
っ

て
お

り
、

よ
り

多
く

の
人

々
に

介
護

分
野

へ
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
人

材
育

成
セ

ミ
ナ

ー
と

管
理

職
向

け
人

材
育

成
研

修
会

は
、

対
面

開
催

と
し

た
こ

と
に

よ
り

、
セ

ミ
ナ

ー
の

習
熟

度
を

向
上

さ
せ

、
受

講
者

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

つ
な

が
っ

た
。

1
3

障
が

い
者

相
談

支
援

事
業

障
が

い
者

の
自

立
と

社
会

参
加

の
促

進
を

図
る

た
め

、
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

総
合

的
な

相
談

支
援

業
務

に
あ

た
る

相
談

支
援

員
の

育
成

等
を

行
い

ま
す

。

保
健

福
祉

部
障

が
い

福
祉

課

障
が

い
者

及
び

そ
の

家
族

等
の

総
合

的
な

相
談

を
相

談
支

援
事

業
所

に
委

託
。

・
一

般
相

談
(７

か
所

)
・

基
幹

相
談

支
援

(１
か

所
)

障
が

い
者

及
び

そ
の

家
族

等
の

総
合

的
な

相
談

を
相

談
支

援
事

業
所

に
委

託
。

・
一

般
相

談
(７

か
所

)
・

基
幹

相
談

支
援

(１
か

所
)

計
画

ど
お

り
の

相
談

支
援

事
業

所
に

委
託

が
で

き
た

。

1
4

人
権

啓
発

活
動

推
進

事
業

お
互

い
を

認
め

合
い

、
す

べ
て

の
市

民
の

人
権

が
尊

重
さ

れ
、

守
ら

れ
る

社
会

づ
く

り
を

推
進

す
る

た
め

、
人

権
擁

護
思

想
の

普
及

を
目

指
し

ま
す

。
市

民
部

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
推

進
課

①
人

権
啓

発
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

実
施

（
②

人
権

擁
護

講
演

会
の

開
催

※
2

0
2

4
年

度
か

ら
指

定
管

理
者

が
実

施
）

①
各

種
イ

ベ
ン

ト
実

施
等

の
機

会
に

人
権

啓
発

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
実

施
7

回
（

②
講

演
会

開
催

１
回

（
８

３
人

）
※

2
0

2
4

年
度

か
ら

指
定

管
理

者
が

実
施

）

①
う

ね
め

踊
り

流
し

な
ど

の
各

種
イ

ベ
ン

ト
で

実
施

し
、

多
く

の
人

に
啓

発
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

基
本

施
策

２
　

自
殺

対
策

を
支

え
る

人
材

の
育

成

 市
民

・
保

健
福

祉
分

野
専

門
職

を
対

象
と

す
る

研
修

の
実

施

こ
こ

ろ
の

健
康

づ
く

り
・

生
き

る
こ

と
の

支
援

に
つ

い
て

正
し

い
知

識
の

普
及

啓
発

・
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

養
成

研
修

を
受

講
し

た
方

へ
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

会
を

開
催

す
る

。
・

若
年

層
へ

の
対

応
と

し
て

は
、

市
内

高
等

学
校

を
中

心
に

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
養

成
研

修
の

周
知

案
内

を
行

い
、

セ
ル

フ
ケ

ア
や

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
対

策
の

内
容

も
加

味
し

開
催

す
る

。

・
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

養
成

研
修

を
下

記
の

通
り

開
催

し
た

　
出

前
講

座
：

５
回

（
２

３
５

人
）

　
市

職
員

向
け

：
１

回
（

２
７

人
）

　
若

年
層

向
け

（
市

内
高

校
・

大
学

・
専

門
学

校
）

：
７

回
　

（
１

５
２

７
人

）
　

市
民

向
け

、
職

域
、

医
療

従
事

者
向

：
３

回
（

８
６

人
）

　
合

計
：

１
６

回
（

１
８

７
５

人
）

・
自

殺
予

防
講

演
会

を
下

記
の

通
り

開
催

し
た

　
未

遂
者

支
援

：
1

回
（

４
２

人
）

　
若

年
層

支
援

者
向

け
：

1
回

（
２

８
人

）
　

市
民

向
け

：
１

回
（

２
２

人
）

・
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

養
成

研
修

は
、

若
年

層
及

び
広

く
市

民
を

対
象

に
実

施
し

て
い

る
。

・
令

和
７

年
度

は
、

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
養

成
研

修
、

自
殺

予
防

講
演

会
を

開
催

し
自

殺
対

策
を

支
え

る
人

材
の

育
成

に
寄

与
し

た
。

基
本

施
策

３
　

市
民

へ
の

啓
発

と
周

知

1
1

自
殺

対
策

推
進

事
業 （

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

養
成

研
修

）

自
殺

予
防

を
図

る
た

め
、

自
殺

対
策

に
携

わ
る

人
材

の
育

成
や

自
殺

予
防

に
関

す
る

知
識

の
普

及
啓

発
の

た
め

に
、

こ
お

り
や

ま
広

域
圏

の
職

員
・

市
民

・
保

健
福

祉
分

野
専

門
職

等
を

対
象

と
し

た
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

養
成

研
修

を
開

催
し

ま
す

。

保
健

福
祉

部
保

健
所

保
健

・
感

染
症

課
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参
考

番
号

事
業

名
事

業
概

要
担

当
部

署
担

当
課

令
和

７
年

度
の

実
施

計
画

令
和

７
年

度
実

施
状

況
（

内
容

や
実

績
な

ど
）

令
和

７
年

度
　

実
施

状
況

に
関

す
る

担
当

課
の

評
価

1
5

男
女

共
同

参
画

推
進

事
業

市
民

一
人

ひ
と

り
が

男
女

共
同

参
画

に
対

す
る

理
解

を
深

め
る

た
め

に
学

習
機

会
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

啓
発

活
動

や
情

報
提

供
を

行
い

、
家

庭
や

学
校

、
地

域
、

職
場

等
に

お
い

て
、

市
、

市
民

、
事

業
者

が
一

体
と

な
っ

て
取

り
組

み
、

「
男

女
共

同
参

画
の

ま
ち

　
郡

山
」

の
実

現
を

目
指

し
ま

す
。

市
民

部
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

推
進

課

①
郡

山
市

男
女

共
同

参
画

推
進

事
業

者
表

彰
の

実
施

②
郡

山
市

男
女

共
同

参
画

学
習

サ
ポ

ー
ト

事
業

「
さ

ん
か

く
教

室
」

の
実

施

①
郡

山
市

男
女

共
同

参
画

推
進

事
業

者
表

彰
事

業
　

…
３

者
表

彰
②

郡
山

市
男

女
共

同
参

画
学

習
サ

ポ
ー

ト
事

業
「

さ
ん

か
く

教
室

」
（

９
回

）
・

メ
ニ

ュ
ー

講
座

８
回

（
７

０
９

人
）

・
フ

リ
ー

プ
ラ

ン
講

座
１

回
（

１
８

人
）

①
誰

も
が

働
き

や
す

い
体

制
の

整
備

や
環

境
づ

く
り

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

事
業

者
を

募
集

・
審

査
・

表
彰

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

「
働

き
や

す
い

職
場

」
づ

く
り

を
推

進
で

き
た

。
②

「
さ

ん
か

く
教

室
」

受
講

に
よ

り
、

人
権

尊
重

意
識

、
男

女
共

同
参

画
意

識
が

浸
透

し
た

。

1
6

自
殺

対
策

推
進

事
業

（
自

殺
予

防
講

演
会

）

自
殺

予
防

を
図

る
た

め
、

自
殺

対
策

に
携

わ
る

人
材

の
育

成
や

自
殺

予
防

に
関

す
る

知
識

の
普

及
啓

発
の

た
め

、
自

殺
予

防
講

演
会

を
開

催
し

ま
す

。
保

健
福

祉
部

保
健

所
保

健
・

感
染

症
課

・
自

殺
予

防
講

演
会

は
、

対
象

者
や

内
容

を
検

討
し

、
年

３
回

開
催

す
る

。

・
自

殺
予

防
講

演
会

を
下

記
の

通
り

開
催

し
た

。
開

催
に

当
た

り
、

S
N

S
や

広
報

等
に

て
周

知
を

実
施

。
　

未
遂

者
支

援
：

1
回

（
４

２
人

）
　

若
年

層
支

援
者

向
け

：
1

回
（

２
８

人
）

　
市

民
向

け
：

１
回

（
２

２
人

）
・

自
殺

予
防

の
啓

発
活

動
を

行
い

、
相

談
窓

口
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

1
8

,0
0

0
部

配
布

し
た

・
自

殺
予

防
講

演
会

を
は

じ
め

、
当

該
事

業
は

こ
こ

ろ
の

健
康

づ
く

り
・

生
き

る
こ

と
の

支
援

に
つ

い
て

正
し

い
知

識
の

普
及

啓
発

に
寄

与
す

る
も

の
で

あ
る

。
・

特
に

、
令

和
5

年
度

よ
り

開
催

し
た

「
未

遂
者

支
援

」
研

修
会

は
、

地
域

で
の

関
係

機
関

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
の

き
っ

か
け

と
な

る
事

業
で

も
あ

り
、

次
年

度
も

継
続

し
て

実
施

す
る

。

1
7

精
神

保
健

福
祉

事
業

こ
こ

ろ
の

健
康

の
保

持
増

進
や

精
神

疾
患

の
早

期
発

見
・

治
療

、
正

し
い

知
識

の
普

及
啓

発
を

図
る

た
め

、
市

民
心

の
健

康
講

座
を

開
催

し
ま

す
。

保
健

福
祉

部
保

健
所

保
健

・
感

染
症

課

・
心

の
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

研
修

は
、

消
防

職
員

、
市

職
員

、
市

民
を

対
象

と
し

、
年

３
回

開
催

す
る

。
な

お
、

市
民

は
対

象
を

限
定

せ
ず

に
全

市
民

対
象

に
行

う
予

定
。

・
心

の
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

研
修

を
以

下
の

通
り

開
催

し
た

。
　

消
防

職
員

向
け

：
１

回
（

3
1

人
）

　
市

職
員

向
け

：
１

回
（

2
8

人
）

　
市

民
向

け
：

１
回

（
2

4
人

）

・
当

該
事

業
は

、
こ

こ
ろ

の
健

康
づ

く
り

・
生

き
る

こ
と

の
支

援
に

つ
い

て
正

し
い

知
識

の
普

及
啓

発
に

寄
与

し
て

お
り

、
次

年
度

も
開

催
を

検
討

し
て

い
く

。
・

令
和

７
年

度
は

消
防

職
員

か
ら

申
込

み
の

希
望

が
あ

っ
た

た
め

、
市

民
・

市
職

員
に

加
え

て
消

防
職

員
を

対
象

に
行

っ
た

。
活

動
を

通
し

て
正

し
い

知
識

の
普

及
啓

発
に

繋
が

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
・

昨
年

度
に

比
べ

て
、

参
加

者
数

が
減

少
し

た
。

広
報

を
活

用
す

る
な

ど
周

知
の

方
法

を
工

夫
し

、
参

加
者

数
の

増
加

を
図

る
。

1
8

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
等

支
援

事
業

手
話

の
普

及
と

聴
覚

障
が

い
者

等
へ

の
理

解
促

進
を

図
る

と
と

も
に

、
聴

覚
障

が
い

者
へ

の
日

常
生

活
や

社
会

生
活

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
と

し
て

手
話

通
訳

者
や

要
約

筆
記

者
の

派
遣

の
他

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
遠

隔
手

話
サ

ー
ビ

ス
（

テ
レ

ビ
電

話
）

を
実

施
し

ま
す

。

保
健

福
祉

部
障

が
い

福
祉

課

聴
覚

障
が

い
者

が
日

常
生

活
や

医
療

・
法

律
・

行
政

機
関

等
で

の
手

続
等

に
係

る
社

会
生

活
上

に
お

い
て

、
情

報
伝

達
の

手
段

と
し

て
欠

か
す

こ
と

の
で

き
な

い
手

話
に

つ
い

て
の

理
解

促
進

と
普

及
を

図
る

と
と

も
に

、
手

話
通

訳
者

及
び

要
約

筆
記

者
の

派
遣

と
IC

T
を

活
用

し
た

遠
隔

手
話

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
す

る
。

手
話

に
つ

い
て

の
理

解
促

進
と

普
及

、
啓

発
を

図
る

と
と

も
に

、
手

話
通

訳
者

及
び

要
約

筆
記

者
の

派
遣

と
IC

T
を

活
用

し
た

遠
隔

手
話

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
し

た
。

【
手

話
通

訳
者

等
の

派
遣

】
・

手
話

通
訳

者
派

遣
件

数
　

3
,0

5
9

件
・

遠
隔

手
話

サ
ー

ビ
ス

件
数

　
1

,2
2

0
件

・
要

約
筆

記
者

派
遣

件
数

　
4

8
件

【
手

話
の

普
及

啓
発

、
通

訳
者

等
の

養
成

】
・

団
体

向
け

手
話

講
座

　
6

5
回

　
受

講
人

数
　

2
,8

7
0

名
・

手
話

奉
仕

員
養

成
講

座
　

3
6

回
　

受
講

人
数

　
6

5
名

・
手

話
通

訳
者

養
成

講
座

　
2

2
回

　
受

講
人

数
　

2
8

名

聴
覚

障
が

い
者

に
対

す
る

、
手

話
通

訳
者

等
の

派
遣

は
、

聴
覚

障
が

い
者

の
日

常
生

活
、

社
会

生
活

に
欠

か
す

こ
と

の
で

き
な

い
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

支
援

で
あ

る
。

手
話

通
訳

者
の

派
遣

件
数

は
計

画
を

上
回

っ
て

お
り

、
遠

隔
手

話
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
も

利
用

件
数

が
増

加
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

　
団

体
向

け
手

話
講

座
を

実
施

す
る

な
ど

、
手

話
の

普
及

啓
発

や
理

解
促

進
を

図
り

、
ま

た
持

続
可

能
な

支
援

体
制

を
整

え
る

た
め

、
手

話
通

訳
者

等
の

養
成

を
実

施
し

た
。

1
9

ふ
れ

あ
い

ピ
ッ

ク
大

会
開

催
事

業

障
が

い
者

（
児

）
の

体
力

の
増

進
と

社
会

参
加

の
促

進
を

図
る

た
め

、
ふ

れ
あ

い
ピ

ッ
ク

（
合

同
運

動
会

）
を

開
催

し
ま

す
。

保
健

福
祉

部
障

が
い

福
祉

課
ス

ポ
ー

ツ
や

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
通

じ
た

、
障

が
い

児
、

障
が

い
者

の
社

会
参

加
の

促
進

の
た

め
、

ふ
れ

あ
い

ピ
ッ

ク
（

合
同

運
動

会
）

を
開

催
す

る
。

ス
ポ

ー
ツ

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
を

通
じ

た
、

障
が

い
児

、
障

が
い

者
の

社
会

参
加

の
促

進
の

た
め

、
ふ

れ
あ

い
ピ

ッ
ク

`
2

5
）

を
開

催
し

た
。

開
催

日
：

令
和

７
年

1
1

月
1

5
日

参
加

人
数

：
1

9
1

名
（

1
9

団
体

）

ふ
れ

あ
い

ピ
ッ

ク
は

、
障

が
い

児
、

障
が

い
者

が
ス

ポ
ー

ツ
や

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
通

じ
た

、
健

康
の

増
進

や
社

会
参

加
の

促
進

に
よ

り
、

生
き

が
い

づ
く

り
に

つ
な

が
る

も
の

で
あ

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

開
催

中
止

が
続

い
た

が
、

令
和

５
年

度
よ

り
再

開
し

た
。

依
然

と
し

て
規

模
を

縮
小

し
た

開
催

で
は

あ
っ

た
が

、
令

和
７

年
度

は
昨

年
度

に
比

べ
て

参
加

者
数

が
増

加
し

た
。

基
本

施
策

４
　

生
き

る
こ

と
の

促
進

要
因

へ
の

支
援

(1
)居

場
所

・
生

き
が

い
づ

く
り

23



参
考

番
号

事
業

名
事

業
概

要
担

当
部

署
担

当
課

令
和

７
年

度
の

実
施

計
画

令
和

７
年

度
実

施
状

況
（

内
容

や
実

績
な

ど
）

令
和

７
年

度
　

実
施

状
況

に
関

す
る

担
当

課
の

評
価

2
0

障
害

者
地

域
生

活
支

援
拠

点
整

備
事

業

障
が

い
者

の
重

度
化

、
高

齢
化

、
親

亡
き

後
に

取
り

組
む

た
め

、
緊

急
時

の
相

談
、

対
応

、
日

中
活

動
の

体
験

に
繋

げ
る

こ
と

が
で

き
る

体
制

を
構

築
し

ま
す

。
保

健
福

祉
部

障
が

い
福

祉
課

関
係

機
関

等
に

さ
ら

に
働

き
か

け
該

当
す

る
障

が
い

者
の

把
握

を
引

き
続

き
行

う
。

関
係

機
関

へ
制

度
の

周
知

を
図

っ
た

。
親

な
き

あ
と

を
見

据
え

た
相

談
が

増
え

、
今

後
は

具
体

的
な

ビ
ジ

ョ
ン

を
共

有
し

、
親

な
き

あ
と

の
生

活
の

た
め

の
支

援
を

行
え

た
。

2
1

生
涯

学
習

支
援

事
業

生
涯

学
習

機
会

の
充

実
を

図
る

た
め

、
市

民
が

技
能

や
知

識
等

を
生

か
し

た
達

人
先

生
と

し
て

実
施

す
る

「
生

涯
学

習
き

ら
め

き
バ

ン
ク

」
や

市
職

員
が

講
師

と
し

て
出

向
き

、
市

政
情

報
を

伝
え

る
「

き
ら

め
き

出
前

講
座

」
を

実
施

し
ま

す
。

教
育

総
務

部
生

涯
学

習
課

①
生

涯
学

習
き

ら
め

き
バ

ン
ク

の
実

施
　

講
師

情
報

の
提

供
、

更
新

②
き

ら
め

き
出

前
講

座
の

実
施

　
講

座
情

報
の

提
供

、
更

新

①
生

涯
学

習
き

ら
め

き
バ

ン
ク

の
実

施
　

講
師

活
動

件
数

　
1

,0
0

9
件

②
き

ら
め

き
出

前
講

座
の

実
施

　
受

講
者

数
　

　
1

7
,5

5
6

件

　
き

ら
め

き
バ

ン
ク

の
登

録
者

数
は

講
師

の
高

齢
化

に
伴

っ
て

減
少

傾
向

に
あ

る
が

、
公

民
館

で
の

講
師

登
録

案
内

の
ほ

か
、

ま
な

び
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
や

生
涯

学
習

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
な

ど
の

Ｓ
Ｎ

Ｓ
を

積
極

的
に

活
用

し
、

登
録

者
数

の
増

加
を

図
っ

た
。

生
涯

学
習

き
ら

め
き

バ
ン

ク
及

び
き

ら
め

き
出

前
講

座
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

学
習

の
機

会
を

提
供

し
、

生
き

が
い

づ
く

り
や

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
形

成
が

図
ら

れ
て

い
る

。

2
2

明
る

い
ま

ち
づ

く
り

事
業

地
域

の
連

帯
意

識
を

醸
成

す
る

た
め

、
明

る
い

ま
ち

づ
く

り
推

進
委

員
会

協
議

会
へ

の
活

動
支

援
や

、
花

い
っ

ぱ
い

運
動

の
推

進
、

危
険

個
所

の
啓

発
を

図
り

ま
す

。
教

育
総

務
部

生
涯

学
習

課

①
啓

発
・

広
報

活
動

②
花

い
っ

ぱ
い

コ
ン

ク
ー

ル
③

危
険

個
所

看
板

の
設

置
④

標
語

・
川

柳
コ

ン
ク

ー
ル

①
啓

発
・

広
報

活
動

　
　

　
　

　
通

年
②

花
い

っ
ぱ

い
コ

ン
ク

ー
ル

　
　

参
加

数
　

　
2

6
0

団
体

③
危

険
個

所
看

板
の

設
置

　
　

　
配

布
数

　
　

  
　

2
7

枚
④

標
語

・
川

柳
コ

ン
ク

ー
ル

　
　

応
募

数
　

　
3

,2
8

4
件

　
住

民
主

体
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

の
活

性
化

及
び

地
域

の
人

材
育

成
を

図
る

事
業

を
実

施
し

た
。

さ
ら

に
は

地
域

の
緑

化
活

動
に

よ
る

花
に

あ
ふ

れ
た

良
好

な
景

観
は

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

な
ま

ち
づ

く
り

や
、

植
栽

に
携

わ
る

地
域

高
齢

者
の

生
き

が
い

づ
く

り
に

も
寄

与
し

て
い

る
。

2
3

地
区

・
地

域
公

民
館

の
定

期
講

座
等

開
催

事
業

地
区

・
地

域
公

民
館

に
お

い
て

様
々

な
講

座
を

開
催

し
、

市
民

へ
多

様
な

学
習

機
会

の
提

供
を

図
り

ま
す

。
教

育
総

務
部

生
涯

学
習

課

各
地

区
・

地
域

公
民

館
に

お
い

て
、

青
少

年
の

健
全

育
成

や
高

齢
者

の
生

き
が

い
づ

く
り

・
世

代
間

交
流

等
を

目
的

に
、

市
民

の
多

様
な

学
習

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

定
期

講
座

等
を

開
催

す
る

。
ま

た
、

若
い

世
代

や
公

民
館

に
来

館
で

き
な

い
方

な
ど

に
対

し
、

S
N

S
を

活
用

し
た

情
報

提
供

を
積

極
的

に
行

っ
て

い
く

。

青
少

年
の

健
全

育
成

や
高

齢
者

の
生

き
が

い
づ

く
り

・
世

代
間

交
流

等
を

目
的

に
、

各
種

講
座

等
定

期
講

座
等

を
開

催
し

た
。

①
講

座
開

催
数

　
　

  
2

3
3

講
座

②
講

座
参

加
者

数
　

2
0

,1
3

7
人

　
地

域
課

題
解

決
を

意
識

し
た

講
座

を
優

先
的

に
行

う
こ

と
に

よ
り

、
地

域
活

性
化

を
促

す
取

組
み

が
各

地
域

で
展

開
さ

れ
て

い
る

。
青

少
年

対
象

事
業

に
お

い
て

は
、

地
域

の
伝

統
文

化
り

継
承

や
夏

休
み

な
ど

を
利

用
し

た
体

験
学

習
な

ど
幅

広
い

事
業

展
開

を
行

っ
た

ほ
か

、
地

区
青

少
協

な
ど

と
の

共
催

事
業

に
よ

り
、

地
域

住
民

と
の

世
代

間
交

流
が

図
ら

れ
た

。
ま

た
、

高
齢

者
対

象
事

業
で

は
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
講

座
な

ど
を

積
極

的
に

取
り

入
れ

、
デ

ジ
タ

ル
デ

ィ
バ

イ
ド

対
策

を
推

進
し

た
。

2
4

ホ
ー

ル
コ

ン
サ

ー
ト

街
中

に
音

楽
が

あ
ふ

れ
る

「
音

楽
都

市
こ

お
り

や
ま

」
を

目
指

し
て

、
市

役
所

本
庁

舎
玄

関
ホ

ー
ル

な
ど

市
民

の
身

近
な

場
所

で
、

市
民

が
出

演
者

・
聴

衆
と

し
て

音
楽

に
親

し
め

る
コ

ン
サ

ー
ト

を
実

施
し

ま
す

。

文
化

ス
ポ

ー
ツ

観
光

部
文

化
振

興
課

・
年

４
回

以
上

の
コ

ン
サ

ー
ト

開
催

・
来

場
者

、
出

演
者

、
会

場
管

理
者

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
実

施

・
第

1
4

2
回

　
柴

宮
小

学
校

・
合

唱
部

、
明

健
中

学
校

・
吹

奏
楽

部
、

安
積

高
等

学
校

・
弦

楽
合

奏
部

（
J
R

郡
山

駅
構

内
　

お
み

や
げ

館
前

特
設

ス
テ

ー
ジ

）
・

第
1

4
3

回
　

梁
取

里
、

織
田

麻
祐

子
、

日
本

大
学

東
北

高
等

学
校

・
合

唱
部

（
郡

山
市

歴
史

情
報

博
物

館
　

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

）
・

第
1

4
4

回
　

松
野

愛
梨

、
深

谷
悠

里
絵

（
郡

山
市

議
会

議
場

）
・

第
1

4
5

回
　

楠
木

康
平

（
郡

山
市

役
所

本
庁

舎
　

1
階

玄
関

ホ
ー

ル
）

・
第

1
4

6
回

　
青

木
瞭

弥
、

箏
・

三
絃

 佳
寿

美
会

（
S

-
P

A
L

郡
山

　
イ

ベ
ン

ト
ス

ペ
ー

ス
）

・
第

1
4

7
回

　
平

山
佳

奈
、

伊
藤

日
菜

子
、

片
岡

夢
佳

（
郡

山
市

総
合

地
方

卸
売

市
場

　
管

理
棟

2
階

会
議

室
）

・
第

1
4

8
回

　
郡

山
女

子
大

学
短

期
大

学
部

幼
児

教
育

学
科

チ
ャ

イ
ル

ド
・

ミ
ュ

ー
ジ

ッ
ク

コ
ー

ス
、

郡
山

ク
ラ

リ
ネ

ッ
ト

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

、
T

O
H

O
カ

ル
テ

ッ
ト

（
郡

山
市

歴
史

情
報

博
物

館
　

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

）

・
市

の
施

設
や

商
業

施
設

な
ど

幅
広

い
場

所
で

開
催

す
る

こ
と

に
よ

り
、

市
民

に
と

っ
て

参
加

し
や

す
い

コ
ン

サ
ー

ト
に

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・

目
標

値
を

上
回

る
年

７
回

の
コ

ン
サ

ー
ト

実
施

、
全

て
の

コ
ン

サ
ー

ト
で

来
場

者
向

け
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
コ

ン
サ

ー
ト

の
運

営
だ

け
で

な
く

、
出

演
者

の
意

向
を

調
査

す
る

こ
と

で
、

よ
り

一
層

内
容

の
充

実
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
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参
考

番
号

事
業

名
事

業
概

要
担

当
部

署
担

当
課

令
和

７
年

度
の

実
施

計
画

令
和

７
年

度
実

施
状

況
（

内
容

や
実

績
な

ど
）

令
和

７
年

度
　

実
施

状
況

に
関

す
る

担
当

課
の

評
価

2
5

中
央

公
民

館
の

定
期

講
座

開
催

事
業

中
央

公
民

館
で

各
種

講
座

を
開

催
し

、
地

域
課

題
の

解
決

や
、

よ
り

実
践

的
な

内
容

の
講

座
な

ど
市

民
に

多
様

な
学

習
機

会
を

提
供

し
ま

す
。

教
育

総
務

部
中

央
公

民
館

市
民

学
校

2
5

回
、

小
学

生
を

対
象

と
し

た
講

座
「

キ
ッ

ズ
ス

ク
ー

ル
」

4
0

 回
、

IC
T

活
用

講
座

8
回

な
ど

合
わ

せ
て

1
0

3
の

講
座

を
開

催
合

計
参

加
人

数
　

延
べ

1
,4

4
0

人

（
旧

勤
労

青
少

年
ホ

ー
ム

事
業

）
①

青
年

学
級

「
ユ

ー
ス

カ
レ

ッ
ジ

木
曜

ク
ラ

ブ
」

3
4

回
②

郡
山

に
つ

い
て

学
ぶ

講
座

「
は

や
ま

ニ
ア

」
4

回
③

高
度

な
知

識
を

身
に

つ
け

る
講

座
「

F
IN

E
 M

o
rn

in
g

」
「

ナ
イ

ト
カ

レ
ッ

ジ
」

あ
わ

せ
て

9
回

開
催

合
計

参
加

人
数

　
延

べ
3

5
3

人

　
講

座
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
受

講
者

同
士

が
交

流
で

き
る

内
容

を
多

く
盛

り
込

み
仲

間
づ

く
り

に
取

り
組

ん
だ

こ
と

か
ら

、
受

講
者

の
満

足
度

は
高

く
な

っ
て

い
る

。
　

今
後

は
、

公
共

的
な

課
題

や
受

講
生

の
ニ

ー
ズ

の
さ

ら
な

る
把

握
に

努
め

事
業

内
容

を
さ

ら
に

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

「
地

域
づ

く
り

」
「

仲
間

づ
く

り
」

を
促

す
た

め
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

な
ど

を
積

極
的

に
取

り
入

れ
世

代
間

交
流

や
地

域
振

興
等

に
係

る
講

座
を

開
催

し
、

引
き

続
き

多
様

な
学

習
機

会
の

提
供

に
努

め
て

い
く

。

今
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

も
収

ま
り

つ
つ

あ
り

、
年

間
を

通
し

て
定

員
を

例
年

通
り

に
戻

し
講

座
を

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

、
生

涯
学

習
都

市
の

実
現

に
向

け
て

、
幅

広
い

世
代

に
対

応
し

た
質

の
高

い
事

業
を

継
続

し
、

ま
た

、
オ

ン
ラ

イ
ン

な
ど

IC
T

を
積

極
的

に
活

用
す

る
こ

と
で

、
事

業
内

容
や

講
座

メ
ニ

ュ
ー

の
さ

ら
な

る
充

実
を

図
る

。

2
6

勤
労

青
少

年
ホ

ー
ム

事
業

勤
労

青
少

年
の

余
暇

の
有

効
活

用
と

福
祉

の
増

進
を

図
り

、
併

せ
て

雇
用

の
促

進
へ

つ
な

が
る

教
養

講
座

を
開

催
し

ま
す

。
教

育
総

務
部

中
央

公
民

館

働
き

方
改

革
な

ど
の

進
展

に
よ

る
余

暇
活

動
の

支
援

の
た

め
「

ユ
ー

ス
カ

レ
ッ

ジ
木

曜
ク

ラ
ブ

」
「

は
や

ま
ニ

ア
」

「
ナ

イ
ト

カ
レ

ッ
ジ

」
を

開
催

し
、

勤
労

青
少

年
の

福
祉

向
上

、
仲

間
づ

く
り

を
促

す
。

法
令

改
正

に
よ

り
令

和
７

年
度

か
ら

勤
労

青
少

年
ホ

ー
ム

が
廃

止
さ

れ
た

こ
と

に
伴

い
、

中
央

公
民

館
の

定
期

講
座

開
催

事
業

に
統

合

法
令

改
正

に
よ

り
令

和
７

年
度

か
ら

勤
労

青
少

年
ホ

ー
ム

が
廃

止
さ

れ
た

こ
と

に
伴

い
、

中
央

公
民

館
の

定
期

講
座

開
催

事
業

に
統

合

2
7

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
推

進
事

業

医
療

と
介

護
の

連
携

を
図

り
、

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
に

関
す

る
高

齢
者

の
支

援
に

あ
た

る
専

門
職

の
方

の
た

め
の

相
談

窓
口

を
設

置
す

る
な

ど
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

保
健

福
祉

部
地

域
包

括
ケ

ア
推

進
課

地
域

の
医

療
や

介
護

関
係

者
の

た
め

の
相

談
窓

口
運

営
の

ほ
か

、
関

係
者

が
参

画
す

る
会

議
や

研
修

会
等

の
開

催
、

市
民

へ
の

相
談

対
応

、
A

C
P

普
及

啓
発

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
更

な
る

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
深

化
、

推
進

を
図

り
な

が
ら

、
継

続
し

て
実

施
す

る
。

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
に

関
す

る
研

修
会

開
催

回
数

：
2

回
市

民
向

け
A

C
P

講
座

：
2

7
回

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
支

援
セ

ン
タ

ー
へ

の
相

談
件

数
：

6
6

4
件

医
療

介
護

関
係

者
情

報
共

通
ツ

ー
ル

登
録

者
数

：
1

,1
7

4
人

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
支

援
セ

ン
タ

ー
へ

の
相

談
件

数
、

医
療

介
護

関
係

者
情

報
共

有
ツ

ー
ル

登
録

者
数

が
増

加
し

て
お

り
、

活
動

を
成

果
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
相

談
対

応
に

あ
た

っ
て

は
、

関
係

機
関

と
連

携
す

る
こ

と
に

よ
り

、
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
っ

た
。

2
8

認
知

症
総

合
支

援
事

業

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

や
認

知
症

地
域

支
援

推
進

員
の

配
置

・
認

知
症

カ
フ

ェ
の

設
置

な
ど

に
よ

り
認

知
症

の
方

や
家

族
等

へ
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

保
健

福
祉

部
地

域
包

括
ケ

ア
推

進
課

①
認

知
症

の
早

期
対

応
の

重
要

性
を

理
解

し
て

も
ら

う
よ

う
引

き
続

き
市

民
へ

の
周

知
啓

発
を

図
る

。
②

認
知

症
初

期
の

方
へ

の
支

援
強

化
を

図
る

た
め

、
早

期
に

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

に
つ

な
げ

る
支

援
を

行
う

。
③

認
知

症
カ

フ
ェ

の
開

催
支

援
④

関
係

機
関

と
の

連
携

強
化

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

相
談

件
数

：
8

9
9

件
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
訪

問
件

数
：

1
2

1
件

認
知

症
地

域
支

援
推

進
員

相
談

件
数

：
1

6
,7

8
0

件
認

知
症

カ
フ

ェ
参

加
者

数
：

7
9

6
名

認
知

症
の

本
人

及
び

家
族

が
孤

立
し

な
い

よ
う

、
居

場
所

づ
く

り
の

一
つ

と
し

て
認

知
症

カ
フ

ェ
の

支
援

を
行

い
、

参
加

者
数

も
増

加
し

た
。

　
認

知
症

初
期

集
中

支
援

事
業

相
談

件
数

が
減

少
し

て
い

る
が

、
潜

在
的

な
対

象
者

の
早

期
発

見
・

早
期

対
応

に
向

け
た

支
援

体
制

お
よ

び
個

別
的

な
支

援
を

充
実

さ
せ

、
相

談
体

制
の

見
直

し
を

図
り

な
が

ら
継

続
し

て
実

施
す

る
。

　
今

後
も

認
知

症
基

本
法

の
主

旨
で

あ
る

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

て
、

認
知

症
の

方
や

家
族

が
地

域
や

支
援

者
と

繋
が

り
が

持
て

る
よ

う
、

初
期

段
階

か
ら

の
相

談
・

支
援

体
制

構
築

を
推

進
し

、
孤

立
・

自
殺

予
防

に
寄

与
す

る
。

2
9

国
民

健
康

保
険

特
定

健
康

診
査

・
特

定
保

健
指

導
事

業

特
定

健
康

診
査

等
第

四
期

実
施

計
画

に
基

づ
き

、
4

0
歳

～
7

4
歳

ま
で

の
国

民
健

康
保

険
加

入
者

に
対

し
、

特
定

健
康

診
査

の
受

診
勧

奨
と

特
定

保
健

指
導

利
用

の
周

知
・

啓
発

を
実

施
し

、
特

定
健

康
診

査
受

診
率

及
び

特
定

保
健

指
導

実
施

率
向

上
を

目
指

す
と

と
も

に
、

生
活

習
慣

病
の

予
防

・
改

善
と

、
医

療
費

の
削

減
に

努
め

ま
す

。

市
民

部

保
健

福
祉

部

国
民

健
康

保
険

課

保
健

所
健

康
づ

く
り

課

「
高

齢
者

の
医

療
の

確
保

に
関

す
る

法
律

」
に

基
づ

き
、

特
定

健
診

及
び

特
定

保
健

指
導

の
実

施
及

び
受

診
率

向
上

の
た

め
、

未
受

診
者

へ
の

A
Iを

活
用

し
た

勧
奨

事
業

、
S

M
S

に
よ

る
勧

奨
通

知
、

広
報

誌
、

ふ
れ

い
あ

い
F

A
X

、
S

N
S

等
を

活
用

し
た

受
診

勧
奨

を
継

続
し

て
実

施
す

る
。

内
臓

脂
肪

症
候

群
（

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

）
は

生
活

習
慣

病
重

症
化

の
要

因
の

一
つ

で
あ

る
た

め
、

特
定

健
診

で
メ

タ
ボ

の
該

当
者

や
予

備
群

を
抽

出
し

、
特

定
保

健
指

導
で

生
活

習
慣

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
ま

た
、

特
定

健
診

受
診

率
向

上
の

た
め

の
受

診
勧

奨
や

未
受

診
者

へ
の

受
診

勧
奨

、
特

定
保

健
指

導
未

利
用

者
へ

の
利

用
勧

奨
を

実
施

し
た

。
・

特
定

健
診

受
診

率
（

速
報

値
）

　
4

1
.0

%
・

特
定

保
健

指
導

実
施

率
（

速
報

値
）

　
2

5
.9

%
・

未
受

診
者

へ
の

A
Iを

活
用

し
た

勧
奨

事
業

　
　

令
和

7
年

度
　

発
送

件
数

　
3

8
,7

0
7

通
・

S
M

S
に

よ
る

勧
奨

通
知

　
　

令
和

7
年

度
　

発
信

件
数

　
3

,2
2

5
件

特
定

健
診

の
結

果
に

よ
り

、
健

康
の

保
持

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
者

に
対

し
、

毎
年

度
、

計
画

的
に

特
定

保
健

指
導

を
市

内
の

指
定

医
療

機
関

及
び

保
健

所
、

各
保

健
セ

ン
タ

ー
等

で
実

施
し

て
い

る
。

併
せ

て
、

未
受

診
者

へ
の

勧
奨

事
業

等
を

実
施

し
、

特
定

健
診

受
診

率
及

び
特

定
保

健
指

導
実

施
率

向
上

対
策

を
強

化
し

、
生

活
習

慣
病

の
予

防
と

重
症

化
予

防
に

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
か

ら
、

当
施

策
に

結
び

つ
い

て
い

る
も

の
と

評
価

さ
れ

る
。

(2
)相

談
体

制
の

充
実

及
び

生
活

等
に

係
る

包
括

的
な

支
援

25



参
考

番
号

事
業

名
事

業
概

要
担

当
部

署
担

当
課

令
和

７
年

度
の

実
施

計
画

令
和

７
年

度
実

施
状

況
（

内
容

や
実

績
な

ど
）

令
和

７
年

度
　

実
施

状
況

に
関

す
る

担
当

課
の

評
価

3
0

生
活

習
慣

病
対

策
事

業

食
生

活
サ

ポ
ー

タ
ー

育
成

事
業

、
食

か
ら

健
康

な
か

ら
だ

づ
く

り
推

進
事

業
、

受
動

喫
煙

防
止

対
策

事
業

、
遊

・
悠

・
友

と
歩

こ
う

元
気

路
事

業
を

は
じ

め
各

種
事

業
実

施
に

よ
り

、
生

活
習

慣
病

の
予

防
を

図
り

、
市

民
の

健
康

増
進

及
び

健
康

寿
命

の
延

伸
を

目
指

す
。

保
健

福
祉

部
保

健
所

健
康

づ
く

り
課

食
生

活
の

改
善

、
運

動
習

慣
の

普
及

に
よ

る
健

康
づ

く
り

の
推

進
や

受
動

喫
煙

防
止

対
策

の
推

進
を

総
合

的
に

実
施

す
る

。

食
生

活
サ

ポ
ー

タ
ー

の
育

成
を

図
り

、
サ

ポ
ー

タ
ー

に
よ

る
地

区
伝

達
講

習
会

、
対

話
・

訪
問

に
よ

る
チ

ラ
シ

の
配

布
等

を
行

っ
た

。
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
コ

ー
ス

の
周

知
を

行
い

、
健

康
ポ

イ
ン

ト
事

業
の

健
民

カ
ー

ド
発

行
数

が
増

加
し

た
。

　
受

動
喫

煙
対

策
に

つ
い

て
、

喫
煙

可
能

室
設

置
施

設
届

出
及

び
相

談
・

通
報

に
加

え
、

郡
山

駅
前

付
近

の
飲

食
店

に
受

動
喫

煙
防

止
対

策
状

況
調

査
を

行
っ

た
。

そ
の

他
、

中
・

高
校

性
へ

受
動

喫
煙

防
止

に
関

す
る

チ
ラ

シ
を

枚
配

布
し

た
。

〇
食

生
活

サ
ポ

ー
タ

ー
に

よ
る

地
区

伝
達

（
講

習
会

・
対

話
・

訪
問

）
2

6
,7

3
4

人
〇

生
き

い
き

健
康

ポ
イ

ン
ト

事
業

参
加

者
数

（
健

康
パ

ス
ポ

ー
ト

発
行

数
）

6
,3

7
8

人
〇

受
動

喫
煙

防
止

対
策

相
談

及
び

状
況

調
査

実
施

件
数

1
,0

5
7

件

・
食

生
活

の
改

善
や

運
動

習
慣

の
普

及
、

禁
煙

対
策

な
ど

は
生

活
習

慣
病

の
予

防
や

重
症

化
防

止
を

図
り

、
総

合
的

な
健

康
づ

く
り

の
た

め
の

取
り

組
み

と
し

て
重

要
で

あ
る

。
・

ま
た

、
近

年
の

環
境

課
題

で
あ

る
熱

中
症

予
防

に
つ

い
て

の
周

知
啓

発
を

強
化

し
て

い
く

。
・

生
活

習
慣

病
の

兆
し

が
表

れ
始

め
る

働
き

盛
り

世
代

に
働

き
か

け
を

継
続

す
る

こ
と

で
さ

ら
な

る
健

康
寿

命
の

延
伸

を
目

指
す

。
・

健
康

増
進

法
、

お
よ

び
第

三
次

み
な

ぎ
る

健
康

生
き

い
き

こ
お

り
や

ま
2

1
の

趣
旨

を
踏

ま
え

、
メ

タ
ボ

対
策

や
受

動
喫

煙
防

止
に

向
け

た
取

り
組

み
を

継
続

し
て

実
施

し
て

い
く

。

3
1

健
康

増
進

事
業

市
民

の
健

康
の

保
持

増
進

を
図

る
た

め
、

健
康

増
進

法
に

基
づ

く
健

康
教

育
、

相
談

等
を

実
施

し
、

生
涯

に
わ

た
る

健
康

づ
く

り
を

支
援

し
ま

す
。

さ
ら

に
、

が
ん

予
防

の
た

め
の

周
知

啓
発

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
早

期
発

見
を

目
的

に
各

種
が

ん
検

診
の

受
診

率
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

保
健

福
祉

部
保

健
所

健
康

づ
く

り
課

市
民

の
健

康
保

持
・

増
進

を
図

る
と

と
も

に
、

健
康

寿
命

の
延

伸
に

寄
与

す
る

た
め

、
さ

ら
な

る
受

診
率

の
向

上
及

び
精

密
検

査
受

診
者

対
策

を
継

続
し

て
事

業
を

実
施

す
る

。

施
設

健
診

を
は

通
常

通
り

実
施

し
た

。
受

診
者

数
は

前
年

度
と

比
較

す
る

と
乳

が
ん

・
骨

粗
鬆

症
検

診
の

受
診

率
は

よ
り

増
加

し
た

が
、

そ
れ

以
外

は
ほ

ぼ
横

ば
い

で
あ

り
受

診
率

向
上

対
策

を
継

続
す

る
必

要
が

あ
る

。
精

密
検

査
受

診
率

に
つ

い
て

は
通

知
で

の
受

診
勧

奨
に

加
え

、
電

話
で

の
受

診
勧

奨
を

実
施

し
て

お
り

、
今

後
も

疾
病

の
早

期
発

見
・

早
期

治
療

に
つ

な
げ

る
た

め
、

受
診

勧
奨

を
継

続
し

て
い

く
。

健
康

教
育

に
お

い
て

は
、

実
施

回
数

及
び

受
講

者
数

は
前

年
度

よ
り

増
加

減
少

し
た

も
の

の
目

標
は

達
成

し
て

い
る

。
〇

肺
が

ん
検

診
の

受
診

率
3

1
.4

％
〇

肺
が

ん
検

診
要

精
検

者
の

精
密

検
査

受
診

率
8

5
.7

％
（

R
8

.5
.2

0
現

在
）

〇
健

康
教

育
受

講
者

数
2

,4
3

5
人

・
2

0
2

4
～

2
0

3
5

年
度

を
計

画
期

間
と

す
る

「
第

三
次

み
な

ぎ
る

健
康

生
き

い
き

こ
お

り
や

ま
2

1
」

の
趣

旨
を

踏
ま

え
、

生
活

習
慣

病
の

発
症

予
防

・
重

症
化

予
防

の
た

め
、

各
種

健
診

の
受

診
率

向
上

対
策

を
継

続
し

て
実

施
し

、
今

後
も

生
涯

に
わ

た
る

健
康

づ
く

り
を

推
進

し
な

が
ら

健
康

寿
命

の
延

伸
を

図
る

。
・

疾
病

の
早

期
発

見
・

早
期

治
療

に
つ

な
げ

る
た

め
、

検
診

受
診

者
と

精
密

検
査

受
診

率
の

増
加

を
図

っ
て

い
く

。

3
2

自
殺

対
策

推
進

事
業

（
こ

こ
ろ

の
相

談
）

こ
こ

ろ
の

健
康

の
保

持
増

進
や

精
神

疾
患

の
早

期
発

見
・

治
療

、
正

し
い

知
識

の
普

及
啓

発
を

図
る

た
め

、
健

康
相

談
等

を
行

い
ま

す
。

保
健

福
祉

部
保

健
所

保
健

・
感

染
症

課

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
　

4
2

回
　

（
精

神
科

医
6

回
・

臨
床

心
理

士
3

6
回

）
・

精
神

保
健

福
祉

士
に

よ
る

電
話

相
談

　
5

0
回

・
保

健
師

等
に

よ
る

相
談

（
来

所
、

電
話

、
メ

ー
ル

）
並

び
に

訪
問

の
実

施

令
和

６
年

度
　

開
催

状
況

と
参

加
人

数
①

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

　
3

8
回

（
5

9
人

）
（

精
神

科
医

6
回

(1
0

件
)・

臨
床

心
理

士
3

2
回

（
4

9
件

）
）

②
精

神
保

健
福

祉
士

電
話

相
談

5
0

回
（

2
9

9
件

）

令
和

６
年

度
　

保
健

師
等

の
相

談
件

数
　

来
所

相
談

　
　

　
　

4
0

4
件

　
電

話
相

談
　

　
　

2
,2

1
5

件
　

メ
ー

ル
相

談
　

　
　

  
3

8
件

　
訪

問
　

　
　

　
　

　
3

1
9

件

・
精

神
科

医
に

よ
る

相
談

、
保

健
師

に
よ

る
相

談
、

訪
問

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
相

談
や

専
門

機
関

等
相

談
窓

口
の

周
知

及
び

適
切

な
相

談
機

関
に

つ
な

ぐ
こ

と
に

よ
り

前
年

度
と

比
較

し
件

数
は

減
少

し
た

が
、

複
雑

化
す

る
相

談
に

は
、

丁
寧

な
対

応
を

行
っ

て
い

る
。

・
相

談
内

容
が

複
雑

化
し

て
お

り
、

時
間

を
要

す
る

事
例

も
増

え
て

い
る

た
め

、
件

数
の

増
減

だ
け

で
評

価
で

き
な

い
こ

と
も

あ
る

が
、

相
談

体
制

の
充

実
及

び
生

活
等

に
係

る
包

括
的

な
支

援
の

た
め

引
き

続
き

事
業

を
継

続
し

て
い

く
。

3
3

障
が

い
者

相
談

支
援

事
業

障
が

い
者

の
自

立
と

社
会

参
加

の
促

進
を

図
る

た
め

、
福

祉
制

度
の

有
効

活
用

等
に

つ
い

て
、

相
談

者
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
て

助
言

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
地

域
に

お
け

る
相

談
支

援
の

中
核

的
な

役
割

を
持

つ
障

が
い

者
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
を

中
心

に
、

総
合

的
な

相
談

支
援

業
務

や
相

談
支

援
事

業
所

へ
の

指
導

・
助

言
、

相
談

支
援

員
の

育
成

等
、

障
が

い
者

の
権

利
擁

護
な

ど
の

業
務

を
行

い
ま

す
。

保
健

福
祉

部
障

が
い

福
祉

課
関

係
機

関
等

に
さ

ら
に

働
き

か
け

該
当

す
る

障
が

い
者

の
把

握
を

引
き

続
き

行
う

。

障
が

い
者

及
び

そ
の

家
族

等
の

総
合

的
な

相
談

を
相

談
支

援
事

業
所

に
委

託
。

・
一

般
相

談
(７

か
所

)
・

基
幹

相
談

支
援

(１
か

所
)

計
画

ど
お

り
の

相
談

支
援

事
業

所
に

委
託

が
で

き
た

。
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参
考

番
号

事
業

名
事

業
概

要
担

当
部

署
担

当
課

令
和

７
年

度
の

実
施

計
画

令
和

７
年

度
実

施
状

況
（

内
容

や
実

績
な

ど
）

令
和

７
年

度
　

実
施

状
況

に
関

す
る

担
当

課
の

評
価

3
4

難
病

患
者

等
地

域
支

援
対

策
推

進
事

業
（

保
健

師
等

に
よ

る
相

談
）

難
病

患
者

や
そ

の
家

族
の

疾
病

等
に

対
す

る
不

安
を

解
消

す
る

た
め

、
相

談
等

を
行

い
ま

す
。

保
健

福
祉

部
保

健
所

保
健

・
感

染
症

課

①
難

病
医

療
相

談
会

療
養

生
活

上
の

不
安

を
軽

減
し

、
安

心
し

て
日

常
生

活
が

送
れ

る
よ

う
支

援
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

指
定

難
病

3
4

8
疾

患
の

う
ち

テ
ー

マ
別

に
2

回
実

施
。

②
訪

問
看

護
師

等
研

修
会

の
実

施
難

病
に

対
す

る
訪

問
看

護
に

必
要

な
知

識
や

技
術

の
普

及
を

目
的

に
実

施
予

定
。

・
難

病
医

療
相

談
会

：
2

回
開

催
（

延
べ

5
4

人
参

加
）

・
訪

問
看

護
師

等
研

修
会

：
１

回
（

2
7

名
参

加
）

・
保

健
師

等
に

よ
る

相
談

指
導

・
訪

問
指

導
等

　
相

談
、

機
能

訓
練

、
訪

問
指

導
実

人
数

：
8

0
1

人
　

電
話

相
談

：
延

べ
1

2
3

2
人

・
難

病
医

療
相

談
会

を
実

施
し

て
、

難
病

患
者

や
そ

の
家

族
が

疾
患

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

併
せ

て
、

同
じ

疾
患

の
患

者
や

家
族

が
話

す
場

を
提

供
し

、
不

安
の

軽
減

を
図

っ
た

。
・

保
健

師
は

、
患

者
や

家
族

か
ら

随
時

相
談

を
受

け
て

お
り

、
地

域
生

活
を

円
滑

に
送

れ
る

よ
う

に
情

報
提

供
や

電
話

訪
問

等
を

実
施

し
た

。

3
5

福
祉

ま
る

ご
と

支
援

事
業

家
族

や
地

域
社

会
の

変
化

に
伴

い
複

雑
化

す
る

支
援

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
、

「
ダ

ブ
ル

ケ
ア

」
や

「
8

0
5

0
問

題
」

な
ど

、
一

つ
の

相
談

支
援

機
関

だ
け

で
は

対
応

困
難

な
課

題
の

解
決

を
支

援
す

る
た

め
、

福
祉

ま
る

ご
と

相
談

員
を

市
内

３
か

所
に

配
置

し
、

多
機

関
の

協
働

に
よ

る
包

括
的

な
相

談
支

援
体

制
の

構
築

を
行

い
ま

す
。

保
健

福
祉

部
保

健
福

祉
総

務
課

・
相

談
者

の
困

り
ご

と
に

応
じ

た
関

係
機

関
へ

の
適

切
な

繋
ぎ

、
関

係
機

関
と

の
連

携
・

強
化

を
図

り
な

が
ら

、
市

広
報

や
関

係
会

議
等

で
の

事
業

周
知

に
努

め
る

・
積

極
的

な
訪

問
支

援
（

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

）
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

窓
口

に
足

を
運

ぶ
こ

と
が

で
き

な
い

潜
在

的
な

相
談

者
に

対
す

る
支

援
も

強
化

し
て

い
く

。
・

３
エ

リ
ア

の
窓

口
担

当
者

と
定

期
的

な
事

例
研

究
を

実
施

し
、

困
難

事
例

に
対

す
る

対
応

方
法

に
つ

い
て

の
研

鑽
を

行
う

。

「
ダ

ブ
ル

ケ
ア

」
や

「
8

0
5

0
問

題
」

な
ど

、
市

民
や

世
帯

が
抱

え
る

複
雑

化
・

複
合

化
し

た
課

題
を

「
丸

ご
と

」
受

け
止

め
、

様
々

な
機

関
へ

と
繋

ぎ
な

が
ら

、
世

帯
等

に
寄

り
添

っ
た

支
援

を
行

う
、

「
福

祉
ま

る
ご

と
相

談
窓

口
」

を
市

内
3

か
所

に
配

置
し

、
相

談
員

が
課

題
の

解
決

を
目

指
し

た
。

・
相

談
件

数
（

新
規

）
　

　
2

7
4

件
・

相
談

件
数

（
継

続
）

　
3

,5
2

7
件

・
本

人
の

み
な

ら
ず

、
そ

の
家

族
や

関
係

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
で

窓
口

に
繋

が
る

ケ
ー

ス
も

多
く

、
複

雑
化

・
複

合
化

し
た

課
題

を
抱

え
る

世
帯

の
支

援
窓

口
と

し
て

広
く

認
知

さ
れ

て
き

て
い

る
。

・
新

規
相

談
件

数
は

前
年

度
と

同
水

準
で

あ
る

が
、

継
続

相
談

件
数

は
前

年
度

よ
り

大
幅

に
増

加
し

て
お

り
、

複
雑

・
複

合
化

し
た

課
題

を
抱

え
る

相
談

者
に

寄
り

添
っ

た
継

続
的

な
支

援
や

、
適

切
な

関
係

機
関

へ
の

繋
ぎ

や
連

携
な

ど
、

切
れ

目
の

な
い

支
援

体
制

の
確

立
に

寄
与

し
て

い
る

。

3
6

長
期

避
難

者
等

支
援

事
業

東
日

本
大

震
災

及
び

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

に
よ

っ
て

本
市

に
避

難
さ

れ
た

方
々

が
、

各
々

の
故

郷
に

帰
還

で
き

る
日

ま
で

、
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

等
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
本

市
か

ら
自

主
避

難
し

て
い

る
方

々
の

帰
還

・
自

立
支

援
の

促
進

を
図

り
ま

す
。

総
務

部
総

務
法

務
課

①
毎

月
広

報
等

に
よ

る
情

報
提

供
を

行
う

。
②

関
係

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
、

避
難

者
か

ら
の

個
別

相
談

に
対

応
す

る
。

①
本

市
の

各
種

相
談

窓
口

等
の

情
報

提
供

の
た

め
、

毎
月

広
報

等
を

送
付

し
た

。
②

福
島

県
や

避
難

元
・

避
難

先
自

治
体

、
支

援
団

体
等

と
連

携
し

な
が

ら
、

避
難

者
か

ら
の

個
別

相
談

に
対

応
し

た
。

〈
毎

月
情

報
提

供
（

広
報

等
発

送
）

〉
・

原
発

避
難

者
  

自
治

会
等

約
3

7
0

世
帯

・
自

主
避

難
者

  
約

3
0

0
世

帯
・

避
難

者
支

援
団

体
  

  
  

  
 1

6
団

体
・

福
島

県
生

活
再

建
拠

点
  

2
1

 団
体

〈
本

市
の

避
難

修
了

者
数

〉
  

 R
7

年
度

　
2

,5
8

8
 人

（
R

6
年

度
　

2
,5

4
7

人
）

（
R

5
年

度
　

2
,5

1
2

人
）

毎
月

、
郡

山
市

の
現

状
に

つ
い

て
情

報
提

供
や

相
談

対
応

を
行

い
な

が
ら

、
県

や
避

難
元

・
避

難
先

自
治

体
、

支
援

団
体

等
と

連
携

し
、

避
難

者
の

生
活

再
建

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

、
避

難
終

了
に

結
び

つ
い

て
い

る
。

3
7

特
定

感
染

症
検

査
等

対
策

事
業

性
感

染
症

の
ま

ん
延

防
止

を
図

る
た

め
、

正
し

い
知

識
の

普
及

啓
発

活
動

や
Ｈ

Ｉ
Ｖ

・
梅

毒
抗

体
検

査
、

健
康

相
談

の
実

施
や

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

検
査

に
よ

り
、

ウ
イ

ル
ス

性
肝

炎
の

早
期

発
見

・
早

期
治

療
及

び
重

症
化

予
防

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
胎

児
の

先
天

性
風

し
ん

症
候

群
の

発
症

を
防

止
す

る
風

し
ん

ワ
ク

チ
ン

の
接

種
を

効
果

的
に

行
う

た
め

、
抗

体
検

査
を

実
施

し
ま

す
。

保
健

福
祉

部
保

健
所

保
健

・
感

染
症

課
Ｈ

Ｉ
Ｖ

・
梅

毒
抗

体
検

査
実

施
計

画
 3

6
回

Ｈ
Ｉ

Ｖ
・

梅
毒

抗
体

検
3

6
回

実
施

Ｈ
Ｉ

Ｖ
検

査
１

８
４

人
受

検
梅

毒
検

査
１

７
５

人
 受

検
肝

炎
１

１
４

人
風

し
ん

抗
体

検
査

１
９

３
人

上
記

検
査

実
施

時
、

相
談

が
あ

っ
た

際
に

は
、

医
療

機
関

な
ど

の
相

談
窓

口
を

紹
介

し
て

い
る

。

性
感

染
症

の
ま

ん
延

を
予

防
す

る
た

め
に

匿
名

無
料

で
H

IV
・

梅
毒

抗
体

検
査

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

検
査

に
関

し
て

は
日

時
を

指
定

せ
ず

随
時

行
う

こ
と

で
広

く
受

検
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
胎

児
の

先
天

性
風

し
ん

症
候

群
を

防
ぐ

唯
一

の
予

防
効

果
が

あ
る

ワ
ク

チ
ン

接
種

に
つ

な
げ

る
た

め
に

抗
体

検
査

を
行

い
、

抗
体

価
が

低
い

場
合

に
は

接
種

に
つ

な
げ

て
い

る
。

(３
)感

染
症

・
自

然
災

害
（

東
日

本
大

震
災

及
び

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

を
含

む
）

等
に

よ
り

精
神

的
負

担
を

抱
え

て
い

る
方

へ
の

支
援
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郡

山
市

い
の

ち
支

え
る

行
動

計
画

　
進

捗
状

況
確

認
表

　
【

重
点

施
策

　
1

～
６

  
】

  

3
8

多
様

な
働

き
方

支
援

事
業

就
労

の
不

安
定

な
方

や
就

労
の

困
難

な
方

の
社

会
参

加
と

生
活

基
盤

の
安

定
を

図
る

た
め

、
多

様
で

柔
軟

な
働

き
方

が
で

き
る

よ
う

就
労

支
援

を
実

施
し

ま
す

。
農

商
工

部
産

業
雇

用
政

策
課

外
出

が
苦

手
な

要
支

援
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

対
応

す
る

た
め

、
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議

シ
ス

テ
ム

（
Ｚ

Ｏ
Ｏ

Ｍ
）

利
用

に
よ

る
キ

ャ
リ

ア
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

等
の

支
援

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
事

業
の

拡
大

を
図

る
た

め
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
や

フ
リ

ー
ペ

ー
パ

ー
等

を
利

用
し

た
周

知
・

広
報

を
行

う
と

と
も

に
、

福
島

県
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

、
広

域
圏

内
の

自
立

支
援

窓
口

等
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
に

よ
り

、
事

業
運

営
を

図
る

。

・
就

労
相

談
回

数
：

3
6

回
・

就
労

体
験

延
べ

人
数

：
2

7
8

人
・

就
労

体
験

日
数

：
9

9
日

自
立

に
向

け
た

切
れ

目
な

い
就

労
支

援
を

継
続

し
て

い
る

結
果

、
就

労
相

談
や

就
労

体
験

へ
の

参
加

を
と

お
し

、
就

労
・

勤
労

問
題

に
係

る
リ

ス
ク

の
低

減
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

3
9

商
工

業
指

導
事

業
商

工
会

議
所

・
商

工
会

が
行

う
小

規
模

事
業

者
に

対
す

る
経

営
指

導
等

の
経

営
改

善
普

及
事

業
を

支
援

し
ま

す
。

農
商

工
部

産
業

雇
用

政
策

課
商

工
会

議
所

・
商

工
会

が
行

う
小

規
模

事
業

者
に

対
す

る
経

営
指

導
等

の
経

営
改

善
普

及
事

業
を

支
援

す
る

。
商

工
会

議
所

及
び

1
2

地
区

商
工

会
に

対
し

て
、

小
規

模
事

業
指

導
費

補
助

金
4

6
,4

6
6

,0
0

0
円

を
交

付
し

た
。

商
工

会
議

所
・

商
工

会
が

行
う

小
規

模
事

業
者

に
対

す
る

経
営

指
導

等
の

経
営

改
善

普
及

事
業

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

、
経

営
の

安
定

化
に

寄
与

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

4
0

中
小

企
業

融
資

制
度

事
業

市
内

中
小

企
業

者
の

資
金

需
要

に
対

応
し

た
市

融
資

制
度

を
運

営
し

、
中

小
企

業
者

の
経

営
の

安
定

等
を

図
り

ま
す

。
農

商
工

部
産

業
雇

用
政

策
課

中
小

企
業

者
の

経
営

の
安

定
等

を
図

る
た

め
、

中
小

企
業

者
の

資
金

需
要

に
対

応
し

た
市

融
資

制
度

を
運

営
す

る
。

①
中

小
企

業
融

資
制

度
融

資
・

新
規

融
資

件
数

  
2

4
4

件
・

新
規

融
資

総
額

  
2

,0
5

3
,2

1
0

,0
0

0
円

②
災

害
対

策
資

金
融

資
利

子
補

給
・

令
和

元
年

台
風

1
9

号
　

　
　

　
1

6
1

件
　

3
,2

1
8

,1
7

8
円

・
令

和
3

年
2

月
福

島
県

沖
地

震
  

 3
1

0
件

　
1

2
,3

3
8

,2
7

1
円

・
令

和
4

年
3

月
福

島
県

沖
地

震
  

  
 9

4
件

　
4

,8
7

1
,5

8
2

円

市
内

中
小

企
業

者
の

資
金

需
要

に
応

じ
、

中
小

企
業

者
の

経
営

の
安

定
が

図
ら

れ
た

。

4
1

障
が

い
者

相
談

支
援

事
業

（
再

掲
）

障
が

い
者

の
自

立
と

社
会

参
加

の
促

進
を

図
る

た
め

、
福

祉
制

度
の

有
効

活
用

等
に

つ
い

て
、

相
談

者
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
て

助
言

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
地

域
に

お
け

る
相

談
支

援
の

中
核

的
な

役
割

を
持

つ
障

が
い

者
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
を

中
心

に
、

総
合

的
な

相
談

支
援

業
務

や
相

談
支

援
事

業
所

へ
の

指
導

・
助

言
、

相
談

支
援

員
の

育
成

等
、

障
が

い
者

の
権

利
擁

護
な

ど
の

業
務

を
行

い
ま

す
。

保
健

福
祉

部
障

が
い

福
祉

課
相

談
支

援
事

業
所

に
お

け
る

相
談

支
援

事
業

の
実

施
継

続
実

施

障
が

い
者

及
び

そ
の

家
族

等
の

総
合

的
な

相
談

を
相

談
支

援
事

業
所

に
委

託
。

・
一

般
相

談
(７

か
所

)
・

基
幹

相
談

支
援

(１
か

所
)

計
画

ど
お

り
の

相
談

支
援

事
業

所
に

委
託

が
で

き
た

。

4
2

障
が

い
者

就
労

支
援

事
業

就
労

移
行

支
援

事
業

所
等

と
連

携
し

て
障

が
い

者
の

職
場

体
験

学
習

を
通

し
て

就
労

支
援

を
行

い
ま

す
。

保
健

福
祉

部
障

が
い

福
祉

課
支

援
学

校
の

ほ
か

就
労

移
行

支
援

事
業

所
等

と
連

携
し

て
継

続
的

に
支

援
を

行
う

。
支

援
学

校
と

連
携

し
て

、
市

役
所

内
に

お
い

て
障

が
い

者
の

職
場

体
験

実
習

を
年

1
回

実
施

し
1

人
が

参
加

し
た

。

障
が

い
者

に
と

っ
て

、
就

労
す

る
前

に
実

際
の

職
場

体
験

を
す

る
こ

と
は

貴
重

な
機

会
で

あ
り

、
今

後
も

継
続

す
る

。

4
3

労
働

情
報

発
信

事
業

県
内

外
の

大
学

生
等

の
市

内
企

業
へ

の
就

職
促

進
を

図
る

た
め

、
Ｄ

Ｘ
を

活
用

し
た

市
内

企
業

の
紹

介
や

就
職

活
動

に
役

立
つ

情
報

を
発

信
し

ま
す

。
農

商
工

部
産

業
雇

用
政

策
課

労
働

情
報

紙
：

2
回

発
行

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
：

３
回

配
信

S
N

S
（

L
IN

E
公

式
ア

カ
ウ

ン
ト

）
：

週
1

回
配

信
オ

ン
ラ

イ
ン

就
職

説
明

会
参

加
者

実
人

数
：

1
0

0
名

S
N

S
（

L
IN

E
公

式
ア

カ
ウ

ン
ト

）
：

６
回

配
信

オ
ン

ラ
イ

ン
就

職
説

明
会

参
加

者
延

べ
人

数
：

3
2

0
名

計
画

よ
り

も
少

な
い

回
数

の
情

報
発

信
と

な
っ

た
が

、
就

職
活

動
に

役
立

つ
情

報
を

発
信

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

令
和

７
年

度
の

実
施

計
画

令
和

７
年

度
実

施
状

況
（

内
容

や
実

績
な

ど
）

令
和

７
年

度
　

実
施

状
況

に
関

す
る

担
当

課
の

評
価

担
当

課

重
点

施
策

１
　

勤
務

・
経

営
問

題
に

対
す

る
自

殺
対

策
の

推
進

勤
務

・
経

営
問

題
に

よ
る

自
殺

リ
ス

ク
の

低
減

に
向

け
た

支
援

・
連

携
の

強
化

参
考

番
号

事
業

名
事

業
概

要
担

当
部

署

28



令
和

７
年

度
の

実
施

計
画

令
和

７
年

度
実

施
状

況
（

内
容

や
実

績
な

ど
）

令
和

７
年

度
　

実
施

状
況

に
関

す
る

担
当

課
の

評
価

担
当

課
参

考
番

号
事

業
名

事
業

概
要

担
当

部
署

4
4

介
護

資
格

取
得

支
援

事
業

慢
性

的
に

人
材

が
不

足
し

て
い

る
介

護
分

野
へ

の
人

材
を

確
保

す
る

た
め

、
介

護
資

格
取

得
費

用
の

助
成

を
行

い
ま

す
。

保
健

福
祉

部
介

護
保

険
課

（
R

6
ま

で
は

産
業

雇
用

政
策

課
）

研
修

ス
ク

ー
ル

及
び

介
護

事
業

所
等

へ
の

積
極

的
な

P
R

や
、

各
機

関
と

連
携

の
上

、
補

助
対

象
者

を
増

や
す

。

介
護

職
員

初
任

者
研

修
：

７
名

（
う

ち
、

障
が

い
福

祉
課

分
１

名
）

介
護

福
祉

士
実

務
者

研
修

：
４

名
（

う
ち

、
障

が
い

福
祉

課
分

０
名

）

介
護

資
格

取
得

支
援

に
よ

り
、

介
護

職
員

の
人

材
不

足
の

改
善

や
資

質
の

向
上

、
職

場
へ

の
定

着
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

4
5

求
職

者
職

業
訓

練
支

援
事

業

就
業

機
会

の
拡

充
と

雇
用

の
安

定
を

図
る

た
め

、
福

島
労

働
局

、
公

共
職

業
安

定
所

と
の

連
携

に
よ

り
、

国
が

実
施

す
る

「
求

職
者

支
援

訓
練

」
を

利
用

す
る

求
職

者
に

対
し

、
職

業
訓

練
時

の
自

己
負

担
金

を
助

成
し

ま
す

。

農
商

工
部

産
業

雇
用

政
策

課
福

島
労

働
局

、
公

共
職

業
安

定
所

と
の

連
携

に
よ

り
、

補
助

対
象

者
を

増
や

す
。

求
職

者
支

援
訓

練
を

利
用

す
る

求
職

者
の

う
ち

、
補

助
金

申
請

者
：

1
9

3
名

就
業

機
会

の
拡

充
と

雇
用

の
安

定
に

よ
り

、
就

労
・

勤
労

問
題

に
係

る
リ

ス
ク

の
低

減
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

4
6

い
き

い
き

デ
イ

ク
ラ

ブ
事

業

在
宅

高
齢

者
の

介
護

予
防

、
閉

じ
こ

も
り

防
止

、
認

知
症

予
防

の
推

進
と

引
き

こ
も

り
が

ち
な

高
齢

者
に

社
会

参
加

を
促

し
、

健
康

寿
命

の
延

伸
を

図
る

た
め

、
地

域
交

流
セ

ン
タ

ー
等

を
会

場
と

し
、

通
所

（
送

迎
）

に
よ

り
教

養
講

座
、

趣
味

・
創

作
活

動
、

日
常

動
作

訓
練

等
を

行
い

ま
す

。

保
健

福
祉

部
地

域
包

括
ケ

ア
推

進
課

実
施

会
場

、
実

施
回

数
等

に
つ

い
て

引
き

続
き

検
討

を
重

ね
な

が
ら

、
本

事
業

を
継

続
し

て
実

施
す

る
。

・
延

べ
実

施
回

数
：

3
6

5
回

・
利

用
者

数
：

3
7

4
人

・
延

べ
利

用
人

数
：

3
,2

7
6

人

介
護

認
定

を
受

け
ず

に
継

続
利

用
で

き
た

者
の

割
合

が
、

目
標

値
を

大
き

く
超

え
た

。
本

事
業

の
実

施
に

よ
り

、
高

齢
者

の
孤

立
・

閉
じ

こ
も

り
の

防
止

、
社

会
参

加
に

大
き

く
寄

与
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

4
7

包
括

的
支

援
事

業

介
護

予
防

の
推

進
と

地
域

包
括

ケ
ア

の
推

進
を

図
る

た
め

、
直

営
の

基
幹

型
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
委

託
に

よ
る

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

、
高

齢
者

へ
の

総
合

相
談

や
介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
等

を
行

い
ま

す
。

保
健

福
祉

部
地

域
包

括
ケ

ア
推

進
課

年
々

高
齢

者
数

の
増

加
や

問
題

が
複

雑
化

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
円

滑
な

運
営

及
び

支
援

の
充

実
や

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

機
能

の
強

化
を

推
進

し
な

が
ら

事
業

を
継

続
し

て
い

く
。

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

相
談

件
数

（
地

域
包

括
全

対
応

と
基

幹
包

括
含

む
）

・
総

合
相

談
2

8
7

,0
1

7
件

・
権

利
擁

護
5

,1
8

1
件

・
包

括
的

継
続

的
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
8

9
,3

1
2

件
・

一
般

介
護

予
防

1
,5

6
6

件
・

認
知

症
施

策
の

推
進

1
7

,5
7

1
件

高
齢

者
に

対
し

て
、

相
談

窓
口

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

各
窓

口
に

配
置

し
、

周
知

啓
発

を
図

っ
て

い
る

。
高

齢
者

人
口

も
増

加
し

て
い

る
が

、
高

齢
者

人
口

に
対

す
る

相
談

件
数

の
割

合
も

増
加

し
て

お
り

、
多

岐
に

渡
る

相
談

内
容

に
適

切
に

対
応

で
き

た
。

認
知

症
支

援
者

等
に

対
し

相
談

窓
口

の
周

知
啓

発
を

図
っ

て
い

る
。

4
8

ひ
と

り
暮

ら
し

高
齢

者
等

緊
急

通
報

シ
ス

テ
ム

事
業

心
身

に
支

障
の

あ
る

ひ
と

り
暮

ら
し

高
齢

者
等

の
在

宅
生

活
で

の
不

安
感

解
消

と
事

故
発

生
を

防
止

す
る

た
め

、
緊

急
時

に
緊

急
通

報
受

信
セ

ン
タ

ー
と

連
絡

で
き

る
機

器
の

貸
与

を
行

い
ま

す
。

保
健

福
祉

部
地

域
包

括
ケ

ア
推

進
課

高
齢

者
単

身
世

帯
や

高
齢

者
の

み
の

世
帯

の
増

加
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

事
業

を
実

施
す

る
。

・
緊

急
通

報
シ

ス
テ

ム
利

用
世

帯
：

1
,0

6
4

世
帯

・
緊

急
通

報
シ

ス
テ

ム
通

報
件

数
：

1
8

4
件

心
身

に
支

障
の

あ
る

ひ
と

り
暮

ら
し

高
齢

者
等

の
在

宅
生

活
で

の
緊

急
時

に
対

応
し

、
不

安
感

の
解

消
、

事
故

の
発

生
防

止
に

つ
な

げ
て

い
る

。

4
9

一
般

介
護

予
防

事
業

高
齢

者
自

ら
が

よ
り

介
護

予
防

に
関

心
を

も
て

る
よ

う
、

親
し

み
や

す
く

継
続

し
て

取
り

組
め

る
よ

う
な

運
動

を
広

く
周

知
す

る
と

と
も

に
、

高
齢

者
を

年
齢

や
心

身
の

状
況

等
に

よ
っ

て
分

け
隔

て
る

こ
と

な
く

、
住

民
主

体
の

通
い

の
場

を
充

実
さ

せ
、

人
と

人
と

の
つ

な
が

り
を

通
じ

て
、

参
加

者
や

通
い

の
場

が
継

続
的

に
拡

大
し

て
い

く
よ

う
な

地
域

づ
く

り
を

推
進

し
ま

す
。

保
健

福
祉

部
地

域
包

括
ケ

ア
推

進
課

通
い

の
場

は
介

護
予

防
や

閉
じ

こ
も

り
防

止
に

有
効

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

一
層

取
り

組
み

を
推

進
し

て
い

く
。

・
通

い
の

場
（

い
き

い
き

百
歳

体
操

）
設

置
数

　
1

4
2

か
所

・
参

加
者

数
：

2
,4

9
9

人

参
加

者
の

高
齢

化
に

伴
い

、
通

い
の

場
設

置
数

は
微

減
と

な
っ

た
（

令
和

６
年

度
 1

4
3

か
所

）
も

の
の

、
関

係
機

関
や

地
域

住
民

と
の

連
携

に
よ

り
参

加
者

数
は

増
加

し
た

（
令

和
６

年
度

 2
,3

1
5

人
）

。
こ

れ
に

よ
り

、
よ

り
多

く
の

高
齢

者
の

介
護

予
防

、
閉

じ
こ

も
り

防
止

、
社

会
参

加
に

寄
与

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

5
0

生
活

支
援

体
制

整
備

事
業

協
議

体
及

び
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

し
、

支
え

あ
い

に
よ

る
地

域
づ

く
り

を
行

う
こ

と
で

、
高

齢
者

が
住

み
慣

れ
た

地
域

で
安

心
し

て
在

宅
生

活
を

継
続

し
て

い
く

た
め

に
必

要
な

多
様

な
生

活
支

援
・

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

を
整

備
し

ま
す

。

保
健

福
祉

部
地

域
包

括
ケ

ア
推

進
課

地
域

の
互

助
の

取
り

組
み

を
一

層
推

進
し

、
住

民
等

多
様

な
主

体
に

よ
る

多
様

な
サ

ー
ビ

ス
の

創
出

を
支

援
す

る
。

・
第

１
層

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
配

置
１

人
・

第
２

層
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

配
置

１
２

人
・

第
１

層
協

議
体

開
催

1
回

・
第

２
層

協
議

体
設

置
　

令
和

７
年

度
0

地
区

（
令

和
５

年
度

ま
で

で
3

8
地

区
中

3
6

地
区

で
設

置
済

み
）

・
第

２
層

協
議

体
開

催
8

9
回

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

1
3

名
が

地
域

の
助

け
あ

い
（

互
助

）
の

取
り

組
み

を
推

進
し

た
こ

と
に

よ
り

、
高

齢
者

自
身

の
介

護
予

防
に

寄
与

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

重
点

施
策

２
　

高
齢

者
支

援
の

充
実

高
齢

者
の

包
括

的
な

支
援

の
た

め
の

連
携

の
推

進
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令
和

７
年

度
の

実
施

計
画

令
和

７
年

度
実

施
状

況
（

内
容

や
実

績
な

ど
）

令
和

７
年

度
　

実
施

状
況

に
関

す
る

担
当

課
の

評
価

担
当

課
参

考
番

号
事

業
名

事
業

概
要

担
当

部
署

5
1

認
知

症
総

合
支

援
事

業

認
知

症
に

な
っ

て
も

本
人

の
意

思
が

尊
重

さ
れ

、
で

き
る

限
り

住
み

慣
れ

た
地

域
の

よ
い

環
境

で
暮

ら
し

続
け

ら
れ

る
た

め
に

、
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
や

認
知

症
地

域
支

援
推

進
員

の
配

置
・

認
知

症
カ

フ
ェ

の
設

置
な

ど
に

よ
り

認
知

症
の

方
や

家
族

等
へ

の
支

援
を

行
い

ま
す

。

保
健

福
祉

部
地

域
包

括
ケ

ア
推

進
課

①
認

知
症

の
早

期
対

応
の

重
要

性
を

理
解

し
て

も
ら

う
よ

う
引

き
続

き
市

民
へ

の
周

知
啓

発
を

図
る

。
②

認
知

症
初

期
の

方
へ

の
支

援
強

化
を

図
る

た
め

、
早

期
に

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

に
つ

な
げ

る
支

援
を

行
う

。
③

認
知

症
カ

フ
ェ

の
開

催
支

援
④

関
係

機
関

と
の

連
携

強
化

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

相
談

件
数

：
8

9
9

件
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
訪

問
件

数
：

1
2

1
件

認
知

症
地

域
支

援
推

進
員

相
談

件
数

：
1

6
,7

8
0

件
認

知
症

カ
フ

ェ
参

加
者

数
：

7
9

6
名

認
知

症
の

本
人

及
び

家
族

が
孤

立
し

な
い

よ
う

、
居

場
所

づ
く

り
の

一
つ

と
し

て
認

知
症

カ
フ

ェ
の

支
援

を
行

い
、

参
加

者
数

も
増

加
し

た
。

　
認

知
症

初
期

集
中

支
援

事
業

相
談

件
数

が
減

少
し

て
い

る
が

、
潜

在
的

な
対

象
者

の
早

期
発

見
・

早
期

対
応

に
向

け
た

支
援

体
制

お
よ

び
個

別
的

な
支

援
を

充
実

さ
せ

、
相

談
体

制
の

見
直

し
を

図
り

な
が

ら
継

続
し

て
実

施
す

る
。

　
今

後
も

認
知

症
基

本
法

の
主

旨
で

あ
る

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

て
、

認
知

症
の

方
や

家
族

が
地

域
や

支
援

者
と

繋
が

り
が

持
て

る
よ

う
、

初
期

段
階

か
ら

の
相

談
・

支
援

体
制

構
築

を
推

進
し

、
孤

立
・

自
殺

予
防

に
寄

与
す

る
。

5
2

配
食

サ
ー

ビ
ス

活
用

事
業

食
事

管
理

が
困

難
な

高
齢

者
の

栄
養

改
善

及
び

安
否

の
確

認
を

行
う

た
め

、
配

食
サ

ー
ビ

ス
を

行
い

ま
す

。
保

健
福

祉
部

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

課
高

齢
者

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

な
が

ら
、

今
後

も
事

業
を

継
続

す
る

。
・

配
食

数
：

9
8

,2
6

8
食

・
利

用
者

数
：

9
6

7
名

9
6

7
名

の
高

齢
者

の
安

否
確

認
を

行
っ

た
。

5
3

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
推

進
事

業

急
速

な
高

齢
化

が
進

展
す

る
中

、
医

療
と

介
護

の
両

方
を

必
要

と
す

る
高

齢
者

が
、

住
み

な
れ

た
地

域
で

自
分

ら
し

い
暮

ら
し

を
人

生
の

最
後

ま
で

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

在
宅

医
療

と
介

護
を

一
体

的
に

提
供

す
る

た
め

に
必

要
な

支
援

体
制

を
構

築
し

ま
す

。

保
健

福
祉

部
地

域
包

括
ケ

ア
推

進
課

地
域

の
医

療
や

介
護

関
係

者
の

た
め

の
相

談
窓

口
運

営
の

ほ
か

、
関

係
者

が
参

画
す

る
会

議
や

研
修

会
等

の
開

催
、

市
民

へ
の

相
談

対
応

、
A

C
P

普
及

啓
発

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
更

な
る

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
深

化
、

推
進

を
図

り
な

が
ら

、
継

続
し

て
実

施
す

る
。

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
に

関
す

る
研

修
会

開
催

回
数

：
2

回
市

民
向

け
A

C
P

講
座

：
2

7
回

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
支

援
セ

ン
タ

ー
へ

の
相

談
件

数
：

6
6

4
件

医
療

介
護

関
係

者
情

報
共

通
ツ

ー
ル

登
録

者
数

：
1

,1
7

4
人

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
支

援
セ

ン
タ

ー
へ

の
相

談
件

数
、

医
療

介
護

関
係

者
情

報
共

有
ツ

ー
ル

登
録

者
数

が
増

加
し

て
お

り
、

活
動

を
成

果
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
相

談
対

応
に

あ
た

っ
て

は
、

関
係

機
関

と
連

携
す

る
こ

と
に

よ
り

、
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
っ

た
。

5
4

シ
ル

バ
ー

ハ
ウ

ジ
ン

グ
生

活
援

助
員

派
遣

事
業

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
を

図
る

た
め

、
高

齢
者

世
話

付
き

住
宅

入
居

者
に

対
し

て
生

活
援

助
員

を
派

遣
し

、
生

活
指

導
や

安
否

確
認

を
行

い
ま

す
。

保
健

福
祉

部
地

域
包

括
ケ

ア
推

進
課

引
き

続
き

生
活

援
助

員
を

派
遣

し
、

生
活

指
導

な
ど

の
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

。
・

高
齢

者
世

話
付

住
宅

に
入

居
し

て
い

る
世

帯
：

2
1

世
帯

・
生

活
援

助
員

支
援

件
数

：
4

,8
2

1
件

生
活

指
導

や
相

談
、

緊
急

時
の

対
応

な
ど

、
居

住
者

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
よ

う
生

活
支

援
を

行
っ

た
。

5
5

認
知

症
高

齢
者

家
族

支
援

事
業

認
知

症
な

ど
に

よ
り

、
徘

徊
の

お
そ

れ
の

あ
る

高
齢

者
等

の
安

全
を

確
保

す
る

た
め

、
家

族
に

対
し

、
高

齢
者

等
が

外
出

し
た

際
の

所
在

が
確

認
で

き
る

位
置

情
報

探
索

機
器

の
貸

し
出

し
や

、
緊

急
連

絡
先

等
が

確
認

で
き

る
Ｑ

Ｒ
コ

ー
ド

の
配

付
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、

関
係

機
関

と
構

築
し

た
Ｓ

Ｏ
Ｓ

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

充
実

強
化

を
図

り
ま

す
。

保
健

福
祉

部
地

域
包

括
ケ

ア
推

進
課

・
今

後
も

認
知

症
高

齢
者

Ｓ
Ｏ

Ｓ
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

事
業

、
身

元
確

認
Ｑ

Ｒ
コ

ー
ド

活
用

事
業

、
認

知
症

高
齢

者
位

置
情

報
探

索
機

器
貸

与
事

業
の

周
知

を
行

い
、

登
録

者
・

利
用

者
を

増
や

し
、

認
知

症
高

齢
者

に
よ

る
行

方
不

明
事

案
発

生
時

、
そ

の
早

期
発

見
に

努
め

る
。

①
認

知
症

高
齢

者
S

O
S

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
事

業
に

お
け

る
行

方
不

明
者

の
情

報
配

信
件

数
4

件
②

認
知

症
高

齢
者

Ｓ
Ｏ

Ｓ
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

連
絡

会
加

盟
団

体
1

2
7

団
体

③
位

置
情

報
探

索
機

器
貸

与
件

数
5

0
件

④
身

元
確

認
Ｑ

Ｒ
コ

ー
ド

配
布

件
数

3
1

0
件

認
知

症
高

齢
者

位
置

情
報

探
索

機
器

貸
与

事
業

の
利

用
登

録
者

数
、

認
知

症
高

齢
者

S
O

S
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

事
業

及
び

身
元

確
認

Q
R

コ
ー

ド
活

用
事

業
の

利
用

登
録

者
数

は
概

ね
横

ば
い

で
推

移
し

て
お

り
、

利
用

登
録

者
の

安
全

確
保

と
介

護
者

の
負

担
軽

減
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

5
6

老
人

ク
ラ

ブ
育

成
事

業
高

齢
者

の
生

き
が

い
づ

く
り

の
た

め
、

老
人

ク
ラ

ブ
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

保
健

福
祉

部
健

康
長

寿
課

老
人

ク
ラ

ブ
へ

の
補

助
金

の
交

付
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
連

合
会

事
業

へ
の

共
催

、
ス

ポ
ー

ツ
大

会
等

に
連

携
し

て
取

り
組

み
、

高
齢

者
の

生
き

が
い

づ
く

り
を

促
進

す
る

。

老
人

ク
ラ

ブ
活

動
の

健
全

な
伸

張
を

図
り

、
高

齢
者

の
豊

か
な

知
識

と
経

験
を

生
か

し
、

高
齢

者
福

祉
の

向
上

及
び

明
る

い
地

域
社

会
づ

く
り

の
た

め
、

多
様

な
社

会
活

動
に

参
加

す
る

団
体

の
育

成
を

目
的

と
し

て
助

成
を

行
っ

た
。

①
郡

山
市

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

補
助

金
　

3
,4

8
9

千
円

②
郡

山
市

単
位

老
人

ク
ラ

ブ
活

動
費

補
助

金
8

,5
4

9
千

円
（

1
5

3
ク

ラ
ブ

）

地
域

を
基

盤
と

す
る

高
齢

者
の

自
主

的
な

組
織

で
あ

る
老

人
ク

ラ
ブ

は
、

日
頃

か
ら

社
会

奉
仕

活
動

、
生

き
が

い
活

動
、

健
康

増
進

活
動

等
を

行
っ

て
お

り
、

知
識

や
経

験
を

活
か

し
て

諸
団

体
と

も
協

働
し

、
人

と
の

つ
な

が
り

を
意

識
し

、
地

域
の

一
員

と
し

て
活

躍
し

て
い

る
。

老
人

ク
ラ

ブ
及

び
連

合
会

の
活

動
を

支
援

し
て

い
く

こ
と

で
、

こ
れ

ら
社

会
的

な
役

割
が

維
持

さ
れ

て
い

る
。
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令
和

７
年

度
の

実
施

計
画

令
和

７
年

度
実

施
状

況
（

内
容

や
実

績
な

ど
）

令
和

７
年

度
　

実
施

状
況

に
関

す
る

担
当

課
の

評
価

担
当

課
参

考
番

号
事

業
名

事
業

概
要

担
当

部
署

5
7

高
齢

者
の

生
き

が
い

と
健

康
づ

く
り

事
業

高
齢

者
が

趣
味

や
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

て
豊

か
な

生
活

を
創

造
で

き
る

よ
う

、
高

齢
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

や
作

品
展

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、

全
国

健
康

福
祉

祭
（

ね
ん

り
ん

ピ
ッ

ク
）

出
場

者
に

対
し

激
励

金
を

交
付

し
ま

す
。

ま
た

、
市

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
お

い
て

地
域

で
活

躍
す

る
高

齢
者

の
紹

介
や

、
健

康
づ

く
り

に
役

立
つ

情
報

を
発

信
し

ま
す

。

保
健

福
祉

部
健

康
長

寿
課

①
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
大

会
（

R
７

年
９

月
2

9
日

）
②

高
齢

者
ス

ポ
ー

ツ
大

会
（

R
７

年
1

1
月

1
2

日
）

③
高

齢
者

作
品

展
（

R
７

年
1

2
月

1
9

日
～

2
1

日
、

2
3

日
～

2
4

日
）

高
齢

者
が

ス
ポ

ー
ツ

や
趣

味
を

通
し

て
、

健
康

増
進

と
生

き
が

い
を

見
だ

せ
る

機
会

を
提

供
し

、
高

齢
者

の
豊

か
な

生
活

の
創

造
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
相

互
の

親
睦

を
深

め
、

広
く

市
民

に
高

齢
期

の
生

活
に

対
す

る
理

解
と

関
心

を
高

め
た

。
①

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

大
会

　
6

6
人

②
高

齢
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

　
4

0
7

人
③

高
齢

者
作

品
展

　
1

,4
2

9
人

R
７

年
度

も
全

て
の

大
会

と
作

品
展

が
実

施
で

き
、

そ
れ

ら
に

参
加

す
る

た
め

、
日

頃
か

ら
目

標
を

も
っ

て
地

域
等

の
仲

間
と

練
習

や
制

作
等

に
取

り
組

ん
で

お
り

、
孤

立
防

止
や

健
康

増
進

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。

5
8

消
費

者
行

政
推

進
事

業

な
り

す
ま

し
詐

欺
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
ト

ラ
ブ

ル
、

多
重

債
務

等
、

消
費

者
の

相
談

内
容

が
複

雑
化

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
相

談
体

制
の

一
層

の
強

化
と

消
費

者
へ

の
啓

発
を

行
い

ま
す

。

市
民

部
セ

ー
フ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

課
消

費
生

活
相

談
の

通
年

実
施

。
支

払
い

困
難

者
の

増
加

な
ど

か
ら

相
談

件
数

が
伸

び
、

必
要

に
応

じ
関

係
各

課
と

連
携

し
な

が
ら

支
援

に
取

り
組

ん
だ

。
・

借
金

問
題

法
律

相
談

件
数

　
年

間
2

9
3

回

多
重

債
務

に
関

す
る

相
談

に
お

い
て

、
市

が
実

施
す

る
法

律
の

専
門

家
に

よ
る

借
金

問
題

法
律

相
談

で
の

対
応

を
始

め
、

法
テ

ラ
ス

や
他

の
相

談
先

の
案

内
、

生
活

再
建

や
心

の
健

康
相

談
が

優
先

さ
れ

る
場

合
は

関
係

各
課

に
繋

ぐ
こ

と
な

ど
に

よ
り

問
題

解
決

の
方

向
性

が
見

え
る

こ
と

で
本

市
の

自
殺

対
策

に
結

び
つ

い
て

い
る

も
の

と
評

価
で

き
る

。

5
9

生
活

困
窮

者
自

立
支

援
事

業

生
活

困
窮

者
等

、
様

々
な

悩
み

を
抱

え
て

い
る

方
の

自
立

の
促

進
を

図
る

た
め

、
関

係
機

関
と

連
携

し
て

支
援

を
行

い
ま

す
。

保
健

福
祉

部
保

健
福

祉
総

務
課

・
自

立
支

援
相

談
窓

口
と

繋
が

り
を

持
っ

た
生

活
困

窮
者

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
適

切
な

支
援

メ
ニ

ュ
ー

の
活

用
を

促
し

て
い

く
と

と
も

に
、

相
談

内
容

に
応

じ
て

適
切

な
関

係
機

関
と

連
携

を
し

、
関

係
を

維
持

・
強

化
し

て
い

く
。

・
事

業
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

を
活

用
し

た
潜

在
的

な
相

談
者

へ
の

情
報

発
信

に
加

え
、

新
た

に
開

始
さ

れ
る

住
居

確
保

給
付

金
に

よ
る

転
居

費
用

補
助

な
ど

、
市

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
を

活
用

し
、

広
く

情
報

を
発

信
し

て
い

く
。

生
活

困
窮

者
か

ら
の

相
談

に
包

括
的

に
応

じ
、

訪
問

支
援

（
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
）

や
各

種
制

度
及

び
関

係
機

関
の

紹
介

を
行

う
と

と
も

に
、

自
立

相
談

支
援

事
業

に
よ

る
支

援
が

継
続

し
て

必
要

な
方

に
対

し
て

は
、

支
援

計
画

（
プ

ラ
ン

）
を

作
成

し
、

自
立

の
た

め
の

支
援

を
行

っ
た

。
①

新
規

相
談

件
数

5
0

0
件

②
プ

ラ
ン

作
成

件
数

5
6

件
③

就
労

・
増

収
者

数
4

1
件

④
住

居
確

保
給

付
金

事
業

8
件

⑤
家

計
改

善
支

援
事

業
9

件

・
本

事
業

は
生

活
困

窮
者

か
ら

の
様

々
な

相
談

に
対

応
し

、
個

々
の

状
況

に
応

じ
た

支
援

メ
ニ

ュ
ー

の
活

用
や

関
係

機
関

と
の

連
携

に
よ

り
、

生
活

困
窮

者
へ

の
包

括
的

な
支

援
を

実
施

す
る

も
の

で
あ

る
。

・
プ

ラ
ン

作
成

件
数

は
前

年
度

比
で

減
少

し
た

が
、

新
規

相
談

件
数

及
び

就
労

・
像

主
者

数
は

増
加

し
て

お
り

、
生

活
困

窮
者

個
々

の
状

況
に

応
じ

た
適

切
な

支
援

メ
ニ

ュ
ー

の
活

用
、

関
係

機
関

と
の

連
携

が
有

効
に

機
能

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。

6
0

福
祉

ま
る

ご
と

支
援

事
業

家
族

や
地

域
社

会
の

変
化

に
伴

い
複

雑
化

す
る

支
援

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
、

「
ダ

ブ
ル

ケ
ア

」
や

「
8

0
5

0
問

題
」

な
ど

、
一

つ
の

相
談

支
援

機
関

だ
け

で
は

対
応

困
難

な
課

題
の

解
決

を
支

援
す

る
た

め
、

福
祉

ま
る

ご
と

相
談

員
を

市
内

３
か

所
に

配
置

し
、

多
機

関
の

協
働

に
よ

る
包

括
的

な
相

談
支

援
体

制
の

構
築

を
行

い
ま

す
。

保
健

福
祉

部
保

健
福

祉
総

務
課

・
相

談
者

の
困

り
ご

と
に

応
じ

た
関

係
機

関
へ

の
適

切
な

繋
ぎ

、
関

係
機

関
と

の
連

携
・

強
化

を
図

り
な

が
ら

、
市

広
報

や
関

係
会

議
等

で
の

事
業

周
知

に
努

め
る

・
積

極
的

な
訪

問
支

援
（

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

）
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

窓
口

に
足

を
運

ぶ
こ

と
が

で
き

な
い

潜
在

的
な

相
談

者
に

対
す

る
支

援
も

強
化

し
て

い
く

。
・

３
エ

リ
ア

の
窓

口
担

当
者

と
定

期
的

な
事

例
研

究
を

実
施

し
、

困
難

事
例

に
対

す
る

対
応

方
法

に
つ

い
て

の
研

鑽
を

行
う

。

「
ダ

ブ
ル

ケ
ア

」
や

「
8

0
5

0
問

題
」

な
ど

、
市

民
や

世
帯

が
抱

え
る

複
雑

化
・

複
合

化
し

た
課

題
を

「
丸

ご
と

」
受

け
止

め
、

様
々

な
機

関
へ

と
繋

ぎ
な

が
ら

、
世

帯
等

に
寄

り
添

っ
た

支
援

を
行

う
、

「
福

祉
ま

る
ご

と
相

談
窓

口
」

を
市

内
3

か
所

に
配

置
し

、
相

談
員

が
課

題
の

解
決

を
目

指
し

た
。

・
相

談
件

数
（

新
規

）
　

　
2

7
4

件
・

相
談

件
数

（
継

続
）

　
3

,5
2

7
件

・
本

人
の

み
な

ら
ず

、
そ

の
家

族
や

関
係

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
で

窓
口

に
繋

が
る

ケ
ー

ス
も

多
く

、
複

雑
化

・
複

合
化

し
た

課
題

を
抱

え
る

世
帯

の
支

援
窓

口
と

し
て

広
く

認
知

さ
れ

て
き

て
い

る
。

・
新

規
相

談
件

数
は

前
年

度
と

同
水

準
で

あ
る

が
、

継
続

相
談

件
数

は
前

年
度

よ
り

大
幅

に
増

加
し

て
お

り
、

複
雑

・
複

合
化

し
た

課
題

を
抱

え
る

相
談

者
に

寄
り

添
っ

た
継

続
的

な
支

援
や

、
適

切
な

関
係

機
関

へ
の

繋
ぎ

や
連

携
な

ど
、

切
れ

目
の

な
い

支
援

体
制

の
確

立
に

寄
与

し
て

い
る

。

6
1

被
保

護
者

就
労

支
援

事
業

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

と
連

携
し

て
、

生
活

保
護

受
給

者
等

に
対

し
、

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

型
の

就
労

支
援

を
行

い
ま

す
。

保
健

福
祉

部
生

活
支

援
課

目
標

就
労

者
数

6
0

人
。

就
労

支
援

に
よ

り
就

職
し

て
も

、
人

間
関

係
や

職
場

の
雰

囲
気

に
な

じ
め

ず
、

短
期

間
で

離
職

す
る

ケ
ー

ス
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
就

労
支

援
と

と
も

に
職

場
定

着
支

援
も

必
要

。

福
祉

事
務

所
内

に
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
コ

ー
ナ

ー
を

開
設

す
る

こ
と

に
よ

り
、

福
祉

事
務

所
と

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

と
の

一
体

的
就

労
支

援
が

可
能

と
な

り
、

令
和

7
年

度
は

就
労

支
援

事
業

に
1

8
5

人
の

新
規

対
象

者
が

参
加

し
、

9
6

人
が

就
職

し
た

。

物
価

高
騰

の
影

響
等

に
よ

り
厳

し
い

雇
用

状
況

が
続

い
て

い
る

中
に

お
い

て
、

目
標

就
労

者
数

6
0

人
を

超
え

た
9

6
人

が
就

職
し

、
目

標
は

達
成

で
き

た
。

6
2

被
保

護
者

健
康

管
理

支
援

事
業

生
活

保
護

受
給

者
の

健
康

診
断

を
推

進
し

、
要

指
導

者
等

へ
健

康
指

導
等

を
行

い
ま

す
。

保
健

福
祉

部
生

活
支

援
課

特
定

健
康

診
査

と
後

期
高

齢
者

健
康

診
査

の
対

象
者

に
個

別
通

知
、

来
所

時
面

談
、

訪
問

で
受

診
勧

奨
を

行
う

。
受

診
率

1
0

％
を

目
標

と
す

る
。

特
定

健
康

診
査

と
後

期
高

齢
者

健
康

診
査

の
対

象
者

に
個

別
通

知
、

訪
問

で
受

診
勧

奨
を

実
施

し
た

。
・

対
象

者
2

,9
1

9
人

中
受

診
者

2
9

9
人

(受
診

率
1

0
.2

％
)

訪
問

、
面

接
時

の
周

知
や

、
健

診
の

案
内

と
と

も
に

健
康

管
理

に
必

要
な

情
報

を
通

知
す

る
こ

と
に

よ
り

、
自

身
の

健
康

に
関

心
を

持
つ

受
給

者
が

増
加

し
、

健
診

受
診

率
は

目
標

の
1

0
％

を
超

え
た

。

生
活

困
窮

に
陥

っ
た

方
へ

の
「

生
き

る
こ

と
の

包
括

的
な

支
援

」
の

強
化

重
点

施
策

３
　

生
活

困
窮

者
支

援
の

充
実
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令
和

７
年

度
の

実
施

計
画

令
和

７
年

度
実

施
状

況
（

内
容

や
実

績
な

ど
）

令
和

７
年

度
　

実
施

状
況

に
関

す
る

担
当

課
の

評
価

担
当

課
参

考
番

号
事

業
名

事
業

概
要

担
当

部
署

6
3

奨
学

資
金

給
与

事
業

教
育

の
機

会
均

等
を

図
る

た
め

、
経

済
的

理
由

に
よ

り
高

等
学

校
へ

の
修

学
が

困
難

な
生

徒
に

奨
学

資
金

を
給

与
し

ま
す

。
学

校
教

育
部

学
校

教
育

推
進

課

本
市

の
奨

学
資

金
制

度
で

は
、

高
等

学
校

等
に

進
学

す
る

生
徒

を
対

象
と

し
て

次
の

奨
学

生
を

採
用

し
、

高
等

学
校

等
の

正
規

の
在

学
期

間
中

に
思

う
存

分
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

返
還

義
務

の
な

い
給

与
型

の
奨

学
資

金
（

月
額

１
万

円
）

を
給

与
す

る
。

①
郡

山
市

奨
学

生
②

篤
志

奨
学

生

本
市

の
奨

学
資

金
制

度
で

は
、

各
中

学
校

に
周

知
し

な
が

ら
募

集
を

し
て

い
る

。
高

等
学

校
等

に
進

学
す

る
生

徒
を

対
象

と
し

て
次

の
奨

学
生

を
採

用
し

、
高

等
学

校
等

の
正

規
の

在
学

期
間

中
に

思
う

存
分

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
返

還
義

務
の

な
い

給
与

型
の

奨
学

資
金

（
月

額
１

万
円

）
を

給
与

し
た

。
①

郡
山

市
奨

学
生

7
7

人
（

１
年

1
8

人
、

２
年

2
1

人
、

３
年

3
8

人
）

②
篤

志
奨

学
生

1
0

5
人

（
１

年
3

6
人

、
２

年
3

6
人

、
３

年
3

3
人

）

経
済

的
に

高
等

学
校

等
へ

の
修

学
が

困
難

な
生

徒
に

対
し

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
、

教
育

機
会

の
均

等
を

図
り

、
有

意
な

人
材

育
成

に
寄

与
し

た
。

6
4

医
療

費
適

正
化

推
進

事
業

第
三

期
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
計

画
に

基
づ

き
、

国
民

健
康

保
険

加
入

者
の

レ
セ

プ
ト

デ
ー

タ
等

を
活

用
し

た
、

健
康

状
態

や
健

康
課

題
の

分
析

結
果

を
踏

ま
え

、
疾

病
予

防
や

健
康

保
持

・
増

進
を

図
る

た
め

の
各

種
事

業
に

取
り

組
み

、
医

療
費

の
適

正
化

を
推

進
し

ま
す

。

市
民

部
国

民
健

康
保

険
課

第
三

期
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
計

画
に

基
づ

く
以

下
の

保
健

事
業

（
医

療
費

適
正

化
推

進
事

業
）

を
実

施
す

る
。

・
糖

尿
病

性
腎

症
重

症
化

予
防

事
業

・
精

密
検

査
未

受
診

(異
常

値
放

置
)者

勧
奨

事
業

・
生

活
習

慣
病

治
療

中
断

者
受

診
勧

奨
事

業
・

C
O

P
D

(慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

)啓
発

・
予

防
事

業
・

ポ
リ

フ
ァ

ー
マ

シ
ー

啓
発

・
予

防
事

業
・

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

医
薬

品
切

替
勧

奨
事

業

（
医

療
適

正
化

推
進

事
業

）
・

糖
尿

病
性

重
症

化
予

防
事

業
　

保
健

指
導

者
数

　
5

9
人

・
精

密
検

査
未

受
診

（
異

常
値

放
置

）
者

勧
奨

事
業

　
医

療
機

関
受

診
者

数
　

2
3

8
人

・
生

活
習

慣
病

治
療

中
断

者
受

診
勧

奨
事

業
　

医
療

機
関

受
診

者
数

　
8

2
人

・
C

O
P

D
啓

発
予

防
事

業
　

保
健

指
導

者
数

　
6

7
人

・
薬

剤
処

方
適

正
化

事
業

　
服

薬
指

導
者

数
　

2
3

人
・

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

医
薬

品
差

額
通

知
事

業
　

通
知

発
送

回
数

　
：

5
回

　
通

知
発

送
件

数
　

：
1

,9
0

7
件

デ
ー

タ
ヘ

ル
ス

計
画

に
基

づ
く

各
種

保
健

事
業

は
、

国
保

被
保

険
者

の
健

康
の

保
持

増
進

・
健

康
寿

命
の

延
伸

と
健

康
格

差
の

縮
小

の
実

現
や

医
療

費
適

正
化

の
目

的
の

た
め

に
行

わ
れ

て
お

り
、

本
市

の
自

殺
の

原
因

・
動

機
別

割
合

で
は

「
健

康
問

題
」

が
最

も
多

い
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
、

本
市

の
自

殺
対

策
に

結
び

つ
い

て
い

る
も

の
と

評
価

で
き

る
。

6
5

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
（

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

）

放
課

後
、

就
労

等
に

よ
り

保
護

者
の

い
な

い
児

童
に

対
し

、
適

切
な

遊
び

及
び

生
活

の
場

を
提

供
し

て
児

童
の

健
全

育
成

を
推

進
し

、
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
を

運
営

し
ま

す
。

こ
ど

も
部

こ
ど

も
総

務
企

画
課

放
課

後
、

就
労

等
に

よ
り

保
護

者
が

家
庭

に
い

な
い

児
童

に
対

し
、

適
切

な
遊

び
及

び
生

活
の

場
を

提
供

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
児

童
に

寄
り

添
っ

た
支

援
に

よ
り

、
児

童
が

心
身

と
も

に
健

康
な

生
活

を
送

れ
る

よ
う

運
営

す
る

。

放
課

後
、

就
労

等
に

よ
り

保
護

者
が

家
庭

に
い

な
い

児
童

に
対

し
、

適
切

な
遊

び
及

び
生

活
の

場
を

提
供

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
児

童
に

寄
り

添
っ

た
支

援
に

よ
り

、
児

童
が

心
身

と
も

に
健

康
な

生
活

を
送

れ
る

よ
う

運
営

し
た

。

児
童

が
心

身
と

も
に

健
康

な
生

活
が

送
れ

る
よ

う
運

営
し

た
。

ま
た

、
利

用
児

童
の

多
か

っ
た

小
学

校
４

校
に

ク
ラ

ブ
を

増
設

し
た

。

6
6

家
庭

教
育

充
実

事
業

保
護

者
等

が
子

ど
も

た
ち

の
発

達
段

階
に

応
じ

た
行

動
や

考
え

方
を

理
解

し
、

子
ど

も
た

ち
の

健
全

な
人

格
形

成
を

図
る

た
め

、
家

庭
教

育
に

関
す

る
学

習
会

等
を

開
催

し
ま

す
。

教
育

総
務

部
生

涯
学

習
課

家
庭

教
育

に
関

す
る

学
習

の
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

家
庭

や
地

域
の

教
育

力
向

上
を

目
指

す
。

①
家

庭
教

育
学

習
会

②
家

庭
教

育
講

演
会

③
就

学
前

子
育

て
講

座

①
家

庭
教

育
学

習
会

　
　

参
加

者
数

　
  

 1
0

4
人

②
家

庭
教

育
講

演
会

　
　

参
加

者
数

　
　

  
7

9
人

③
就

学
前

子
育

て
講

座
　

参
加

者
数

　
2

,2
1

9
人

　
家

庭
教

育
合

同
学

習
会

実
施

時
に

は
基

調
講

演
の

ほ
か

、
4

つ
の

分
科

会
を

開
催

し
参

加
者

が
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
行

い
子

育
て

に
関

す
る

意
見

交
換

等
を

行
っ

た
。

ま
た

、
子

育
て

関
係

動
画

を
作

成
し

、
8

本
の

動
画

を
Y

o
u

T
u

b
e

に
ア

ッ
プ

し
た

。
子

育
て

情
報

及
び

学
習

機
会

の
提

供
に

よ
り

、
家

庭
教

育
環

境
の

充
実

が
図

ら
れ

た
。

6
7

家
庭

教
育

ふ
れ

あ
い

事
業

少
子

化
・

核
家

族
化

等
で

孤
立

し
が

ち
な

親
子

の
居

場
所

づ
く

り
と

子
育

て
の

不
安

解
消

を
図

る
た

め
の

情
報

提
供

を
行

う
と

と
も

に
、

子
育

て
サ

ポ
ー

タ
ー

の
養

成
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、

中
央

公
民

館
託

児
室

を
始

め
、

各
公

民
館

の
ス

ペ
ー

ス
を

子
育

て
中

の
親

子
に

開
放

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

住
民

と
の

ふ
れ

あ
い

の
場

を
提

供
し

ま
す

。

教
育

総
務

部
中

央
公

民
館

の
び

の
び

子
育

て
広

場
は

9
月

か
ら

開
催

予
定

。
公

民
館

ス
ペ

ー
ス

開
放

事
業

は
４

月
か

ら
開

催
予

定
。

①
サ

ポ
ー

タ
ー

1
2

人
を

委
嘱

企
画

会
議

1
2

回
研

修
会

1
回

②
の

び
の

び
子

育
て

広
場

4
広

場
各

1
2

回
 計

4
8

回
③

公
民

館
ス

ペ
ー

ス
開

放
事

業
「

は
や

マ
マ

サ
ロ

ン
」

4
8

回

の
び

の
び

子
育

て
広

場
は

、
各

広
場

と
も

予
定

全
1

2
回

開
催

し
た

。
は

や
マ

マ
サ

ロ
ン

も
予

定
ど

お
り

毎
週

開
催

し
た

。
い

ず
れ

も
親

子
の

仲
間

づ
く

り
、

居
場

所
づ

く
り

に
寄

与
し

て
お

り
、

好
評

を
得

て
い

る
。

重
点

施
策

４
　

子
ど

も
・

若
者

支
援

の
充

実

(1
)子

ど
も

・
若

者
の

悩
み

の
解

消
へ

の
支

援
・

居
場

所
づ

く
り

の
推

進
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令
和

７
年

度
の

実
施

計
画

令
和

７
年

度
実

施
状

況
（

内
容

や
実

績
な

ど
）

令
和

７
年

度
　

実
施

状
況

に
関

す
る

担
当

課
の

評
価

担
当

課
参

考
番

号
事

業
名

事
業

概
要

担
当

部
署

6
8

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
事

業

地
域

に
お

け
る

子
育

て
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

整
備

を
図

る
た

め
、

地
域

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

充
実

を
図

り
な

が
ら

取
り

組
み

、
会

員
同

士
の

相
互

援
助

活
動

を
進

め
ま

す
。

こ
ど

も
部

子
育

て
給

付
課

　
一

部
事

務
手

続
き

の
D

X
化

に
努

め
、

利
用

者
の

利
便

性
を

考
え

な
が

ら
、

事
業

の
周

知
や

新
た

な
提

供
会

員
数

の
確

保
な

ど
、

子
育

て
に

不
安

や
孤

独
を

抱
え

る
家

庭
を

地
域

で
支

え
る

体
制

作
り

を
継

続
し

て
実

施
す

る
。

総
会

員
数

　
　

　
　

4
4

7
名

お
ね

が
い

会
員

数
　

2
8

6
名

ま
か

せ
て

会
員

数
　

1
1

4
名

両
方

会
員

数
　

　
　

  
4

7
名

活
動

件
数

　
　

　
2

,2
4

9
件

　
全

体
的

に
会

員
数

は
減

っ
た

が
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
申

請
を

積
極

的
に

取
り

入
れ

た
こ

と
で

活
動

件
数

が
昨

年
度

よ
り

多
く

な
り

結
果

、
地

域
に

お
け

る
子

育
て

支
援

体
制

の
充

実
に

繋
が

っ
た

。

6
9

こ
ど

も
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
「

ニ
コ

ニ
コ

こ
ど

も
館

」
事

業

「
ニ

コ
ニ

コ
こ

ど
も

館
」

に
お

い
て

、
子

育
て

の
相

談
、

親
子

の
触

れ
合

い
、

親
同

士
子

ど
も

同
士

の
交

流
を

図
る

た
め

、
総

合
的

な
子

育
て

支
援

を
行

い
ま

す
。

こ
ど

も
部

子
育

て
給

付
課

　
引

き
続

き
、

各
所

関
係

機
関

と
連

携
し

子
育

て
相

談
や

親
子

同
士

の
交

流
な

ど
、

子
育

て
中

の
親

子
が

安
心

で
き

る
居

場
所

づ
く

り
を

継
続

し
て

実
施

す
る

。

開
館

日
数

　
　

　
　

　
　

　
  

  
  

  
  

  
　

  
  

3
3

5
日

各
種

事
業

開
催

回
数

　
　

  
  

 　
  

  
  

  
  

 1
,1

1
5

回
各

種
事

業
参

加
者

数
　

　
　

　
  

　
　

 5
9

,5
3

5
名

施
設

利
用

者
数

（
申

請
窓

口
除

く
）

 1
2

2
,3

3
2

名
子

育
て

相
談

件
数

　
　

　
　

　
　

　
　

  
1

,5
6

2
件

　
イ

ベ
ン

ト
内

容
の

見
直

し
に

よ
り

事
業

回
数

を
精

査
し

た
こ

と
で

、
事

業
回

数
と

そ
れ

に
伴

う
参

加
者

数
が

昨
年

度
よ

り
若

干
減

少
と

な
っ

て
い

る
。

し
か

し
、

個
別

相
談

件
数

は
昨

年
度

よ
り

増
加

傾
向

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

子
育

て
に

対
す

る
不

安
感

や
誰

か
と

話
を

し
た

い
と

思
う

孤
独

感
の

解
消

に
十

分
繋

が
っ

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
　

今
後

も
積

極
的

な
話

題
提

供
に

努
め

、
親

子
が

健
全

に
か

つ
前

向
き

に
な

れ
る

よ
う

関
わ

っ
て

い
き

た
い

。

7
0

一
時

預
か

り
事

業

急
な

用
事

や
育

児
負

担
の

軽
減

な
ど

、
子

育
て

家
庭

の
様

々
な

ニ
ー

ズ
に

合
せ

て
、

保
育

所
及

び
ニ

コ
ニ

コ
こ

ど
も

館
、

幼
稚

園
等

に
お

け
る

一
時

預
か

り
の

保
育

を
実

施
し

ま
す

。

こ
ど

も
部

保
育

課

急
な

用
事

や
育

児
負

担
の

軽
減

な
ど

、
子

育
て

家
庭

の
様

々
な

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
て

、
保

育
所

及
び

ニ
コ

ニ
コ

こ
ど

も
館

、
幼

稚
園

等
に

お
け

る
一

時
預

か
り

の
保

育
を

実
施

す
る

。

急
な

用
事

や
育

児
負

担
の

軽
減

な
ど

、
子

育
て

家
庭

の
様

々
な

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
て

、
保

育
所

及
び

ニ
コ

ニ
コ

こ
ど

も
館

、
幼

稚
園

等
に

お
け

る
一

時
預

か
り

の
保

育
を

実
施

し
た

。
【

実
績

】
一

時
預

か
り

事
業

（
一

般
型

）
の

利
用

延
人

数
：

1
0

,4
8

9
人

一
時

預
か

り
事

業
を

利
用

す
る

こ
と

で
、

育
児

負
担

の
軽

減
、

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

も
図

ら
れ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

7
1

教
育

の
D

X
推

進
事

業

児
童

生
徒

の
情

報
活

用
能

力
等

の
資

質
・

能
力

の
育

成
と

そ
の

基
盤

と
な

る
教

職
員

の
IC

T
活

用
指

導
力

の
向

上
を

め
ざ

し
、

よ
り

よ
い

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

環
境

や
使

い
や

す
い

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、

コ
ン

テ
ン

ツ
等

の
充

実
を

含
め

た
パ

ソ
コ

ン
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
の

利
用

環
境

の
整

備
に

努
め

ま
す

。
　

〇
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

の
継

続
導

入
○

５
教

科
(国

､
社

､
算

・
数

､
理

､
英

)の
オ

ン
ラ

イ
ン

学
習

教
材

の
積

極
的

活
用

　
○

IC
T

支
援

員
の

全
校

支
援

体
制

○
G

IG
A

ス
ク

ー
ル

運
営

支
援

セ
ン

タ
ー

の
整

備
充

実
に

よ
る

学
校

や
家

庭
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

の
充

実

学
校

教
育

部
教

育
研

修
セ

ン
タ

ー

前
年

度
の

成
果

や
課

題
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
教

育
に

お
け

る
D

X
研

修
、

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
や

授
業

に
お

け
る

IC
T

活
用

の
具

体
的

な
授

業
実

践
へ

向
け

た
「

IC
T

活
用

授
業

づ
く

り
学

習
会

」
、

市
内

各
校

の
個

別
の

要
望

に
応

じ
た

「
IC

T
出

前
講

座
」

等
、

IC
T

活
用

指
導

力
向

上
研

修
の

充
実

に
努

め
る

。

実
施

計
画

に
基

づ
き

、
以

下
の

と
お

り
研

修
講

座
を

実
施

し
た

。

【
教

育
に

お
け

る
D

X
研

修
】

４
講

座
４

回
○

情
報

教
育

担
当

者
研

修
　

　
　

１
５

０
名

参
加

○
情

報
モ

ラ
ル

教
育

講
座

　
　

　
　

８
４

名
参

加
○

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

活
用

講
座

　
６

３
名

参
加

○
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

教
育

講
座

　
　

３
５

名
参

加
【

IC
T

活
用

授
業

づ
く

り
学

習
会

】
５

講
座

６
回

　
計

　
１

７
名

参
加

【
IC

T
出

前
講

座
】

　
５

校
５

回
（

１
３

４
名

）
実

施

教
員

の
IC

T
活

用
指

導
力

の
向

上
は

、
児

童
生

徒
の

多
様

な
学

び
や

主
体

的
な

学
習

の
促

進
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

情
報

モ
ラ

ル
教

育
の

充
実

に
よ

る
情

報
活

用
能

力
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

S
N

S
等

へ
の

適
切

な
関

わ
り

方
の

育
成

は
、

い
じ

め
防

止
や

自
殺

予
防

対
策

に
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。
本

市
の

教
職

員
の

IC
T

活
用

指
導

力
は

全
国

及
び

福
島

県
の

平
均

よ
り

高
く

、
今

後
も

引
き

続
き

教
職

員
一

人
一

人
が

自
信

を
持

っ
て

児
童

生
徒

の
指

導
・

支
援

に
あ

た
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

研
修

機
会

の
充

実
を

図
り

、
自

殺
予

防
対

策
に

努
め

て
い

く
。

7
2

児
童

虐
待

防
止

対
策

事
業

児
童

虐
待

の
未

然
防

止
及

び
早

期
発

見
、

早
期

対
応

を
推

進
す

る
た

め
に

、
啓

発
活

動
等

を
進

め
ま

す
。

こ
ど

も
部

こ
ど

も
家

庭
課

①
児

童
相

談
の

実
施

②
児

童
虐

待
防

止
研

修
会

の
実

施
③

児
童

虐
待

防
止

講
演

会
の

実
施

④
児

童
虐

待
防

止
街

頭
啓

発
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

実
施

①
児

童
相

談
延

べ
件

数
　

4
,5

1
0

件
②

「
ヤ

ン
グ

ケ
ア

ラ
ー

へ
の

理
解

～
連

携
と

協
働

に
向

け
て

～
」

参
加

者
：

協
議

会
構

成
機

関
の

職
員

等
　

1
0

6
名

③
「

児
童

虐
待

～
私

た
ち

に
で

き
る

こ
と

　
予

防
的

か
か

わ
り

～
」

　
参

加
者

：
一

般
市

民
、

協
議

会
構

成
機

関
職

員
等

　
7

3
名 ④

ヨ
ー

ク
パ

ー
ク

郡
山

に
て

、
児

童
虐

待
防

止
及

び
里

親
制

度
に

関
す

る
啓

発
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・

グ
ッ

ズ
の

配
布

や
パ

ネ
ル

展
示

　
参

加
者

：
協

議
会

構
成

機
関

の
職

員
等

　
2

0
名

⑤
ヤ

ン
グ

ケ
ア

ラ
ー

支
援

に
係

る
実

態
調

査
を

実
施

　
対

象
：

小
学

5
年

生
～

中
学

2
年

生
（

義
務

教
育

学
校

8
年

生 　
調

査
方

法
等

：
各

児
童

生
徒

が
所

有
す

る
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

等
を

用
い

て
回

答
す

る
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施

少
子

化
、

核
家

族
化

、
晩

婚
化

等
に

よ
り

、
身

近
に

支
援

者
が

お
ら

ず
、

子
育

て
に

不
安

を
抱

え
る

家
庭

や
ヤ

ン
グ

ケ
ア

ラ
ー

の
い

る
家

庭
に

対
し

、
郡

山
市

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

に
お

け
る

地
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

る
相

談
支

援
等

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
児

童
虐

待
の

早
期

発
見

に
よ

る
未

然
防

止
ば

か
り

で
な

く
、

自
殺

予
防

対
策

に
も

繋
げ

て
い

る
。
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令
和

７
年

度
の

実
施

計
画

令
和

７
年

度
実

施
状

況
（

内
容

や
実

績
な

ど
）

令
和

７
年

度
　

実
施

状
況

に
関

す
る

担
当

課
の

評
価

担
当

課
参

考
番

号
事

業
名

事
業

概
要

担
当

部
署

7
3

子
ど

も
の

薬
物

乱
用

防
止

教
室

実
施

事
業

薬
物

乱
用

の
低

年
齢

化
を

防
止

す
る

た
め

、
薬

物
に

対
す

る
正

し
い

知
識

の
普

及
と

乱
用

防
止

を
図

る
授

業
を

行
い

ま
す

。
保

健
福

祉
部

保
健

所
総

務
課

引
き

続
き

、
各

小
学

校
で

実
施

す
る

教
室

へ
の

職
員

派
遣

、
保

健
所

で
保

有
す

る
啓

発
資

材
の

貸
し

出
し

及
び

専
門

家
の

紹
介

等
に

よ
り

、
薬

物
乱

用
防

止
教

室
開

催
の

さ
ら

な
る

支
援

強
化

を
図

る
。

小
学

校
5

・
6

年
生

を
対

象
に

、
薬

物
乱

用
の

危
険

性
・

有
害

性
、

心
身

へ
の

影
響

等
に

つ
い

て
の

授
業

を
実

施
し

た
（

実
施

校
数

6
校

、
受

講
者

5
7

0
名

）
。

ま
た

教
室

を
実

施
す

る
関

係
機

関
へ

の
啓

発
資

材
の

貸
し

出
し

も
行

っ
た

。

子
供

た
ち

へ
の

薬
物

に
対

す
る

正
し

い
知

識
の

普
及

に
貢

献
し

、
薬

物
乱

用
の

低
年

齢
化

防
止

に
寄

与
し

た
。

な
お

、
R

3
よ

り
実

施
方

法
を

大
幅

に
変

更
し

て
お

り
、

そ
れ

以
前

に
設

定
し

た
目

標
値

の
た

め
達

成
率

(2
8

%
)

が
低

い
が

、
R

7
予

定
し

て
い

た
学

校
は

全
件

実
施

し
た

た
め

実
施

的
に

は
1

0
0

％
達

成
。

7
4

い
じ

め
防

止
等

啓
発

事
業

児
童

生
徒

の
人

権
意

識
を

高
め

、
い

じ
め

の
な

い
環

境
づ

く
り

を
推

進
す

る
た

め
、

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

等
に

よ
る

啓
発

を
行

い
ま

す
。

学
校

教
育

部
学

校
教

育
推

進
課

改
訂

版
い

じ
め

防
止

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

の
使

用
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
各

学
校

に
お

け
る

活
用

状
況

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

よ
り

よ
い

活
用

を
模

索
し

、
い

じ
め

防
止

に
効

果
が

高
ま

る
よ

う
今

後
も

検
討

を
進

め
る

。

各
学

校
が

い
じ

め
防

止
の

指
導

に
活

用
で

き
る

よ
う

、
改

訂
版

い
じ

め
防

止
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

配
付

し
た

。
ま

た
、

各
学

校
に

対
し

て
、

改
訂

版
い

じ
め

防
止

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

に
つ

い
て

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

い
、

活
用

状
況

を
把

握
し

た
。

す
べ

て
の

市
立

学
校

に
お

い
て

、
い

じ
め

防
止

に
関

す
る

指
導

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

掲
載

す
る

詩
や

イ
ラ

ス
ト

を
変

更
し

、
よ

り
児

童
生

徒
の

人
権

意
識

を
高

め
、

い
じ

め
の

な
い

環
境

づ
く

り
を

推
進

す
る

た
め

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
に

改
訂

し
た

こ
と

に
よ

り
、

小
・

中
学

校
そ

れ
ぞ

れ
1

年
生

を
中

心
に

い
じ

め
防

止
の

指
導

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

本
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

通
し

て
、

保
護

者
へ

相
談

機
関

を
周

知
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

7
5

S
O

S
の

出
し

方
教

室

悩
み

を
抱

え
る

時
期

で
あ

る
中

学
生

相
当

を
対

象
に

、
各

学
校

に
臨

床
心

理
士

を
派

遣
し

、
命

の
大

切
さ

・
尊

さ
・

S
O

S
の

出
し

方
、

精
神

疾
患

へ
の

正
し

い
理

解
や

適
切

な
対

応
を

含
め

た
心

の
健

康
の

保
持

に
係

る
教

育
等

を
行

い
、

子
ど

も
・

若
者

の
自

殺
対

策
を

更
に

推
進

し
ま

す
。

保
健

福
祉

部
保

健
所

保
健

・
感

染
症

課

・
若

年
層

に
対

す
る

自
殺

対
策

と
し

て
、

S
O

S
の

出
し

方
教

室
に

つ
い

て
は

、
中

学
生

以
下

は
学

校
教

育
推

進
課

で
実

施
し

、
高

校
生

以
上

は
保

健
所

保
健

・
感

染
症

課
で

そ
れ

ぞ
れ

取
り

組
む

こ
と

と
す

る
。

市
内

大
学

・
短

期
大

学
、

専
修

学
校

及
び

高
等

学
校

の
生

徒
を

対
象

に
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

養
成

研
修

の
実

施
案

内
を

行
い

、
セ

ル
フ

ケ
ア

や
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

対
策

の
内

容
も

加
味

し
開

催
し

た
。

　
市

内
高

校
・

大
学

・
専

門
学

校
：

７
回

　
（

１
５

２
７

人
）

・
若

年
層

に
対

す
る

自
殺

対
策

と
し

て
、

S
O

S
の

出
し

方
教

室
に

つ
い

て
は

、
中

学
生

以
下

は
学

校
教

育
推

進
課

で
実

施
し

、
高

校
生

以
上

は
保

健
所

保
健

・
感

染
症

課
で

そ
れ

ぞ
れ

取
り

組
む

。

7
6

適
応

指
導

事
業

子
ど

も
た

ち
の

様
々

な
悩

み
や

問
題

行
動

に
対

し
て

、
教

育
相

談
体

制
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

直
接

体
験

の
機

会
を

提
供

す
る

な
ど

総
合

的
な

支
援

を
行

い
ま

す
。

学
校

教
育

部
総

合
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー

①
通

級
生

一
人

一
人

に
実

態
に

応
じ

た
支

援
に

努
め

、
不

登
校

児
童

生
徒

の
居

場
所

づ
く

り
や

学
習

支
援

、
学

校
復

帰
に

向
け

た
取

り
組

み
を

継
続

す
る

。
②

本
市

の
不

登
校

児
童

生
徒

の
実

態
に

応
じ

て
、

自
然

体
験

、
社

会
体

験
、

芸
術

体
験

な
ど

、
さ

ま
ざ

ま
な

体
験

活
動

を
3

4
回

実
施

し
、

自
主

性
や

社
会

性
が

身
に

つ
け

ら
れ

る
よ

う
支

援
す

る
。

③
個

に
応

じ
た

心
理

判
定

員
に

よ
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト

や
専

門
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

実
施

し
、

効
果

的
な

支
援

に
努

め
る

。

適
応

指
導

教
室

に
通

級
し

た
児

童
生

徒
1

1
1

人
の

う
ち

、
5

1
人

が
学

校
に

復
帰

ま
た

は
一

部
復

帰
を

果
た

す
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
通

級
生

の
多

く
に

不
登

校
改

善
の

傾
向

が
見

ら
れ

た
。

通
級

児
童

生
徒

へ
の

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
や

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
も

と
に

、
通

級
生

一
人

一
人

の
実

態
に

応
じ

た
支

援
の

充
実

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
不

登
校

状
態

か
ら

の
脱

却
と

、
学

校
復

帰
や

進
路

実
現

、
社

会
的

自
立

に
向

け
た

効
果

的
な

支
援

を
展

開
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

体
験

活
動

に
お

い
て

は
多

種
多

様
な

活
動

を
3

2
回

実
施

し
、

自
己

肯
定

感
・

有
用

感
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

高
め

、
参

加
し

た
児

童
生

徒
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
ア

ッ
プ

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

7
7

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

配
置

事
業

い
じ

め
や

不
登

校
等

の
課

題
や

児
童

生
徒

の
悩

み
等

の
解

決
の

た
め

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
及

び
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

、
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
を

配
置

す
る

と
と

も
に

、
専

門
性

を
高

め
る

た
め

の
研

修
を

行
い

ま
す

。
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
の

配
置

に
つ

い
て

は
、

学
校

規
模

や
現

場
の

ニ
ー

ズ
等

に
応

じ
て

、
担

当
す

る
学

校
や

１
日

の
勤

務
時

間
等

の
見

直
し

を
図

り
ま

す
。

学
校

教
育

部
総

合
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー

大
学

教
授

や
心

理
士

を
講

師
と

し
た

専
門

性
向

上
の

た
め

の
研

修
会

を
実

施
（

内
容

「
不

登
校

児
童

生
徒

へ
の

効
果

的
な

支
援

」
「

特
別

な
支

援
を

要
す

る
児

童
生

徒
の

理
解

と
支

援
の

在
り

方
」

「
事

例
を

基
に

し
た

ケ
ー

ス
検

討
」

等
）

心
理

に
関

す
る

専
門

家
か

ら
、

「
不

登
校

児
童

生
徒

へ
の

効
果

的
な

支
援

の
在

り
方

」
「

特
別

な
支

援
を

要
す

る
児

童
生

徒
の

理
解

と
支

援
の

在
り

方
」

「
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
ケ

ー
ス

検
討

（
事

例
研

究
）

」
を

テ
ー

マ
に

、
個

に
応

じ
た

対
応

の
仕

方
や

児
童

生
徒

、
特

別
な

支
援

を
要

す
る

児
童

生
徒

へ
対

応
や

保
護

者
の

悩
み

を
解

消
す

る
た

め
の

支
援

の
あ

り
方

に
つ

い
て

指
導

を
受

け
る

こ
と

で
、

共
通

理
解

が
図

ら
れ

た
。

大
学

教
授

等
の

専
門

家
か

ら
、

「
不

登
校

の
初

期
・

中
等

期
に

お
け

る
対

応
に

つ
い

て
―

 関
係

機
関

と
の

連
携

の
在

り
方

 ―
」

「
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
ケ

ー
ス

検
証

（
事

例
研

究
）

」
を

テ
ー

マ
に

、
個

に
応

じ
た

対
応

の
仕

方
や

児
童

生
徒

、
保

護
者

の
悩

み
を

解
消

す
る

た
め

の
チ

ー
ム

支
援

の
あ

り
方

に
つ

い
て

指
導

を
受

け
る

こ
と

で
、

共
通

理
解

が
図

ら
れ

、
自

殺
の

未
然

防
止

等
、

自
殺

対
策

等
の

推
進

に
効

果
が

得
ら

れ
た

。

(２
)S

O
S

の
出

し
方

に
関

す
る

教
育

の
実

施
と

教
育

推
進

の
た

め
の

連
携

強
化

34



令
和

７
年

度
の

実
施

計
画

令
和

７
年

度
実

施
状

況
（

内
容

や
実

績
な

ど
）

令
和

７
年

度
　

実
施

状
況

に
関

す
る

担
当

課
の

評
価

担
当

課
参

考
番

号
事

業
名

事
業

概
要

担
当

部
署

7
8

妊
娠

・
出

産
包

括
支

援
事

業
（

こ
ん

に
ち

は
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
事

業
）

安
心

し
て

子
ど

も
を

育
て

る
こ

と
が

で
き

る
環

境
を

つ
く

る
た

め
、

訪
問

事
業

を
実

施
し

ま
す

。
こ

ど
も

部
こ

ど
も

家
庭

課
①

母
親

教
室

(来
所

型
)年

8
回

②
育

児
教

室
(来

所
型

)年
１

２
回

①
母

親
教

室
(来

所
型

)年
8

回
実

施
。

延
べ

人
数

3
2

2
名

参
加

。
②

育
児

教
室

(来
所

型
)年

1
2

回
実

施
。

延
べ

人
数

5
4

8
名

参
加

。

育
児

教
室

の
場

等
に

お
い

て
、

妊
婦

や
子

育
て

世
帯

同
士

の
直

接
的

な
交

流
が

で
き

た
こ

と
に

よ
り

、
妊

婦
・

産
婦

の
不

安
の

軽
減

や
、

孤
立

感
の

解
消

な
ど

が
図

ら
れ

て
い

る
。

7
9

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業

妊
娠

期
か

ら
子

育
て

期
ま

で
の

切
れ

目
の

な
い

支
援

を
行

う
た

め
、

専
門

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
配

置
し

、
妊

産
婦

及
び

乳
幼

児
の

健
康

の
保

持
増

進
に

関
す

る
包

括
的

な
支

援
を

行
い

ま
す

。

こ
ど

も
部

こ
ど

も
家

庭
課

①
妊

娠
、

出
産

、
子

育
て

期
に

わ
た

る
様

々
な

ニ
ー

ズ
に

対
し

て
、

市
内

5
か

所
（

こ
ど

も
家

庭
課

、
中

央
保

健
セ

ン
タ

ー
、

南
保

健
セ

ン
タ

ー
、

北
保

健
セ

ン
タ

ー
、

西
保

健
セ

ン
タ

ー
）

に
配

属
さ

れ
た

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

（
助

産
師

）
に

よ
る

相
談

支
援

を
継

続
し

て
実

施
す

る
。

②
母

子
健

康
手

帳
交

付
者

に
対

し
て

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン
を

作
成

し
、

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

行
い

、
安

心
し

た
出

産
・

子
育

て
に

臨
め

る
よ

う
に

助
産

師
・

保
健

師
が

継
続

的
に

支
援

し
て

い
く

。

①
市

内
5

か
所

（
こ

ど
も

家
庭

課
、

中
央

保
健

セ
ン

タ
ー

、
南

保
健

セ
ン

タ
ー

、
北

保
健

セ
ン

タ
ー

、
西

保
健

セ
ン

タ
ー

）
に

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

（
助

産
師

）
を

配
属

し
、

年
間

を
通

し
て

妊
産

婦
支

援
を

行
っ

た
。

訪
問

（
延

べ
）

1
,1

3
2

件
　

来
所

(延
べ

)　
1

,5
1

1
件

電
話

(延
べ

)　
1

,4
1

6
件

  
オ

ン
ラ

イ
ン

(延
べ

)　
1

2
件

 他
機

関
連

絡
（

延
べ

）
2

4
2

件
  

 合
計

　
4

,3
1

3
件

②
母

子
健

康
手

帳
交

付
者

に
対

す
る

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン
作

成
件

数
　

1
,7

5
4

件

妊
娠

者
数

は
減

少
傾

向
に

あ
る

中
、

母
子

健
康

手
帳

交
付

時
の

面
談

時
に

実
施

す
る

初
期

ア
セ

ス
メ

ン
ト

等
の

結
果

か
ら

、
寄

り
添

い
支

援
が

必
要

な
妊

婦
数

は
増

加
傾

向
に

あ
り

、
こ

れ
ら

の
支

援
を

実
施

す
る

本
事

業
の

ニ
ー

ズ
は

増
加

し
て

い
る

。

8
0

母
子

健
康

教
育

（
出

前
講

座
）

事
業

性
や

性
感

染
症

に
関

す
る

講
座

を
実

施
し

ま
す

。
保

健
福

祉
部

保
健

所
保

健
・

感
染

症
課

・
思

春
期

保
健

事
業

・
性

感
染

症
予

防
事

業
の

受
講

募
集

を
高

校
、

専
修

学
校

へ
向

け
て

し
て

い
る

。

・
思

春
期

保
健

事
業

・
性

感
染

症
予

防
事

業
：

年
３

回
実

施
、

合
計

１
３

８
名

受
講

し
た

。

・
性

感
染

症
に

つ
い

て
の

講
義

資
料

を
最

新
の

情
報

に
基

づ
き

修
正

し
た

。
・

コ
ン

ド
ー

ム
を

実
際

に
手

に
取

っ
て

触
る

な
ど

し
て

性
感

染
症

は
自

分
に

関
係

が
あ

る
こ

と
を

認
識

し
て

も
ら

う
よ

う
に

工
夫

し
た

。

8
1

母
子

健
康

教
育

（
思

春
期

）
事

業

児
童

、
生

徒
が

生
命

の
大

切
さ

を
実

感
で

き
る

よ
う

、
発

達
段

階
に

応
じ

た
思

春
期

保
健

講
座

を
開

催
し

ま
す

。
こ

ど
も

部
こ

ど
も

家
庭

課
①

講
義

　
　

　
9

校
9

回
②

育
児

体
験

　
2

1
校

7
0

回
①

講
義

　
８

校
８

回
実

施
　

7
0

7
名

受
講

②
育

児
体

験
　

1
8

校
5

9
回

実
施

　
1

,6
9

3
名

受
講

講
義

や
育

児
体

験
を

通
し

て
、

自
分

が
守

ら
れ

て
育

っ
て

き
た

こ
と

や
、

自
己

・
他

者
と

も
に

大
切

に
す

る
こ

と
を

考
え

る
契

機
に

な
っ

て
い

る
。

8
2

妊
産

婦
健

康
診

査
事

業

妊
産

婦
の

健
康

保
持

増
進

を
図

る
た

め
、

妊
産

婦
健

康
診

査
の

助
成

を
行

い
、

よ
り

安
全

に
妊

娠
・

出
産

に
取

り
組

め
る

環
境

を
整

備
し

ま
す

。
ま

た
新

生
児

聴
覚

検
査

の
費

用
の

一
部

を
助

成
し

ま
す

。
こ

ど
も

部
こ

ど
も

家
庭

課
①

　
妊

婦
健

康
診

査
　

1
5

回
/
人

②
　

産
後

（
2

週
間

・
1

か
月

）
健

康
診

査
　

2
回

/
人

①
　

妊
婦

健
康

診
査

　
  

  
  

  
2

0
,4

9
4

 回
②

　
産

後
（

2
週

間
・

1
か

月
）

健
康

診
査

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

3
,1

5
3

  
回

　
妊

産
婦

健
康

診
査

の
受

診
に

よ
り

、
妊

産
婦

、
胎

児
の

異
常

の
早

期
発

見
、

早
期

治
療

に
対

応
す

る
も

の
で

あ
る

。
健

診
時

に
メ

ン
タ

ル
面

の
不

調
や

育
児

不
安

等
に

対
応

す
る

こ
と

で
、

出
産

・
育

児
の

不
安

を
軽

減
す

る
一

助
と

な
る

。

8
3

母
子

自
立

支
援

事
業

ひ
と

り
親

家
庭

の
自

立
を

促
進

す
る

た
め

、
就

業
に

必
要

な
知

識
・

技
能

の
習

得
に

対
す

る
給

付
金

を
支

給
す

る
と

と
も

に
、

民
間

賃
貸

住
宅

の
家

賃
の

支
援

や
養

育
費

取
り

決
め

費
用

の
助

成
、

さ
ら

に
は

、
学

習
支

援
員

を
派

遣
し

、
子

ど
も

の
学

力
向

上
や

基
本

的
な

生
活

習
慣

の
習

得
を

支
援

し
ま

す
。

こ
ど

も
部

こ
ど

も
家

庭
課

母
子

家
庭

等
就

業
･
自

立
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
の

実
施

・
相

談
者

数
　

5
0

人
予

定
・

就
業

者
数

　
1

5
人

目
標

母
子

家
庭

等
就

業
･
自

立
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
の

実
施

・
相

談
者

数
　

5
1

人
・

就
業

者
数

　
2

人

母
子

家
庭

等
の

就
労

等
の

相
談

を
受

け
、

必
要

な
知

識
を

習
得

さ
せ

る
た

め
の

支
援

を
行

う
こ

と
で

自
立

に
繋

が
っ

て
い

る
。

8
4

養
育

支
援

訪
問

事
業

妊
産

婦
等

の
育

児
や

家
事

の
負

担
を

軽
減

し
、

心
身

の
健

康
と

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

整
備

を
図

る
た

め
、

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
の

派
遣

を
行

う
ほ

か
、

育
児

支
援

が
必

要
な

家
庭

に
助

産
師

や
保

健
師

等
を

派
遣

し
、

育
児

不
安

の
解

消
、

助
言

・
指

導
を

行
い

ま
す

。

こ
ど

も
部

こ
ど

も
家

庭
課

①
産

前
・

産
後

ヘ
ル

パ
ー

派
遣

事
業

4
5

0
回

②
育

児
家

庭
訪

問
事

業
8

0
回

①
産

前
・

産
後

ヘ
ル

パ
ー

派
遣

事
業

　
3

4
9

回
②

育
児

家
庭

訪
問

事
業

　
2

5
回

家
事

や
育

児
へ

の
身

体
的

・
精

神
的

な
負

担
の

軽
減

を
図

る
こ

と
で

自
殺

予
防

対
策

に
も

繋
が

っ
て

い
る

。

女
性

の
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
合

わ
せ

た
支

援
の

充
実

重
点

施
策

５
　

女
性

支
援

の
充

実
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令
和

７
年

度
の

実
施

計
画

令
和

７
年

度
実

施
状

況
（

内
容

や
実

績
な

ど
）

令
和

７
年

度
　

実
施

状
況

に
関

す
る

担
当

課
の

評
価

担
当

課
参

考
番

号
事

業
名

事
業

概
要

担
当

部
署

8
5

産
後

ケ
ア

事
業

妊
娠

期
か

ら
切

れ
目

の
な

い
子

育
て

支
援

の
充

実
を

図
る

た
め

、
参

院
を

退
院

し
心

身
と

も
に

不
安

定
に

な
り

や
す

い
時

期
に

産
後

ケ
ア

事
業

（
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

・
デ

イ
ケ

ア
）

を
行

い
母

体
回

復
や

育
児

不
安

の
軽

減
を

図
り

ま
す

。

こ
ど

も
部

こ
ど

も
家

庭
課

産
後

の
育

児
不

安
の

軽
減

や
母

体
の

回
復

の
促

進
を

図
る

た
め

、
産

後
ケ

ア
事

業
の

更
な

る
周

知
を

行
い

利
用

の
促

進
を

図
る

。
①

産
後

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
事

業
市

内
医

療
機

関
等

施
設

6
か

所
で

実
施

②
産

後
デ

イ
ケ

ア
事

業
市

内
医

療
機

関
等

施
設

6
か

所
で

実
施

③
産

後
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
事

業
市

内
医

療
機

関
等

施
設

５
か

所
で

実
施

①
産

後
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

事
業

実
人

員
 2

3
7

人
　

延
べ

日
数

  
6

3
8

日
市

内
医

療
機

関
等

施
設

6
か

所
で

実
施

②
産

後
デ

イ
ケ

ア
事

業
実

人
員

 1
4

2
人

 延
べ

日
数

  
1

5
5

日
市

内
医

療
機

関
等

施
設

6
か

所
で

実
施

③
産

後
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
事

業
実

人
員

 3
0

7
人

 延
べ

日
数

  
4

7
7

日
・

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

（
R

8
.3

末
 2

0
0

人
回

答
）

　
ほ

ぼ
解

消
（

達
成

）
さ

れ
た

 1
9

6
人

　
あ

ま
り

解
消

（
達

成
）

さ
れ

な
か

っ
た

 4
人

産
後

は
、

身
体

的
に

も
精

神
的

に
も

大
き

く
負

担
が

か
か

り
、

育
児

不
安

が
強

い
時

期
で

あ
る

。
し

か
し

、
核

家
族

化
が

進
み

、
育

児
協

力
者

が
身

近
に

い
な

い
家

庭
も

増
え

て
い

る
た

め
、

早
期

の
支

援
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

本
事

業
は

、
育

児
不

安
の

解
消

だ
け

で
は

な
く

、
産

婦
に

休
養

の
機

会
を

与
え

ら
れ

る
事

業
で

あ
り

、
利

用
者

の
不

安
解

消
度

も
高

く
、

自
殺

予
防

対
策

に
繋

が
る

事
業

で
あ

る
。

8
6

男
女

共
同

参
画

推
進

事
業

市
民

一
人

ひ
と

り
が

男
女

共
同

参
画

に
対

す
る

理
解

を
深

め
る

た
め

に
学

習
機

会
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

啓
発

活
動

や
情

報
提

供
を

行
い

、
家

庭
や

学
校

、
地

域
、

職
場

等
に

お
い

て
、

市
、

市
民

、
事

業
者

が
一

体
と

な
っ

て
取

り
組

み
、

「
男

女
共

同
参

画
の

ま
ち

　
郡

山
」

の
実

現
を

目
指

し
ま

す
。

市
民

部
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

推
進

課

①
郡

山
市

男
女

共
同

参
画

推
進

事
業

者
表

彰
の

実
施

②
郡

山
市

男
女

共
同

参
画

学
習

サ
ポ

ー
ト

事
業

「
さ

ん
か

く
教

室
」

の
実

施

①
郡

山
市

男
女

共
同

参
画

推
進

事
業

者
表

彰
事

業
　

…
３

者
表

彰

②
郡

山
市

男
女

共
同

参
画

学
習

サ
ポ

ー
ト

事
業

「
さ

ん
か

く
教

室
」

（
９

回
）

・
メ

ニ
ュ

ー
講

座
８

回
（

７
０

９
人

）
・

フ
リ

ー
プ

ラ
ン

講
座

１
回

（
１

８
人

）

①
誰

も
が

働
き

や
す

い
体

制
の

整
備

や
環

境
づ

く
り

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

事
業

者
を

募
集

・
審

査
・

表
彰

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

「
働

き
や

す
い

職
場

」
づ

く
り

を
推

進
で

き
た

。
②

「
さ

ん
か

く
教

室
」

受
講

に
よ

り
、

人
権

尊
重

意
識

、
男

女
共

同
参

画
意

識
が

浸
透

し
た

。

8
7

セ
ー

フ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
推

進
事

業
（

地
域

診
断

）

各
種

統
計

デ
ー

タ
ー

を
収

集
し

分
析

す
る

こ
と

に
よ

り
本

市
に

お
け

る
け

が
や

事
故

の
状

況
を

明
ら

か
に

す
る

た
め

、
隔

年
で

地
域

診
断

を
実

施
し

ま
す

。
市

民
部

セ
ー

フ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
課

セ
ー

フ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
支

援
動

画
の

配
信

や
イ

ベ
ン

ト
で

の
啓

発
活

動
の

実
施

。

・
各

種
統

計
デ

ー
タ

を
収

集
し

、
分

析
を

行
っ

た
。

・
セ

ー
フ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
認

知
度

向
上

の
た

め
、

イ
ベ

ン
ト

や
出

前
講

座
な

ど
の

参
加

や
S

N
S

を
利

用
し

た
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

・
地

域
の

実
状

を
デ

ー
タ

を
用

い
て

客
観

的
に

分
析

し
、

市
民

、
団

体
、

行
政

等
の

協
働

に
よ

る
安

全
・

安
心

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
自

殺
予

防
対

策
に

寄
与

し
た

。

8
8

自
殺

対
策

推
進

事
業

（
自

死
遺

族
支

援
）

自
殺

予
防

を
図

る
た

め
、

自
殺

対
策

に
携

わ
る

人
材

の
育

成
や

自
殺

予
防

に
関

す
る

知
識

の
普

及
啓

発
、

相
談

体
制

の
強

化
、

う
つ

病
家

族
教

室
等

を
継

続
的

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

「
生

き
る

こ
と

の
包

括
的

支
援

」
に

係
る

庁
内

外
関

係
機

関
、

セ
ー

フ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
推

進
協

議
会

自
殺

予
防

対
策

委
員

会
と

の
連

携
に

よ
り

総
合

的
な

自
殺

対
策

の
推

進
を

図
り

ま
す

。

保
健

福
祉

部
保

健
所

保
健

・
感

染
症

課

・
福

島
い

の
ち

の
電

話
主

催
の

事
業

や
相

談
窓

口
の

周
知

啓
発

を
す

る
。

・
福

島
い

の
ち

の
電

話
を

含
む

民
間

団
体

活
動

の
把

握
と

連
携

強
化

を
す

る
。

・
N

P
O

法
人

ラ
イ

フ
リ

ン
ク

と
の

連
携

を
も

と
に

S
N

S
相

談
な

ど
を

強
化

す
る

。
・

自
殺

予
防

対
策

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

に
参

加
で

き
る

民
間

団
体

を
募

集
す

る
。

・
郡

山
市

セ
ー

フ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
推

進
協

議
会

　
自

殺
予

防
対

策
委

員
会

に
お

い
て

、
自

死
遺

族
の

心
情

に
配

慮
し

た
広

報
活

動
と

課
題

に
つ

い
て

協
議

し
た

。
・

連
携

協
定

を
結

ん
で

い
る

ラ
イ

フ
リ

ン
ク

の
郡

山
市

専
用

の
S

N
S

相
談

窓
口

つ
い

て
、

医
療

機
関

等
に

周
知

啓
発

を
行

っ
た

。
・

自
殺

予
防

対
策

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

に
、

民
間

団
体

5
団

体
、

4
1

名
が

参
加

し
た

。

・
当

該
事

業
は

、
自

殺
未

遂
者

、
自

死
遺

族
支

援
の

充
実

に
寄

与
す

る
内

容
で

あ
る

。
・

遺
族

や
親

族
等

が
受

け
る

複
雑

か
つ

深
刻

な
心

情
に

配
慮

し
、

心
理

的
影

響
が

緩
和

さ
れ

る
よ

う
、

支
援

の
強

化
を

は
か

る
必

要
が

あ
る

。

重
点

施
策

６
　

自
殺

未
遂

者
・

自
死

遺
族

支
援

の
充

実

(１
)医

療
機

関
・

警
察

・
消

防
等

関
係

機
関

・
庁

内
各

課
と

の
連

携

(２
)自

死
遺

族
等

に
対

す
る

相
談

・
支

援
の

充
実

(３
)医

療
機

関
・

警
察

・
消

防
等

関
係

機
関

・
庁

内
各

課
と

の
連

携
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【参考】 自殺の危機経路図（自殺に至る可能性の高い経路）  

 

 

 

上の図は、特定非営利活動法人ライフリンクが行った自死遺族 1,000 人に対する聞き取り調

査の結果から見えてきた自殺の危機経路図（自殺に至る可能性の高い経路）です。 

丸の大きさは、自殺に至る要因の発生頻度を表しており、丸が大きいほど自殺に至る要因とな

る頻度が高くなります。矢印の太さは要因と要因の連鎖の因果関係の強さを表しており、矢印が

太いほど因果関係が強くなります。 

要因では「うつ状態」が最も大きくなっていますが、「うつ状態」になるまでには複数の要因が

存在し連鎖しています。自殺で亡くなられた方は、平均して「4 つの要因」が連鎖して自殺に至

ったことが分かっています。 

また、図以外にも、性別、年代、職業等によって、自殺に至る要因の連鎖に特徴がある 

ことも分かっています。 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「自殺実態白書 2013」(特定非営利活動法人ライフリンク) 
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【郡山市いのち支える行動計画 「自死と自殺」用語の用い方について】 

 

「自死・自殺」の表現によるガイドライン（NPO法人全国自死遺族総合支援センター）の考 

え方を参考にし、法律の名称や統計用語のほか、「自殺防止」「自殺未遂」等行為を表現する際

は「自殺」を使用し、遺族や遺児に関して表現する際は「自死」を使用します。 

遺族の心情から、「自殺」を「自死」に言い換えている自治体もありますが、本市において

は、若者の自殺が深刻化している状況の中、「自死」にしてしまうと事の重大さが伝わらないと

いう「自死・自殺」の様々な側面を考慮し、使い分けをしております。 

 

人が自らいのちを絶たなければならなかったということは、当事者のみならず遺された周囲

の人々にも、また広く社会全体にとっても、例えようもなく辛く苦しいことです。 

また、「自殺を考えている人は何らかのサインを発していることが多いという反面、身近な人

であっても気づきにくい場合がある」と言われており、遺された人々の悲しみははかりしれ

ず、遺された人々の心情を理解した対応が大切です。 

 

 タブー視することなく現実と向き合い、互いに心情を理解し合うこと、誰もが孤立に陥らな

いよう支え合いと一層の支援策の強化を図ることが重要になっています。 

（参考：平成 25年 NPO法人全国自死遺族総合支援センターガイドライン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

自殺対策リボンとは   

 

  自殺対策の啓発活動の一環として、全国スタンダードリボンとなるよう、 

2007年７月に仙台市内の街頭キャンペーンよりリリースされました。 

       

       「リボン」・・・つながる、結ぶ 

       「萌黄色」・・・人と人とのつながりの広がり、信頼の芽生え、 

生きる力の回復 

       「ゴールド」・・プライドの回復 

 

 ◎リボンを身につけていただくことは、自殺予防活動や自死遺族支援活動 

を行う気持ちがあるという意思表明になります。 
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〇自殺予防週間・月間等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇自殺の統計について 

以下の統計が発表されます。各統計には、それぞれ下の表にまとめたような特徴があります。 

 自殺統計 人口動態統計 

公表 

機関 
警察庁 

警察庁 

（厚生労働省が再集計） 
厚生労働省 

調査票 自殺統計原票 人口動態調査票（死亡票） 

調査票の 

作成者 
検視または見分を行った警察官 

市区町村 

医師の死亡診断書に基づき市

区町村が作成。都道府県（保

健所）と厚生労働省が審査 

事務 

手続き 

捜査等(死体発見時以後の調査等)により、自殺であると

判明した時点で自殺統計原票を作成し計上する。 

自殺、他殺、事故死のいずれか

不明の時は自殺以外で処理。死

亡診断書等について作成者から

自殺の旨訂正報告がない場合

は、自殺に計上しない。 

期間 各年１月～12 月 

対象 日本における外国人も含む総人口 日本国内に居住する日本人 

場所 発見地／居住地 住所地（住民票がある市町村） 

計上され

る時点 
捜査等により自殺であると判明した時点 死亡した時点 

参照：自殺に関する統計データ整理表／福島県精神保健福祉センター R7.１を基に郡山市作成 

 

〇自殺死亡率の出し方 

 【計算式】地域の自殺者数÷人口×100,000 

 

自殺対策基本法により、毎年９月 10日から９月 16日は「自殺予防週間」、毎年３月は

「自殺対策強化月間」と定められています。 

福島県においては、９月と３月の各 1か月間を「福島県自殺対策強化月間」と定め、自殺

防止のための普及啓発活動に取り組んでいます。 

この取り組みにより自殺や心の健康についての理解を深め、偏見をなくすことを目的とし

ており、本市においても、自殺防止のための普及啓発活動に努めます。 

９月は、世界自殺予防デー（９月 10日）や自殺予防週間（９月 10日～16日）を中心と

して全国的に啓発活動が行われています。 

３月は、就職や進学、転勤や転居など、生活環境が大きく変わり、精神的負担が大きくな

る時期となります。 

出典：福島県ホームページ「自殺に関わる統計情報（指標の計算方法など」より作成 

URL:https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/21840a/suicide-statistics.html 
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郡山市自殺対策基本条例 

平成 29年６月 30日 

郡山市条例第 36号 

目次 

前文 

第１章 総則（第１条―第８条） 

第２章 基本的施策（第９条―第 17条） 

第３章 推進体制（第 18条―第 21条） 

第４章 雑則（第 22条・第 23条） 

附則 

 

誰もが、心身ともに健康で安心して暮らすことを望んでいる。しかしながら、わが国においては、

毎年、健康問題、経済問題、家庭問題、人間関係等の様々な理由からこどもをはじめとした多くの方

が自殺で亡くなっている。多くの方が自殺で亡くなっている。 

それは本市においても例外ではなく、日々の生活への不安に加え、自然災害等や感染症の影響等に

より自殺につながる可能性がある様々な問題を抱えている多くの市民がいることから、自殺対策は重

要な課題の一つとなっている。 

自殺に至る背景には様々な社会的要因があり、私たち一人ひとりが自ら又は家庭において自殺防止

に向けた取組を行うことはもとより、自殺を社会全体の問題として捉え、本市の実情に応じた自殺に

関する制度の見直し、相談・支援体制の整備等の社会的な取組を充実することにより、市民一人ひと

りが、自殺に対する関心と理解を深め、誰もが自殺に追い込まれることなく、心身ともに健康で安心

して暮らすことのできるまちづくりの実現を目指し、この条例を制定する。 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、自殺が社会問題になっている状況に鑑み、自殺対策についての基本理念を定め

ることにより、市、事業主、学校等教育機関、市民並びに議会及び議員の責務を明らかにするとと

もに、自殺対策に関し必要な事項を定め、自殺対策の総合的な推進を図り、市民一人ひとりが、誰

も自殺に追い込まれることなく、心身ともに健康で安心して暮らすことのできるまちづくりの実現

に寄与することを目的とする。 

（基本理念） 

第２条 自殺対策は、自殺対策基本法（平成 18年法律第 85号。以下「法」という。）第 12条に規定

する基本的かつ総合的な自殺対策の大綱を踏まえ、自殺は防ぐことのできる社会的な問題として認

識し、実施されなければならない。 

２ 自殺対策は、自殺が個人的な問題としてのみ捉えられるべきものではなく、その背景に様々な社

会的な要因があることを踏まえ、関係機関、関係団体その他の関係者の連携と協働により、社会的

な取組として、安全・安心なまちづくりと一体となって推進されなければならない。 

３ 自殺対策は、自殺には多様な社会的要因が背景にあることを踏まえ、単に精神保健的な観点から

のみならず、自殺の実態に即して実施されなければならない。 

４ 自殺対策は、自殺の事前予防、自殺発生の危機への対応及び自殺が発生した後又は自殺が未遂に

終わった後の事後対応の各段階に応じた効果的な施策として実施されなければならない。 

５ 自殺対策は、市、国、他の地方公共団体、医療機関、事業主、学校等教育機関、自殺の防止等に

関する活動を行う民間の団体その他関係する者の相互の密接な連携及び協力の下に実施されなけ
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ればならない。 

６ 自殺対策は、デジタル社会の進展を踏まえ、情報通信技術、人工知能関連技術等の適切な活用を

図りながら展開されるようにするとともに、自殺の防止においては、インターネット等を通じて流

通する自殺に関連する情報が及ぼす影響に関し適切な配慮がなされるようにするための取組の促

進について特に留意されなければならない。 

７ こどもに係る自殺対策は、こどもが自立した個人としてひとしく健やかに成長することができ、

心身の状況、置かれている環境等にかかわらず、その権利利益の擁護が図られ、将来にわたって健

康で心豊かな生活を送ることができる社会の実現を目指し、社会全体で取り組むことを基本として、

行われなければならない。 

（市の責務） 

第３条 市は、前条に定める基本理念（第５条第１項において「基本理念」という。）にのっとり、自

殺対策について、関係機関との連携のもと、自殺に関する現状を把握し、本市の状況に応じた施策

を策定して実施するものとする。 

２ 市は、市内の自殺に関する状況及び情報について分析するとともに、緊急を要する場合は、速や

かに対応するものとする。 

３ 市は、市民の経済的及び精神的な問題等の生活上の悩みに関する相談等について、各種窓口の充

実及び業務の連携により適切に対応するものとする。 

４ 市は、医療機関、事業主、学校等教育機関、自殺の防止等に関する活動を行う民間の団体その他

関係する者が実施する自殺対策に関する取組を支援するものとする。 

５ 市は、職員等が、心身の健康を保持し職務に従事することができるよう、適切な措置を講ずるも

のとする。 

（事業主の責務） 

第４条 事業主は、自殺対策に取り組む当事者としての意識を持つとともに、自殺に対する正しい理

解を深め、市及び関係機関と連携し、その職場で働く全ての者が心身ともに健康で職務に従事する

ことができるよう、職場環境づくり等適切な措置を講ずるよう努めるものとする。 

２ 福祉、医療、教育その他のサービスを提供する事業主は、市及び関係機関と連携し、当該サービ

スの利用者の心身の健康を保持するために適切な措置を講ずるよう努めるものとする。 

（学校等教育機関の責務） 

第５条 学校等教育機関は、基本理念にのっとり自殺対策に取り組む当事者としての意識を持つとと

もに、自殺に対する正しい理解を深め、市、関係機関、保護者等と連携し、児童生徒及び学生等が

心身ともに健康な生活を送ることができるよう、適切な措置を講ずるものとする。 

２ 学校等教育機関は、自殺の防止等の観点から、心の健康の保持のための健康診断、保健指導等の

措置のほか、精神保健に関する知識の向上その他の心の健康の保持に係る教育又は啓発を行うもの

とする。 

３ 学校等教育機関は、いのちの尊さを学ぶ機会を設けるよう努めるとともに、児童生徒及び学生等

からの心の迷い等の兆候を見逃すことなく、適切に対処するものとする。 

４ 学校等教育機関は、いじめと自殺の因果関係の有無に十分配慮するとともに、いじめの防止及び

早期発見に努め、いじめの対策に万全を期するものとする。 

５ 学校等教育機関は、市及び関係機関と連携し、教職員等が心身ともに健康で職務に従事すること

ができるよう適切な措置を講ずるものとする。 

（市民の責務） 

第６条 市民は、自殺が自己に関係のある問題となり得ること及び自殺の防止等に資する行為を自ら
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が行い得ることを認識し、自殺及びその背景にある問題に対する正しい理解を深めるとともに、そ

れぞれが自殺に関し適切な役割を果たすよう努めるものとする。 

（議会及び議員の責務） 

第７条 議会は、自殺対策に関する市の施策が効果的に推進されるよう調査するとともに、評価を行

い、必要に応じ、提言を行うものとする。 

２ 議員は、自らが自殺対策の担い手としての自覚を持つとともに、自殺に対する正しい理解を深め、

自殺対策に積極的に取り組むものとする。 

（名誉及び心情並びに生活の平穏への配慮） 

第８条 自殺対策の実施に当たっては、自殺者、自殺未遂者及び自殺のおそれがある者並びにそれら

の親族を含む周囲の人々の名誉及び心情並びに生活の平穏に十分配慮し、これらを不当に侵害する

ことのないようにしなければならない。 

第２章 基本的施策 

（調査研究の推進等） 

第９条 市は、自殺対策に係る調査研究及び検証並びにその成果の活用を推進するとともに、情報の

収集、整理、分析及び提供を行うものとする。 

（市民の理解の増進） 

第 10 条 市は、教育活動、広報活動等を通じ、自殺の防止等自殺に関する諸問題への市民の理解を

深め、市民一人ひとりが自殺対策の担い手となるよう必要な施策を講ずるものとする。 

（人材の確保等） 

第 11 条 市は、自殺対策を推進するため、関係団体等との連携協力を図りながら、人材の確保、養

成及び資質の向上に必要な施策を講ずるものとする。 

（心の健康保持及び自殺発生回避の相談体制等） 

第 12 条 市は、職域、学校等教育機関、地域等において、市民の心の健康の保持及び増進並びに自

殺の発生を回避するための相談を受けることができる体制の整備及び充実を図るため、必要な施策

を講ずるものとする。 

（医療提供の体制整備） 

第 13 条 市は、心の健康保持に支障を生じていることにより自殺のおそれがある者の早期発見に努

めるとともに、必要な医療が早期かつ適切に提供されるよう、医療機関等との適切な連携の確保等

の施策を講ずるものとする。 

２ 市は、精神科医（精神保健に関して学識経験を有する医師をいう。）その他の医療従事者に対する

自殺の防止等に関する研修の機会を確保するよう必要な施策を講ずるものとする。 

（自殺発生回避のための体制の整備等） 

第 14 条 市は、自殺をする危険性が高い者を早期に発見し、相談その他の自殺の発生を回避するた

めの適切な対処を行う体制の整備及び充実に必要な施策を講ずるものとする。 

２ 前項の規定により整備する体制においては、自殺をする危険性が高い者を早期に発見し、自殺の

発生を回避するための適切な対処を行う上で必要な情報が、当該対処を行う関係機関及び関係団体

に対し迅速かつ適切に提供されるようにするものとし、そのために必要な措置が講じられなければ

ならない。 

３ 市は、自殺の防止の観点から、自殺の助長につながるような情報、物品、設備等についてその適

切な管理、配慮等に関して注意を促すために必要な措置を講ずるものとする。 

（自殺未遂者等への支援） 

第 15 条 市は、自殺未遂者及び自殺のおそれがある者が、自殺を図ることのないよう、自殺未遂者
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等への適切かつ継続的な支援を行うために必要な施策を講ずるものとする。 

（自死遺族等への支援） 

第 16 条 市は、自死遺族又は自殺未遂者の親族等が受ける複雑かつ深刻な心情に配慮し、その深刻

な心理的影響、その生活上の不安等が緩和されるよう、当該親族等に対する総合的な支援を行うた

めに必要な施策を講ずるものとする。 

（民間団体等への支援等） 

第 17 条 市は、自殺対策に取り組んでいる民間団体等が継続的に事業の展開を図ることができるよ

う、各団体等の実情に応じた支援等を行うよう努めるものとする。 

第３章 推進体制 

（計画の策定） 

第 18条 市は、自殺対策を総合的かつ計画的に推進するため、法第 13条第２項の規定に基づき、計

画を策定するものとする。 

（推進組織の設置） 

第 19条 市は、自殺対策を効率的、効果的に実施するため、推進組織を設置するものとする。 

（財政上の措置等） 

第 20 条 市は、この条例の目的を達成するため、財政上の措置その他の必要な施策を講ずるものと

する。 

（報告及び公表） 

第 21 条 市は、毎年、自殺対策に関する計画について評価を行い、市における自殺の概要及び施策

の実施状況を議会に報告するとともに、市民に公表するものとする。 

第４章 雑則 

（条例の見直し） 

第 22 条 この条例は、自殺対策の運用状況、実施効果等を勘案し、第１条の目的の達成状況を評価

した上で、必要に応じて見直しを行うものとする。 

（委任） 

第 23条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この条例は、平成 29年９月 10日から施行する。 

附 則 

 この条例は、令和８年４月１日から施行する。 
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郡山市自殺対策推進庁内委員会設置要綱 

 （設置） 

第１条 郡山市自殺対策基本条例（平成29年郡山市条例第36号）第19条の規定に基づき、「誰も

自殺に追い込まれることのない社会」の実現を目指し、自殺対策を総合的かつ計画的に推進す

るため、郡山市自殺対策推進庁内委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項について協議する。 

(1)  自殺対策の推進に関すること。 

 (2) 自殺対策計画の策定及び見直しに関すること。 

 (3) その他自殺対策に関すること。 

 （組織） 

第３条 委員会は、会長、副会長及び委員をもって組織する。 

２ 会長には保健所次長、副会長には保健・感染症課長をもって充てる。 

３ 委員には、別表に掲げる職にある者をもって充てる。 

４ 会長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理す

る。 

 （会議） 

第４条 委員会は、会長が招集し、会議の議長となる。 

２ 会長は、必要に応じ委員以外の市職員等の出席を求め、その意見又は説明を聴くことができ

る。 

 （庶務） 

第５条 委員会の庶務は、保健福祉部保健所地保健・感染症課において処理する。 

 （委任） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、会長が定める。 

   附 則 

この要綱は平成30年５月18日から施行する。 

附 則 

この条例は、平成31年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和４年11月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要領は、令和７年４月１日から施行する。 

     附 則 

 この要領は、令和 8年４月１日から施行する。 
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別表（第３条関係） 

部 局 職 名 

総務部 総務法務課長 

職員厚生課長 

政策開発部 広聴広報課長 

税務部 市民税課長 

収納課長 

市民部 市民・ＮＰＯ活動推進課長 

ダイバーシティ推進課長 

国民健康保険課長 

セーフコミュニティ課長 

保健福祉部 保健福祉総務課長 

生活支援課長 

障がい福祉課長 

健康長寿課長 

地域包括ケア推進課長 

保健所総務課長 

保健所健康政策課長 

保健所健康づくり課長 

こども部 こども総務企画課長 

子育て給付課長 

こども家庭課長 

保育課長 

農商工部 産業雇用政策課長 

建設構想部 住宅政策課長 

教育委員会事務局教育総務部 生涯学習課長 

中央公民館長 

教育委員会事務局学校教育部 学校管理課長 

学校教育推進課長 

総合教育支援センター所長 

教育研修センター所長 

上下水道局 営業課長 

 

 


